
Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 1頁１．内部統制

2021年度自己評価Ⅵ．１． 内部統制 B
中長期計画 年度計画 実績 アウトカム
Ⅵ．1． Ⅰ．1． ー

事業活動を推進するに当たり、理事
長のリーダーシップの下、関係法令等を
遵守しつつ合理的かつ効率的に業務を
行うため、プロジェクト業務も含め、事
業活動における計画、実行、評価に係
る PDCA サイクルを効果的に循環させ、
適切な内部統制を行う。具体的には、
業務方法書に基づき策定した内部統
制実施指針に沿って内部統制の基本
要素（統制環境、リスクの評価と対応、
統制活動、情報と伝達、モニタリング、
ICT への対応）が適正に実施されてい
るか不断の点検を行い、必要に応じ見
直す。特に研究不正対策については、
国のガイドライン等に従い、不正防止の
ための体制及び責任者の明確化、教
育の実施等の研究活動における不正
行為及び研究費の不正使用を未然に
防止する効果的な取組を推進する。

事業活動を推進するに当たり、理事
長のリーダーシップの下、説明責任を果
たせるよう各役職員が高いコンプライア
ンス意識を持って、関係法令等を遵守
しつつ合理的かつ効率的に業務を行う
ため、プロジェクト業務も含め事業活動
における計画、実行、評価に係る
PDCAサイクルを効果的に循環させ、適
切な内部統制を行う。具体的には、各
役職員へのコンプライアンスに関する研
修等を実施するとともに、業務方法書
に基づき策定した内部統制実施指針
に沿って内部統制の基本要素（統制
環境、リスクの評価と対応、統制活動、
情報と伝達、モニタリング、ICTへの対
応）が適正に実施されているか不断の
点検を行い、必要に見直す。

研究不正対策については、国のガイ
ドライン等に従い、不正防止のための体
制及び責任者の明確化、教育の実施
等の研究活動における不正行為及び
研究費の不正使用を未然に防止する
効果的な取組を推進する。

１．役職員へのコンプライアンスに関する研修等の実施

役職員のコンプライアンス意識醸成のため、全役職員に対し、コ
ンプライアンス、利益相反、倫理、ハラスメント等を内容としたコン
プライアンス総合研修を実施した（全役職員が受講対象。対象
者2438人中2157人が受講した（受講率88.5％）。また、新入
職員研修（約40名）、管理職昇格者に対する研修（約40
名）では対象者のレベルに沿った研修を実施してコンプライアンス
等の意識の定着化・再認識化を図った。さらに、外部講師による
役員向けに特化した内容のコンプライアンス研修を実施し、全役
員が受講した。

２．内部統制の点検状況及び必要に応じた見直し状況

（１）内部統制実施状況
内部統制実施指針に基づき、各部門・部等における内部統制

の実施状況について年2回、内部統制推進部署(経営推進部及
び総務部)が内部統制委員会（理事会議）へ報告している。そ
の際、各要素における主な課題を抽出し、また、必要な指示を受
け、その対応についても報告している。
（２）リスク評価・縮減活動状況

JAXAが実施するプロジェクト等の事業におけるリスク及び事業
以外の一般業務におけるリスクについて、それぞれリスクを識別し
縮減活動を実施している。

①プロジェクトのリスク管理
プロジェクトのリスク管理に関しては、「Ⅲ.6.3 プロジェクトマネ

ジメント及び安全・信頼性」を参照。
②事業以外の一般業務リスクの管理において、2021年度にお

ける重点管理リスクの対応状況は次のとおり。

計画に基づ
き着実に実
施
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 2頁１．内部統制

中長期計画 年度計画 実績 アウトカム
（ア）ハラスメント等の労務トラブル発生リスクとその対応

ハラスメント防止規程を新たに制定し、役職員等の責務、相談窓口、相談員の改善・強化、ハ
ラスメント委員会の設置など明確化し、ハラスメントの対応強化を行った。また、新しい働き方と
して、テレワークやフレックス等の制度を見直し、就業規則等関連規程の改正を行った。

さらに、ストレスチェックを実施し、個人に結果のフィードバックを行いセルフケアを図り、希望者
は、産業医による面接指導につなげた。

（イ）ICT・セキュリティリスク
情報所在把握と情報漏洩リスクの理解促進に向けて、全体教育や情報セキュリティ責任者・

経営層向け講習を実施した。
（ウ）新型コロナウイルス感染症へのリスク対応

理事長を本部長とした新型コロナウイルス感染症対策本部会合を定期的に開催し、感染症拡
大状況、政府等の対応状況や機構業務への影響等を適時的確に把握・共有しつつ、JAXA関
係者の感染予防と事業継続に係る取組みを確実に行った。また、ワクチン職域接種を、筑波宇
宙センター及び国立天文台（合同開催）において実施し、感染拡大防止対策に取り組んだ。

③内部監査
（ア）JAXAの内部監査は、適正かつ効率的な業務の執行を確保するとともに、業務の改善に資

することを目的として、理事長が直轄的な組織として監査組織を位置付けるとともに、必要な
権限を与えて監査を実施させている。

具体的には、会計書類の形式的要件等の財務情報に対するチェックのほか、内部統制、
セキュリティ、品質、環境経営等の体制の不備の検証も行い、理事長に報告している。

（イ）毎年度、内部監査の年間計画を作成し、理事長の承認を受け、これに基づき実施計画を
作成して監査対象部署等関係者に通知している。監査終了後は、速やかに監査結果を取
りまとめ、理事長に報告するとともに、是正措置の必要があると認めたときは、監査対象部署
等関係者に対して是正措置を命じることとしている。

（ウ）2021年度においては、新型コロナウイルスの感染に関する国内外の状況に応じ、一部、リ
モートによる監査を取り入れることで、感染拡大の防止を図りつつ計画通り監査を遂行した。
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 3頁１．内部統制

中長期計画 年度計画 実績 アウトカム
（続き） （続き）

３．研究不正対策の状況
研究費不正及び研究不正対策については、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイ

ドライン（実施基準）」及び「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に従い、
適切な体制を構築のうえ、研修等の必要な取組や対応をとっている。
（１）研究費不正対策については、仕組みが形骸化しないよう、内部監査部署による監査により、

合規性の確認が行われている。
（２）研究不正対策については、研究倫理委員会にて取組をとりまとめている。研究者に対してe-

Learningでの研究倫理研修の受講を義務付けているほか、研究者が研究成果の発表を行う
際には、剽窃チェックツールの利用やチェックシートの提出を求め、手続きが適切であるかを確認し
ている。

さらに、2021年度は、規程類の日英併記版を作成する等、外国人研究者に対する研究不
正防止関連情報に係る充実化を図った。

なお、内部統制シ
ステムの一部を構成
するプロジェクトマネジ
メントに関しては、Ⅰ．
４．３項にて計画を
定める。

なお、内部統制システ
ムの一部を構成するプ
ロジェクトマネジメントに
関しては、１．４．３
項にて計画を定める。

ー ー
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 4頁１．内部統制

主な評価軸（評価の視点）、指標等
＜評価の視点＞
・理事長のリーダーシップの下、事業活動を推進するにあたり、法令等を遵守しつつ合理

的かつ効率的に業務を行うための取組が進められているか。
・研究不正対策について不正を未然に防止する効果的な取組が進められているか。

＜関連する指標＞
・内部統制の点検状況及び必要に応じた見直し状況
・研究不正対策の状況
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 5頁１．内部統制

Ⅵ．１． 内部統制 2021年度自己評価

【評定理由・根拠】
年度計画で設定した業務を計画通り実施した。主な業務実績・成果は以下のとおり。

１．役職員へのコンプライアンスに関する研修等の実施
役職員のコンプライアンス意識醸成のため、全役職員に対し、コンプライアンス、利益相反、倫理、ハラスメント等を内容とするコンプライアンス総合研修を実施した（全役

職員対象）。また、新入職員研修（約40名）、管理職昇格者に対する研修（約40名）では対象者に合わせた研修を実施してコンプライアンス等の意識の定着化・再
認識化を図った。さらに、外部講師による役員向けに特化した内容のコンプライアンス研修を実施し、全役員が受講した。

２．内部統制の点検状況及び必要に応じた見直し状況
JAXAにおいては、<補足>に示すような内部統制体制を整えている。

（１）内部統制実施状況
内部統制実施指針に基づき、各部門・部等における内部統制の実施状況（実施状況、主な課題、その対応等）について、年2回、内部統制推進部署(経営推

進部及び総務部)が内部統制委員会（理事会議）へ報告している。
（２）リスク縮減活動状況

JAXAで実施しているプロジェクト等の事業におけるリスク及び事業以外の一般業務におけるリスクについて、それぞれリスクを識別し縮減活動を実施している。
プロジェクト等の事業については、プロジェクトの段階ごとに経営審査を実施するとともに、新たにプロジェクト移行前の計画立案段階から初期的な検討や試行的な研

究開発を充実することとし（フロントローディング）、ミッションの価値向上及びプロジェクト移行後のリスク縮減を図っている。（「Ⅲ.6.3 プロジェクトマネジメント及び安
全・信頼性」を参照）

また、事業以外の一般業務におけるリスクについては、総務担当役員の下、総合リスク対応チームを設置し、機構の事業内容・組織状況や社会的な要請・情勢を
踏まえ、業務執行において重点的に管理すべきリスク（以下「重点管理リスク」という。）を選定し、重点管理リスクごとに対応部署を定める等必要な体制を構築する
など、リスク縮減活動を実施している。2021年度は、それぞれのリスクを統括して管理する部署を設定し、対応状況については適宜モニタリングを行い、年２回、担当
役員から理事長へ報告している。

（３）内部監査
JAXAの内部監査は、適正かつ効率的な業務の執行を確保するとともに、業務の改善に資することを目的として、理事長が直轄的な組織として監査組織を位置付け

るとともに、必要な権限を与えて監査を実施させている。具体的には、会計書類の形式的要件等の財務情報に対するチェックのほか、内部統制、セキュリティ、品質、環
境経営等の体制の不備の検証も行い、理事長に報告している。

Ｂ
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 6頁１．内部統制

【評定理由・根拠】（続き）
３．研究費不正及び研究不正対策

研究費不正及び研究不正対策については、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」及び「研究活動における不正行為への対応等
に関するガイドライン」に従い、適切な体制を構築のうえ、研修等の必要な取組や対応をとっている。
（１）研究費不正対策については、仕組みが形骸化しないよう、内部監査部署による監査により、合規性の確認が行われている。
（２）研究不正対策については、研究倫理委員会にて不正防止の取組をとりまとめている。研究者に対してe-Learningでの研究倫理研修の受講を義務付けているほ

か、研究者が研究成果の発表を行う際には、剽窃チェックツールの利用やチェックシートの提出を求め、手続きが適切であるかを確認している。
さらに、2021年度は、規程類の日英併記版を作成する等、外国人研究者に対する研究不正防止関連情報に係る充実化を図った。
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 7頁１．内部統制

評定理由・根拠（補足）

内
部
監
査
部
署

監
査

報
告

＜補足＞
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 8頁１．内部統制

2021年度自己評価において抽出した抱負・課題 対応方針
内部統制の仕組みが形骸化しないよう監査部門との情報共有を図るとともに、規
程、意思決定体制、及び業務運営等において、従来のやり方が現状に適合して
いるかの観点から常に注意を払うことが重要である。

規程の改正や業務運営の見直し等の機会をとらえ、内部統制上、形骸化したも
のがあれば適宜見直しを図る。
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 1頁２．人事に関する事項

2021年度自己評価Ⅵ．２． 人事に関する事項 Ａ
中長期計画 年度計画 実績 アウトカム
Ⅵ．2． Ⅵ．2．

社会に対し科学・技術で新しい価値
を提案できる組織を目指し、人材マネ
ジメント及び労働環境の恒常的な改
善を戦略的に推進する。

社会に対し科学・技術で新しい価値
を提案できる組織を目指し、人材マネ
ジメント及び労働環境の恒常的な改
善を戦略的に推進する。

－ －

具体的には、高い専門性、技術力・
研究力、人文・社会科学系の専門知
識、リーダーシップを有する優秀かつ多
様な人材の確保及び育成、事業状況
に応じた人員配置、職員のモチベーショ
ンを高めるよう適切な評価・処遇につい
て、人材育成実施方針の維持・改訂
及び人材育成委員会の運営等により、
計画的・体系的に行う。

具体的には、高い専門性、技術力・
研究力、人文・社会科学系の専門知
識、リーダーシップを有する優秀かつ多
様な人材の確保及び育成、事業状況
に応じた人員配置、職員のモチベーショ
ンを高めるよう適切な評価・処遇につい
て、人材育成実施方針の維持・改訂
及び人材育成委員会の運営等により、
計画的・体系的に行う。

人材の確保・育成、人員配置、評価
処遇等を計画的・体系的に進めるため、
第４期人材育成方針に基づき人材育
成委員会において検討を進めるととも
に、それに基づき実際の人事配置や評
価、採用を行った。また、モチベーション
サーベイを行うなど、PDCAを回した。

適切な人事配置や人材育成

特に、イノベーションの創出に資するべ
く、世界の第一線で活躍する極めて優
秀な国内外の人材を登用するため、ク
ロスアポイントメント制度の活用等を促
進するとともに、民間事業者等の外部
との相互の人材交流や登用を通じて、
人材基盤の強化を図る。

特に、イノベーションの創出に資するべ
く、世界の第一線で活躍する極めて優
秀な国内外の人材を登用するため、ク
ロスアポイントメント制度の活用等を促
進するとともに、民間事業者等の外部
との相互の人材交流や登用を通じて、
人材基盤の強化を図る。

クロスアポイントメント制度により外部組
織の職員を合計27 名受⼊れ、また機
構職員を4 名出向させるなど、外部専
門家の登用や民間事業者等との人材
交流を通じて、JAXA内外の優秀な人
材の連携を促進した。

民間事業者等との外部連携による人
材交流や人材連携によるイノベーション
を創出できる人材の育成。

また、政府全体の宇宙開発利用を
技術で支える中核的実施機関として、
産業・科学技術人材基盤の強化に資
するため、兼業、出向等制度を活用し
た人材流動性の向上及び経験者採
用の拡充等による多様な人材の宇宙
分野への取り込みを進める。

また、政府全体の宇宙開発利用を
技術で支える中核的実施機関として、
産業・科学技術人材基盤の強化に資
するため、兼業、出向等制度を活用し
た人材流動性の向上及び経験者採
用の拡充等による多様な人材の宇宙
分野への取り込みを進める。

兼業、出向制度により、多様な経験機
会の獲得に努めるなど、人材流動性向
上の他、通年での経験者採用による多
様な人材の取り込みを進めた。

多様な人材の取り込みによる業務の着
実な実施
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 2頁２．人事に関する事項

中長期計画 年度計画 実績 アウトカム
さらに、ワークライフ変革

を進め、健康で活き活きと
働ける職場環境を整え、
職員一人ひとりの多様か
つ生産性の高い働き方を
推進する。

さらに、ワークライフ変革を
進め、健康で活き活きと働
ける職場環境を整え、職員
一人ひとりの多様かつ生産
性の高い働き方を推進する。

新型コロナウイルス対応の中で「新しい働き方（その１）」として、
フレックス制度及びテレワーク制度の見直し・拡充を行い、多様
なライフスタイルの中で成果を発揮するよう就業環境を整備した。
業務の性格上テレワークが出来ない部署を除き、すべての職員・
パートナーが利用できる体制を整えた結果、緊急事態宣言下
（BCP発動中）では概ね2割程度、解除後は平均5割程度の
出勤率を維持し、 コロナ禍 においても業務の質や効率を大きく
落とすことなく、職員の安全やWLBを可能としている。
また、様々なライフスタイルに対応するための働き方の選択肢の
一つとし、地域限定職員の制度の運用を開始した。

次年度からの適用に向け、「新しい働き方（その２）」として、テ
レワーク勤務拡大に合わせて通勤手当の見直し（実費化）、テ
レワーク手当の新設等の準備を整えた。

2019年度に改正労働基準法が施行され、職員の年休5日取
得が義務化されたが、機構においては5日の取得義務を達成し
た。

働きやすい環境作りにおいて、ハラスメント・フリーな職場環境の
構築等を目的に「ハラスメント防止規程」を制定し、活動を開始
した。

コロナ禍でも健康で活き活きと働ける職場環境という観点から、
個人だけではなく組織的に職員の健康に関する取組として、健
康増進を経営基盤とする「健康経営方針」を制定し、年間を通
し各種キャンペーンや研修などを取り⼊れて、新しい生活様式の
中で組織で連携し職員一人一人の健康管理に対する意識改
革を上げることにより、職場の活性化に繋げた。
新型コロナ対応マニュアル等を適宜改訂し、職員への適切な支
援を行った。
職域ワクチン接種に関して、積極的に計画し実施した。
また、コロナ禍においても電話やオンライン面談なども活用し、各
種事案の対応を行った。

新しい働き方の全社的な議論を経て、
JAXAとしての方針が決定され、「就業
規則」等の規程類を改正し、「新しい働
き方（その1）」が開始された。これによ
り、より自由度の高い働き方を実現し、
業務の実施形態の効率化、育児休業
職員の早期復帰、育児・介護との両
立が実現され、職員の働き方の幅を広
げることができた。

計画に基づく着実な実施

職員が快適な環境で働けるようハラスメ
ント・フリーを目指した取組の実施

コロナ禍の職員の安全・健康面におい
て各部署と連携し、組織的な支援及
び協力のもと、職員へのフォローを適切
に実施され、メンタル面も含めた職場環
境の向上を図ることができた。
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 3頁２．人事に関する事項

主な評価軸（評価の視点）、指標等
＜評価の視点＞
・社会を科学・技術で先導し新たな価値を創造する組織を目指し、取組が進めら

れているか。
・労働環境の維持・向上及びダイバーシティ推進に資する取組が進められているか。

＜関連する指標＞
・人事に関する計画の策定及び進捗状況
・民間事業者等との人材交流を含めた人員配置、人材育成等の状況
・多様な働き方と労働環境の状況
・多様な人材の活躍推進状況
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 4頁２．人事に関する事項

Ⅵ．２．人事に関する事項 2021年度 自己評価

【評定理由・根拠】

社会に対して新しい価値を提案できる組織となるために、①優秀かつ多様な人材の確保・育成・活躍を進めるための人材交流や人材基盤の強化、②職員一人一
人が多様かつ柔軟な働き方を選択できる新しい働き方、③組織の基礎となる「ひと」が、心身ともに健全に働くことのできる健康経営、の３つの柱にかかる活動を開始
し、職員の専門能力をベースとした新しい制度を構築するとともに、新しい働き方の実現性を示し、一人一人の職員に寄り添った対応、安心して働ける職場環境を維
持し、年度計画で設定した業務計画以上の成果を示すことができた。 特に、「新しい働き方」については、コロナ禍という困難な状況における働き方の経験をもとに、
この状況をむしろ逆手に取り、積極的かつ前向きに改革に生かしたもので、先進的な民間企業の勤務制度とも遜色ないレベルまで働き方改革を一気に加速させた。

主な業務実績・成果は以下のとおり。
（１）高い専門能力を有する多様な人材の確保及び人的リソース不足への対応、民間事業者等との相互の人材交流による新しい価値の創出

①深刻な人的リソース不足を補い、高い専門能力を有する人材を確保するため、受託費等の非経常収入も新たな原資として一般職プロパー職員（経験者）の通
年採用を継続することで高い専門能力を有する人材を確保した。

②専門能力を有する人材が、就業規則等で定める転任義務を気にせず業務に取り組むことができるよう、希望する者が一定条件のもと、勤務地を限定して業務に
従事できる制度の運用を開始した。

③２つの組織に同時に雇用されつつ、それぞれの組織の業務に従事するクロスアポイントメント制度、及び一定期間100%相手方組織の業務に従事する出向等の制
度を活用し、産業界をはじめとした関係機関、大学等との人材交流を促進し、新しい価値を創出できる人材基盤の強化を図った。

※ クロスアポイントメントとして、新たに 3名（大学1 名、民間2名）を受け⼊れ、新たに 1名のJAXA職員が外部組織（民間1名）に派遣した。（前年度からの
継続を含め2021年度は合計27名受⼊（大学15名、民間10名、一般財団法人 1名、大学共同利用機関法人 1名）、4 名外部受⼊れ（大学 2名、民間 2
名）を実現している。）出向等として、外部の人材（628名（産業界から325 名、大学及び国等から277名、ポスドク研究員として26 名））を受け⼊れ、JAXA
から外部組織へ44 名（省庁39名、産業界 4名、国際機関 1名）を派遣した。

④職員一人ひとりの仕事に対するモチベーションを維持・向上するとともに、今後の人事施策に反映させるのためモチベーションサーベイ(アンケートをリッカート尺度に基づ
く5段階評価で実施し、得られた回答の平均値をスコアとしている)を実施しているが、これまでの施策の効果により、仕事に対するモチベーション（総合満足度）が、
昨年度の判定「B＋」(3.50～3.75ポイント)から今年度は「A」(3.75～4.25ポイント)判定となり、前年度比0.14(3.66⇒3.80)ポイント上昇した。

Ａ
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 5頁２．人事に関する事項

【評定理由・根拠（続き）】

⑤人的リソースをより創造的かつチャレンジングな業務にシフトすることを目指して、内部管理業務の再構築を実施中。JBSC（※1）による社内ユーザの拡大とサービ
スメニューの拡大を継続するとともに、筑波宇宙センターにおける総務系業務の一括アウトソーシング化を2021年度当初から開始。並行して、若手・中堅職員を主
体に、創造的でチャレンジグな業務をJAXAの役割シフトに応じて再定義するための調査・検討活動を実施した。
※1 JBSC (JAXA Business Support Center；庶務事務等を一元化処理するシェアードサービス組織）

⑥職員のモチベーションを上げる施策として、専門能力を基軸とするキャリアパスを明確にするため、組織長基幹職と特定基幹職の職制を管理機能職と専門機能
職に整理するとともに、管理職としての能力 を評価する仕組みを次年度から適用するよう準備を整えた。

⑦事務系職員についても、詳細な専門能力の定義を行い各専門能力を高めるとともに、「資金系」「総務・人事系」の分類において当該分類内での横断的な知
見・経験を蓄積することにより、プロフェッショナルとして活躍できるよう、人事制度を見直した。

（２）「新しい働き方」による多様で柔軟な働き方の実現とより安心して働ける職場環境の維持、ワーク・ライフ・バランスの促進

①職員が個々の事情に応じ、多様で柔軟な働き方を選択できる環境を整えることで、成長と分配の好循環を構築し、職員一人ひとりが、これまで以上に、より能力
を発揮し、新しい発想で業務に取り組めるよう、職員が活躍できる環境及び働きやすい環境作りである「新しい働き方」を開始した。今年度は「新しい働き方（
その１）」として、「テレワーク」 「フレックス」等の制度を見直し・拡充し、一部の部署を除き全社的に、テレワーク勤務の場所と回数の制限撤廃、スーパーフレッ
クスの適用、一斉休憩の廃止、勤務の中断を可能とし、「時間」と「場所」の制約が少ない、多様なライフスタイルの中で成果を発揮する就業環境を整備した。
これにより、緊急事態宣言下（BCP発動中）は概ね2割程度、緊急事態宣言解除後も平均５割程度の出勤率を引き続き維持し、新型コロナウイルス感染
症への対応を含め、業務への支障を来すことなく遂行でき、成果を上げている。 また、さらに働き方改革を進めるために、次年度からの適用に向け、「新しい働き
方（その２）」として、テレワーク勤務拡大に合わせて通勤手当の見直し（実費化）、テレワーク手当の新設等の準備（規程類の改正）を完了した。こうした「
時間」・「場所」制約を可能な限り少なくしたJAXAの「新しい働き方」は、コロナ禍という困難な状況での経験を積極的に生かしたもので、先進的な民間企業の
勤務制度と比較しても遜色ないレベルまで働き方改革を一気に加速し、多くの政府系法人や科学技術関連法人の中で最も進んだ内容となっている（10月の
導入以降、９機関から制度に関する問合せあり）。 こうした制約の少ない勤務制度により、職員一人一人が、出産・育児、介護、難病治療の通院、リカレ
ント教育などとの自己啓発、企業などの兼業と、それぞれの業務との両立を図り成果創出につながることが可能となった。すでに、育児休業からの復帰を早める
例や、介護休職をせずに業務が継続できたという職員からの声が上がってきている。
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 6頁２．人事に関する事項

【評定理由・根拠（続き）】
②ハラスメント事案への適切な対応とハラスメント・フリーな職場環境の構築を目的に「役職員等の責務」「相談窓口・相談員の改善強化」「ハラスメント委員会の

設置」等を明確にしたハラスメント防止規程を制定し、相談員の任命を行い体制を整え活動を開始した。新体制開始前の半年間で８件だった相談件数が、10
月以降2月までの間に23件と相談件数が増えたが、これは相談窓口が明確化してわかりやすくなり、また、ハラスメント委員会設置により相談のプロセスが明確
化され、より相談しやすくなったためで、組織内に埋もれて見えてこなかったハラスメント事案の顕在化をすることができ、より安全・安心な職場づくりに取り組みや
すい環境を構築することができた。

③女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の取り組みの一環として女性のリーダーシップ・パイプラインの構築に関し、現状の分析を行った。さらには無意識
バイアスの除去に向けた意識改革の施策として、階層別に役員、二次考課者、女性管理職候補者及び全職員を対象とした「アイコンシャスバイアス研修」を実
施した。

（３）組織の根幹をなす「ひと」を生かす健康経営の実施
①2021年度は、より安心して働ける職場環境の維持に向け、コロナ禍での職員の健康に関する取組みとして、健康増進を経営基盤とする「健康経営方針」を制

定し、その方針に基づき職員が活き活きと活躍できる快適な職場を目指す健康企画「 fit motto project 」（職場でのストレッチ、ラジオ体操など）の実施（職
場単位での取り組みに変更し、592名が参加）や、 所属長による職場環境改善の計画・取り組みの把握（計画作成を課題のある部署から全社へ展開）、
女性の健康サポート講座（男性も参加可）のライブ配信研修、JAXA独自の「こころのキャンペーン月間」や「健康コラム」の月1回配信によるテレワーク時の健康に
関する情報提供など、個人だけではなく、組織的に職員の心身の健康増進に取り組むことを重点化し、職場環境改善を促進し、新しい生活様式の中で職場
の活性化に繋げるとともに、新型コロナ対応マニュアル等を適宜改訂し、感染症予防・罹患後の復帰支援を行った。

また、職域ワクチン接種に関しては、職域接種に積極的に取り組み、JAXA職員のみならず近隣の研究機関等にも組織的に声掛けを行い、当該機関等の職
員やご家族へも呼びかけ、筑波地区および三鷹地区で各2回実施し、延べ2,545名に対応した。なお、近隣の研究機関等にワクチン職域接種実施機会を拡大
したことについて、当該機関等より感謝の言葉と理事長宛の感謝状をいただいた。

②コロナ禍での生活が続く中、新しい働き方を一気に進めている一方、笑顔のある職場づくり、職員の精神的な負担を軽減することに努めており、休養者の分析・
相談、感染症からの復帰支援を行い、1ヶ月以上のメンタル不調の休養数は、 2021年度は26件と昨年と同様であり、増加することなく現状を維持し、復職プロ
グラムを用いて、計画的・組織的に取り組んだ。結果、長期（６か月以上）休職者をゼロにすることができた。

なお、年度計画で設定した業務は、計画通り実施した。
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 7頁２．人事に関する事項

『 新しい働き方 』の定着

テレワーク
・回数・場所の制限緩和 ・一斉休憩の廃止
・勤務の分割・中断が可能

スーパーフレックス
・「自分らしさ」のある仕事の仕方
・家庭と仕事の両立
・多様性の追求
・個人の事情に合わせた働き方の選択

社会に対して新しい価値を提案できる組織
＝ 「ひと」を生かせる職場環境

職員の専門能力をベースとした新しい制度を構築するとともに、
新しい働き方の実現性を示し、

一人一人の職員に寄り添った対応、安心して働ける職場環境を維持

職員一人一人が多様かつ
柔軟な働き方を選択できる

新しい働き方

組織の基礎となる「ひと」が、
心身ともに健全に働くこと

のできる健康経営

いきいき働ける職場環境、ポスト・コロナの新しい形
業務効率の向上、安心して働ける職場環境
笑顔と感謝のある職場
⇒ 個々人のライフスタイルに合った働き方を可能に！

ex) 育休からの復帰、長期休職者ゼロ

近隣の研究機関等にワクチン職域
接種実施機会を拡大

活き活きと活躍できる快適な職場を目指す健康企
画「 fit motto project 」（職場でのストレッチ、ラジ
オ体操など）の実施

『 健康経営方針 』の制定

高い専門能力を有する多様な人材の確保

⺠間をはじめとする国内外の⼈材との交流による提案力の強化
技術の継続的な維持を図るための⼈材基盤の強化（人材流動性）

科学・技術で新しい価値を提案できる組織
を目指し、人材マネジメント及び労働環境
の恒常的な改善を戦略的に推進

評定理由・根拠（補足1）

500



Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 8頁２．人事に関する事項

評定理由・根拠（補足２）

コロナ禍を契機に、これまでとは違った働き方が求められる一方、従来の人材育成の質を保ちつつ、職員がこれまで以上にパフォーマンス
良く仕事にチャレンジできるよう、テレワーク環境を含め、迅速に新たな働き方を提案・実施、加えて新たな制度を提案することで、従前
と変わらずに仕事をできる環境を提供した。また、一人一人の職員に寄り添い健康管理を行うことで、安心して働ける職場環境を提
供した。

・テレワーク及びスーパーフレックスの制度運用を開始し、新しい働き方ができる環境を職員に提供
・職員がチャレンジできる兼業制度：2021年度の兼業申請数は、329件（3/15現在）。
・クロスアポイントメントの充実：新たに3名の外部専門家受け⼊れ、新たに1 名のJAXA職員の派遣（27名受⼊、4名派遣）
・出向等を通した外部との交流（628名を受け⼊れ、44 名を派遣）
・安心して働ける職場環境：コロナ禍にも関わらず、職員を積極的にケアすることを所属長とも連携・協力しながら継続しており、
1か月以上のメンタル不調の休養数が2021年度は26件で増加せず維持。

補足２：一人一人が働きやすい職場と人材基盤の強化

得られたアウトプット：コロナ禍においてもチャレンジできる環境の構築

多種多様かつ高度な
専門性を有する人材
確保・育成を通して、
JAXA内での成果創出
に貢献及び宇宙航空
業界全体の基盤強化
・市場の拡大に貢献

期待されるアウトカム

宇宙航空業界全体にお
ける人材確保・育成のた
めに、関係機関・大学・民
間企業等との連携を実施

他機関との連携

・社会への価値提案型組織を目指した、優秀かつ多様な人材の確保・育成・活躍の実現
・民間をはじめとする国内外の人材との交流による提案力の強化、技術の継続的な維持を図るための人材基盤の強化（人材流動性）

・コロナ禍を契機とした新しい働き方の実現性と一人一人の職員に寄り添った対応、職場環境を構築

施策の背景（求められている実現すべき課題）

・新たに提案した新しい働き方と職員が多様な経験機会を得ることで、ニーズの多様化に対応した技術力・提案力及びチャ
レンジ精神がさらに強化され、JAXA事業に対して職員の意識向上に貢献した。
・コロナへの対応を含め5-8割のテレワークを実現させ、メンタル不調者を増加させることなく、安心して働ける職場環境を維
持した。
・クロスアポイントメントや出向などを通し、新たなビジネスを創出している民間事業者等との相互の人材交流及び宇宙航
空業界全体での人材基盤の強化を実現した。

得られたアウトカム：
新しい働き方のもと職員の意識変革と業界全体の人材基盤強化
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 9頁２．人事に関する事項

職員

職場（部門・部）

職員

職場（部門・部）

職員

職場（部門・部）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

職員

職場（部門・部）

３月

▶ストレスチェック回答率：88.0%（過去最高）。

▶心身のストレス反応として、「活気」は微増、「抑うつ感」は微減（健康経営評価指標）。
全体的に職場状況はやや改善している。

▶職場環境改善を実施し、全所属長に結果説明を行った。
ほぼ全部署が改善計画を立案し、各職場で取り組んだ。
合わせて、高ストレス者以外の特定階層を抽出し、個別面談も実施した。

▶プレキャンペーンでは、「職場でストレッチ（ラジオ体操推奨）」を企画し、各職場で取り組んだ。
テレワーク環境下における職場活性につながった。

▶本開催では、592名（過去最多）の参加があった（68チーム555人、個人37人）。
チーム参加の平均歩数および個人参加の平均健康アクション得点は、昨年より増加した。
ラジオ体操に取り組んだチームは、昨年度の倍になった（43チーム）。

▶コロナ禍であっても、病気の早期発見・治療につなげるため、積極的に二次健診の受診勧奨を行った。

2021年度　fit motto project みんなの取り組み結果

イベント
2021年 2022年

取組結果
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 １１月 １２月 １月 ２月９月 １０月

JAXARUKU
 fit motto
キャンペーン

健康コラム

▶全役職員・パートナー向けに、毎月1回健康コラムを配信した（eラーニング形式）。
#1　「JAXAの健診結果をのぞいてみよう」
#2　「脂質異常症～あなたの血液ドロドロ？サラサラ？」
#3　「肥満～肥満は万病のもと！」
#4　「ウォーキングで生活習慣病予防！」 
#5　「高血圧～高血圧はサイレントキラー！」 
#6　「肝機能異常～肝臓は大事にしないといカンゾウ！」 
#7　「デジタル時代の目のケア」 
#8　「あなたの下痢や便秘は、過敏性症候群かもしれません！」 
#9　「頭痛のタネを明かしましょう」 
#10　「自粛痛にご注意を！～自粛生活による肩こり、腰痛を予防しましょう！」

定期健康診断

ストレスチェック

健康管理

6/14-7/2 実施

プレキャンペーン 6/7-7/4

常設版

定期健康診断は12月までに受診を！

本開催 10/18-11/14

健康システムで自分の健康

を振り返ってみましょう！

必ず健康診断

を受けましょ

う！

結果で、「要精密検査」「要医

療」の診断が出たら、速やかに

受診を！

受診後、事業所衛生担当者または安全・

健康課に「医療機関受診結果報告書」を

提出のこと。（産業医が就業判定します。）

職員が受診しやすい環境づくりをしましょう。

受診を促し、受診率100%を目指しましょう！

ストレスチェックを

受けましょう！

必ず結果を確認して、セルフケアに役立てましょう！

医師による面接指導や健康相談も活用しましょう。

適宜、常設版でセルフチェックしてみま

しょう。

職員が受検しやすい環境づくりをしましょう。

受検を促し、受検率100%を目指しましょう！

自部署の集団分析結果を確認し、職場の状況に合わせて活気を上げる

対策に取り組んでいきましょう！(良好事例や職場環境改善シートの活用）

JAXA全体で、BMIを正常化し、高脂血症を改善！

活気を上げて、抑うつ感を減らしていきましょう！

「生活習慣病」「自覚症状」をテーマにした、健康コラムを月1回配信していきます！

eラーニングMy学びSITEにアクセスして、健康について

学びの時間を持ちましょう！

積極的に受講を促していきましょう！

健康を振り返って、

健康アクションにチャレンジ！

チームで、個人で、みんなで参加して、

健康習慣習得！

職場全体で、15時ごろに5分程度の

ストレッチにチャレンジ！（ラジオ体操推奨）

期間後に、安全・健康課に取り組み結果を報告くださ

チーム参加を促して、職場に活気

を！

評定理由・根拠（補足3_1）
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検討

				検討 ケントウ						※　継続してお金が必要なもの、今年度だけお金が必要なもの ケイゾク カネ ヒツヨウ コンネンド カネ ヒツヨウ

						企画 キカク		実施時期 ジッシ ジキ		対応 タイオウ		費用の有無 ヒヨウ ウム

				NEW②		セルフケア研修の提供 ケンシュウ テイキョウ		2021/12予定 ヨテイ		NEW③の健康コラムと被らないように、メンタルヘルスに特化したテーマを提供する ケンコウ カブ テイキョウ		有
アスパクリエイト動画教材
５５,000円程度（見積り取得中） アリ ドウガ キョウザイ エン テイド ミツ シュトク チュウ

				NEW④		女性の健康支援キャンペーンの実施 ジョセイ ケンコウ シエン ジッシ		2021/3予定 ヨテイ		検討中
①角田安藤産業医と保健師による研修（各20分程度）
②リーフレット内作・周知
③外部セミナーの実施（小規模人数制） ケントウチュウ カクダ アンドウ サンギョウ イ ホケンシ ケンシュウ カク フン テイド ナイサク シュウチ ガイブ ジッシ ショウキボ ニンズウ セイ		検討中
①謝金33,372円程度（産業医1回分）
②無料
③30名、90分、200,000円 ケントウチュウ シャキン エン テイド サンギョウイ カイ ブン ムリョウ メイ フン エン

						JAXARUKU fit motto本番 ホンバン		2021/10予定 ヨテイ				有
景品（バッチ）
55,000円（すでに確保済） アリ ケイヒン エン カクホ ズ

				NEW⑦		職場の活気を上げる ショクバ カッキ ア		通年 ツウネン		検討中
①全職場に職場環境改善シートの導入、職場環境改善ヒント集の活用（保健師が解説スライドを作成）
②管理職向け職場環境改善のための研修実施 ケントウチュウ ゼン ショクバ ショクバ カンキョウ カイゼン ドウニュウ ショクバ カンキョウ カイゼン シュウ カツヨウ ホケンシ カイセツ サクセイ カンリ ショク ム ショクバ カンキョウ カイゼン ケンシュウ ジッシ		検討中
①無料
②川上先生or吉川先生謝金75,000円 ケントウチュウ ムリョウ カワカミ ヨシカワ センセイ ヨシカワ センセイ シャキン エン









						4000万円の予算あり⇒うち200～300万円ぐらいは使ってよいと考える？ マンエン ヨサン マンエン ツカ カンガ



						企画 キカク		会社名 カイシャメイ		内容 ナイヨウ		費用 ヒヨウ

						セルフケア研修（メンタルヘルス） ケンシュウ		アスパクリエイト		職場のメンタルヘルス対策シリーズ
「第1巻　セルフケア　全員編（35分）」
事例（ドラマ風）、リモートワーク含む

元気な職場をつくるメンタルヘルス6
第1巻「ストレス・コーピングによるセルフケア～ストレスに上手に対処する方法～」 ショクバ タイサク ダイ カン ゼンイン ヘン フン ジレイ フウ フク ゲンキ ショクバ ダイ カン ジョウズ タイショ ホウホウ		2400名、無期限
385,000円（1巻のみ購入の場合）
352,000円（2巻セットで購入の場合） メイ ムキゲン エン カン コウニュウ バアイ エン カン コウニュウ バアイ		★DVD視聴可能 シチョウ カノウ		【確認】人数によるので、決める カクニン ニンズウ キ		eラーニング

								アドバンテッジ		【オンライン研修】
「双方向型ストレスマネジメント研修（セルフケア）」30名、2時間、20万円
「講演型ストレスマネジメント研修（セルフケア）」100名、1時間、30万円

【eラーニング】
「ストレスのセルフマネジメント　ストレスの理解と対処法（30分）」
「こころとからだのセルフケア　マインドフルネス編（11分）」
「こころとからだのセルフケア　快眠編（80分）」 ケンシュウ ケンシュウ メイ ジカン マンエン コウエン ガタ ケンシュウ メイ ジカン マンエン リカイ タイショホウ フン ヘン フン カイミン ヘン フン		対象人数2400名の場合の概算金額
講演型オンライン研修　1時間30万（1回の参加人数100～150名）
1回の参加150名の場合、16回開催で全職員受講可能→480万円
イーラニング　2か月プラン　→250万円（1人あたり1,000円）		高額
やるならeラーニング コウガク

								保健同人社 ホケン ドウジンシャ		【オンライン研修】　ライブも録画も可能
「メンタルヘルス・セルフケア研修（６０分）」

【eラーニング】
「メンタルヘルスセルフケア（20分）」 ケンシュウ ケンシュウ フン フン		研修は、1500名、750,000円（目安）

eラーニングは、1500名、600,000円（目安） ケンシュウ メイ エン メヤス メイ エン メヤス		録画可能なのが良いが5日間限定、＋5万円 ロクガ カノウ ヨ ニチカン ゲンテイ マンエン

								大島先生 オオシマ センセイ		宇宙医学から学ぶセルフケア？ ウチュウ イガク マナ		1回分の謝金？ カイブン シャキン

						女性の健康支援キャンペーン ジョセイ ケンコウ シエン		保健同人社 ホケン ドウジンシャ		【オンライン研修】　ライブも録画も可能
「知っておきたい！働く女性のためのセルフケア（60 or 90分）」
「管理職が知っておきたい　働く女性の健康セミナー（60 or 90分）」

【eラーニング】
「働く女性のセルフケア（20分）」 ケンシュウ シ ハタラ ジョセイ フン カンリ ショク シ ハタラ ジョセイ ケンコウ ハタラ ジョセイ フン		研修は、60分：40名、15万円／９０分：30名、20万円

eラーニングは、不明 ケンシュウ フン メイ マンエン フン メイ マンエン フメイ		女性の健康を取り扱っている会社は、あまり多くない！
（アドバンはやってる？！） ジョセイ ケンコウ ト アツカ カイシャ オオ

								安藤先生 アンドウ センセイ		働く女性のセルフケア講演 ハタラ ジョセイ コウエン		1回分の謝金？3-4万円 カイブン シャキン マンエン

								オムロン		8/18打合せ済 ウチアワ スミ		https://www.healthcare.omron.co.jp/bijin/
（オムロン式美人）
講師料：10万円／回　500名まで コウシリョウ マンエン カイ メイ

								wiwic.inc

								パソナ		8/4打合せ済 ウチアワ スミ		産婦人科医の動画流す　or　内容オーダー サンフジンカ イ ドウガ ナガ ナイヨウ

								厚生労働省 コウセイ ロウドウショウ		ヘルスケアラボ		w-healｔh.jp		情報として紹介するのにGOOD ジョウホウ ショウカイ

						職場の活気を上げる ショクバ カッキ ア		アスパクリエイト		職場のメンタルヘルス対策シリーズ
「第3巻　管理職のためのラインケア（25分）」
1巻と内容が同じ事例（ドラマ風）、リモートワーク含む ショクバ タイサク カン カンリ ショク フン カン ナイヨウ オナ ジレイ フウ フク		2400名、無期限
385,000円（1巻のみ購入の場合）
352,000円（2巻セットで購入の場合） メイ ムキゲン エン カン コウニュウ バアイ エン カン コウニュウ バアイ		★DVD視聴可能 シチョウ カノウ

								アドバンテッジ		【オンライン研修】
「双方向型メンタルヘルスマネジメント研修（ラインケア基礎）」30名、3時間、30万円
「講演型メンタルヘルスマネジメント研修（ラインケア）」100名、1時間、30万円

【eラーニング】
「職場改善の進め方」 ケンシュウ キソ ケンシュウ ショクバ カイゼン スス カタ		対象人数2400名の場合の概算金額
講演型オンライン研修　1時間30万（1回の参加人数100～150名）
1回の参加150名の場合、16回開催で全職員受講可能→480万円
イーラニング　2か月プラン　→250万円（1人あたり1,000円）		「職場改善の進め方」内容詳細知りたい ショクバ カイゼン スス カタ ナイヨウ ショウサイ シ

								保健同人社 ホケン ドウジンシャ		【オンライン研修】ライブも録画も可能
「管理職のためのラインケア研修」

【eラーニング】
「メンタルヘルスラインケア」 ケンシュウ ロクガ カノウ カンリ ショク ケンシュウ		研修は、100名、400,000円（目安）

eラーニングは、500名まで、350,000円（目安） ケンシュウ メイ エン メヤス メイ エン メヤス

								川上先生or吉川先生 カワカミ センセイ ヨシカワ センセイ		ストレスチェック集団分析結果の見方解説と職場環境改善方法 シュウダン ブンセキ ケッカ ミカタ カイセツ ショクバ カンキョウ カイゼン ホウホウ		1回分の謝金 カイブン シャキン

						JAXARUKU fit motto
本番キャンペーン ホンバン				景品を増やす（オムロン活動量計、ストラップ、賞品（米））		上位入賞者とラッキー賞：バランスボール2,000円×100個　20万円
ある地点に到達した者：バッチ500個（100個で55,000円）　20万円？
特別賞（歩数だけ？健康アクションだけ？）： ジョウイ ニュウショウシャ ショウ エン コ マンエン チテン トウタツ モノ コ マンエン トクベツショウ ホスウ ケンコウ

										その他 タ		オムロン活動量計で、来年度アプリ導入につなげる カツドウリョウケイ ライネンド ドウニュウ

										アプリの導入 ドウニュウ		RenoBody（ウォーキングイベントサービス）　3,000名で40万円
Omron　打合せで聞いてみる メイ マンエン ウチアワ キ



										健康アプリ（ウォーキング、NTTデータお天気予報、女性の健康） ケンコウ ジョセイ ケンコウ

										ケアネット契約（動画視聴） ケイヤク ドウガ シチョウ

										アルバイト（健診フォロー・カルテ・パンフレット整理など） ケンシン セイリ

										面談室の環境整備 メンダン シツ カンキョウ セイビ

										セルフケア研修（メンタルヘルス） ケンシュウ		社内LAN研修×2本　60.5万円 シャナイ ケンシュウ ホン マンエン

										女性の健康支援キャンペーン ジョセイ ケンコウ シエン		研修　30万円 ケンシュウ マンエン

										基幹職研修 キカン ショク ケンシュウ		川上先生謝金　7.5万円

										JAXARUKU fit motto
本番キャンペーン ホンバン		ピンバッチ・バランスボール代（後日） ダイ ゴジツ

										ホームページリニューアル		100万円以下 マンエンイカ



http://invalid.uri

Sheet1

				2021年度　安全・健康課予算確保案件 ネンド アンゼン ケンコウカ ヨサンカクホ アンケン

				項目 コウモク		予算 ヨサン

				セルフケア研修（メンタルヘルス） ケンシュウ		社内LAN研修×2本　60.5万円 シャナイ ケンシュウ ホン マンエン

				基幹職研修 キカン ショク ケンシュウ		川上先生謝金　7.5万円

				女性の健康支援キャンペーン ジョセイ ケンコウ シエン		研修　0万円 ケンシュウ マンエン		➡大塚製薬で無料実施 オオツカセイヤク ムリョウ ジッシ

				JAXARUKU fit motto本番キャンペーン ホンバン		バランスボール・ピンバッチ代（後日） ダイ ゴジツ

				⇒68万円の予算確保をお願いしたい マンエン ヨサン カクホ ネガ





2022年度スケジュール（職員・職場版）



				2021年度　fit motto project みんなの取り組み結果 ト ク ケッカ



				イベント						2021年																																																																								2022年																								取組結果 トリクミケッカ

										４月 ガツ								５月 ガツ								６月								７月								８月								９月								１０月								１１月								１２月								１月								２月								３月

				健康管理 ケンコウ カンリ		定期健康診断 テイキ ケンコウ シンダン																																																																																																				▶コロナ禍であっても、病気の早期発見・治療につなげるため、積極的に二次健診の受診勧奨を行った。 カ ビョウキ ソウキハッケン チリョウ セッキョクテキ ニジ ケンシン ジュシン カンショウ オコナ

								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						ストレスチェック																																																																																																				▶ストレスチェック回答率：88.0%（過去最高）。
▶心身のストレス反応として、「活気」は微増、「抑うつ感」は微減（健康経営評価指標）。
　　全体的に職場状況はやや改善している。
▶職場環境改善を実施し、全所属長に結果説明を行った。
　　ほぼ全部署が改善計画を立案し、各職場で取り組んだ。
　　合わせて、高ストレス者以外の特定階層を抽出し、個別面談も実施した。 オコナ ゼン ブショ カクショクバ ト ク コウ シャ イガイ チュウシュツ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						JAXARUKU
 fit motto
キャンペーン																																																																																																				▶プレキャンペーンでは、「職場でストレッチ（ラジオ体操推奨）」を企画し、各職場で取り組んだ。
　　テレワーク環境下における職場活性につながった。
▶本開催では、592名（過去最多）の参加があった（68チーム555人、個人37人）。
　　チーム参加の平均歩数および個人参加の平均健康アクション得点は、昨年より増加した。
　　ラジオ体操に取り組んだチームは、昨年度の倍になった（43チーム）。 タイソウ スイショウ キカク カクショクバ ト ク カンキョウカ ショクバカッセイ サンカ サンカ ヘイキンホスウ コジンサンカ ヘイキンケンコウ トクテン サクネン ゾウカ サクネンド バイ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						健康コラム ケンコウ								●								●								●								●								●								●								●								●								●								●								●								●				▶全役職員・パートナー向けに、毎月1回健康コラムを配信した（eラーニング形式）。
　　#1　「JAXAの健診結果をのぞいてみよう」
　　#2　「脂質異常症～あなたの血液ドロドロ？サラサラ？」
　　#3　「肥満～肥満は万病のもと！」
　　#4　「ウォーキングで生活習慣病予防！」 
　　#5　「高血圧～高血圧はサイレントキラー！」 
　　#6　「肝機能異常～肝臓は大事にしないといカンゾウ！」 
　　#7　「デジタル時代の目のケア」 
　　#8　「あなたの下痢や便秘は、過敏性症候群かもしれません！」 
　　#9　「頭痛のタネを明かしましょう」 
　　#10　「自粛痛にご注意を！～自粛生活による肩こり、腰痛を予防しましょう！」 ゼンヤクショクイン ム マイツキ カイ ケンコウ ハイシン ケイシキ ジシュクツウ チュウイ ジシュクセイカツ カタ ヨウツウ ヨボウ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

				健康管理		女性の健康支援
キャンペーン ジョセイ ケンコウシエン																																																																																												●								▶女性の健康週間に合わせて、女性の健康情報の発信を行った。
▶全役職員・パートナー（女性職員のみならず男性職員も対象）に、
　　「女性の健康サポート講座～女性特有の身体リズムを理解し、健康維持・増進へ～」を開催した。
　　質疑応答も盛況で、ヘルスリテラシーの向上につながった。 ゼンヤクショクイン ジョセイ ショクイン ダンセイショクイン タイショウ カイサイ シツギオウトウ セイキョウ コウジョウ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						その他
キャンペーン タ																		●		●				●																																●						●																																						▶禁煙、熱中症、感染症、がん対策については、最新の健康情報を発信し、注意喚起を行いながら、
　　健康相談窓口の周知をした。

▶新型コロナ対策は、感染流行当初に定めた「Withコロナ JAXAでの新しい健康マナー12のポイント」
　　を周知・徹底するとともに、「新型コロナウイルス感染防止対策マニュアル」に則り、職場の感染拡大防止に務めた。
　　また、2021年9月と10月に職域接種を行った。職員・パートナーとその家族のみならず、近隣の研究機関等の
　　職員・家族も対象とした。

▶「こころの健康キャンペーン」では、年度末の繁忙時期となる3月を「こころの健康強化月間」として、
　　「ひとりで、みんなでできること」を6事項提案し、各職場・個人において、アレンジしながら取り組みを実施した。 キンエン ネッチュウショウ カンセンショウ タイサク サイシン ケンコウジョウホウ ハッシン チュウイカンキ オコナ ケンコウ ソウダンマドグチ シュウチ シンガタ タイサク カンセンリュウコウ トウショ サダ シュウチ テッテイ ノット ショクバ カンセンカクダイ ツト ネン ガツ ガツ ショクイキセッシュ オコナ ショクイン カゾク キンリン ケンキュウキカントウ ショクイン カゾク タイショウ サクセイ ケンコウ ネンドマツ ハンボウジキ ガツ ゲツ ケンコウ ジコウ コ テイアン カクショクバ ジッシ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						健康相談
（長時間労働面談、
復職支援委員会
含む） ケンコウ ソウダン チョウジカンロウドウメンダン フクショクシエン イインカイ フク																																																																																																				▶健康相談は、昨年度と同程度対応した。新型コロナ感染症の影響で、身体的な相談件数が多かった。 ケンコウ サクネンド ドウテイド タイオウ シンガタ カンセンショウ エイキョウ シンタイテキ ソウダン ケンスウ オオ

								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

				衛生教育 エイセイ キョウイク		各種研修 カクシュケンシュウ				●								●																																																●								●																●																▶新人／経験者採用研修「健康管理について」を実施し、セルフケアや相談窓口、ストレスマネジメントを学ぶ機会とした。

▶新任主幹級研修は、「メンタルヘルスケアにおける基幹職の役割」をテーマとして、個人と組織のパフォーマンス
　　最大化を図るため、基幹職の役割と責任について学ぶ機会を設けた。

▶セルフケア研修は、全職員向けに「ストレス・コーピング（ストレス対処）によるセルフケア」のeラーニングを行った。
　　また、基幹職研修は、『「新しい働き方」の中でのメンタルヘルスマネジメント：理論と事例から学ぶ部下への対応』
　　を実施した。いずれの研修も、有用性・理解度が高かった。 タカ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ																																																																										　

																																																																																																										人事部安全・健康課 ジンジ ブ アンゼン ケンコウ カ



































































健連茨 保健師協議会


6/14-7/2 実施

セルフケア研修

プレキャンペーン　6/7-7/4

常設版

定期健康診断は12月までに受診を！

本開催 10/18-11/14

健康システムで自分の健康
を振り返ってみましょう！

必ず健康診断を受けましょう！

結果で、「要精密検査」「要医療」の診断が出たら、速やかに受診を！

受診後、事業所衛生担当者または安全・健康課に「医療機関受診結果報告書」を提出のこと。（産業医が就業判定します。）

職員が受診しやすい環境づくりをしましょう。
受診を促し、受診率100%を目指しましょう！

ストレスチェックを
受けましょう！

必ず結果を確認して、セルフケアに役立てましょう！
医師による面接指導や健康相談も活用しましょう。

適宜、常設版でセルフチェックしてみましょう。

職員が受検しやすい環境づくりをしましょう。
受検を促し、受検率100%を目指しましょう！

自部署の集団分析結果を確認し、職場の状況に合わせて活気を上げる対策に取り組んでいきましょう！(良好事例や職場環境改善シートの活用）

がん対策キャンペーン①

3/9 女性の健康サポート講座

熱中症

がん対策キャンペーン②

感染症

新型コロナ対策（年間通して）

禁煙週間には、禁煙タイム（10-12時、15-17時）にご協力ください。少しでも禁煙に関心を持ったら、安全・健康課にご相談を！
安全・健康課から配信される、熱中症・感染症・がん対策等に関する情報を有効活用しましょう！
「Withコロナ　JAXAでの新しい健康マナー 12のポイント」を守って、引き続き、新型コロナ対策に努めましょう！

新人研修

新任主幹級研修

各種研修を活用して、セルフケアに取り組んでいきましょう！

職員が各種研修を受けやすい環境づくりをしましょう。
セルフケア研修・基幹職研修については、受講率100％を目指しましょう！

随時、ご相談を受けています！

体調に不調を感じたら、早めに、安全・健康課までご相談ください。

職員の不調に気付き、傾聴して、安全・健康課につなぎ、
活気ある職場づくりに取り組んでいきましょう！

基幹職研修

5/31世界禁煙デー、5/31-6/6禁煙週間

随時、禁煙相談実施

女性の健康週間　3/1-3/8

講座を通して、女性自身はもちろんのこと、男性の皆さまも女性の身体について理解を深めていきましょう。
日常の心身の変化で気になることがあれば、お気軽に安全・健康課にご相談ください。

「生活習慣病」「自覚症状」をテーマにした、健康コラムを月1回配信していきます！

eラーニングMy学びSITEにアクセスして、健康について
学びの時間を持ちましょう！

積極的に受講を促していきましょう！

3/1-31 こころの健康づくりキャンペーン

健康を振り返って、
健康アクションにチャレンジ！

チームで、個人で、みんなで参加して、
健康習慣習得！

職場全体で、15時ごろに5分程度の
ストレッチにチャレンジ！（ラジオ体操推奨）
期間後に、安全・健康課に取り組み結果を報告ください。

チーム参加を促して、職場に活気を！

経験者採用研修
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2022年度スケジュール（安全・健康課版）



				2022年度　fit motto project　年間スケジュール（安全・健康課版） ネンカン アンゼン ケンコウカ バン

																																																																																																										人事部安全・健康課 ジンジ ブ アンゼン ケンコウ カ

				イベント						2022年																																																																								2023年																								備考 ビコウ

										４月 ガツ								５月 ガツ								６月								７月								８月								９月								１０月								１１月								１２月								１月								２月								３月

				健康管理 ケンコウ カンリ		定期健康診断 テイキ ケンコウ シンダン																																																																																																				▶健診システム入口
https://www.healthdatabank.ne.jp/member/

▶医療機関受診結果報告書
https://www.in-jaxa/fw/dfw/iwlx/nlweb/kenkou/youshiki.html ケンシン イリグチ イリョウ キカン ジュシン ケッカ ホウコクショ





						ストレスチェック																																																																																																				▶活気を上げる対策例
：月に1回以上は部内で顔を合わせた（カメラON）コミュニケーション
業務外のことも話す機会を作るなど・・・

留意点：普段から良好な関係を築き、適切な距離感で接する（過干渉にならないように） カッキ ア タイサク レイ





						健康増進キャンペーン
（JAXARUKU fit motto） ケンコウ ゾウシン





						禁煙キャンペーン キンエン																		●																																																																																		▶科学技術健康保険組合の
　　禁煙サポート
http://www.kagakukenpo.or.jp/member/health/nosmoking01_a.html カガク ギジュツ ケンコウ ホケン クミアイ キンエン





						その他キャンペーン タ

																										●				●																																●												●																								●





				労働衛生教育 ロウドウ エイセイ キョウイク		衛生講習会
メンタルヘルス研修 エイセイ コウシュウカイ ケンシュウ				●										●																																														●								●



																																																																																		　







●職場環境改善第2弾企画「職場に結果フィードバック、改善計画立案、取り組み」実施中
●職場環境改善第3弾企画「基幹職研修」2/4実施予定
●特定階層の抽出⇒面談実施中
●職場で活気を上げる取り組み支援

●3月：女性の健康支援キャンペーン企画（3/9）
●月1回：健康コラム発信

健連茨 保健師協議会


6/14-7/2実施

セルフケア研修

Preチャレンジ　6/7-7/2

8月　（大澤さん依頼）
●業連発出「健康診断の事後措置について」
①二次健診の受診勧奨および受診報告書の提出について、職員への周知
②産業医による確実な就業判定の実施就業判定
●ポータルお知らせ「二次健診の受診勧奨」

常設版

キャンペーン 10/18-11/12

5/31世界禁煙デー、5/31-6/6禁煙週間

随時、禁煙相談受けています！

がん対策キャンペーン①

女性の健康支援キャンペーン

熱中症

がん対策キャンペーン②

感染症

新人研修

経験者採用研修

新任主幹級研修

健康コラムの発信（月1回）

☺職員は、自分の健康課題に
「気づき」「学び」「行動」して、より健康に！

☺職場は、職員の不調に気付き、傾聴して、安全・健康課につなぎ、活気ある職場づくりに取り組んでいきましょう！

9月以降　（保健師増員で対応したいところ）
●健診システムを使った産業医就業判定（人間ドックは紙面判定）
●二次健診受診勧奨、健康相談・保健指導

6月
●JAXARUKU fit motto
 プレチャレンジで
健診システム活用周知

7月
●高ストレス者面談実施

9月以降順次
●集団分析結果について、理事会議（10/12）・経営企画会議（10/14）・衛生委員会報告（10月）
●職場環境改善第1弾企画「部門長に結果フィードバック」11/8までに実施済み

6月
●経営企画会議（6/10開始前周知、6/24中間回答率周知）

5月
●衛生委員会周知

12月
●理事会議（12/21）報告
●経営企画会議（12/23）報告
●開催結果報告

8-9月
企画内容要検討

7月
●事例集募集
●所属長取り組みアンケートforms
●集計・報告

5月
●業連
●世界禁煙デー、禁煙週間（ポータル周知　5/31）

12月
●セルフケア研修企画「ストレス・コーピング」実施中
（12/13-2/28）

●熱中症キャンペーン（ポータル周知　6/10）
●がん対策①情報提供（ポータル周知　6/16）
●がん対策②情報提供（ポータル周知　10/14）
●感染症情報提供（ポータル周知　11/17）

5/28
●ポータルお知らせ（①健康経営方針の制定および健康プロジェクトfit motto projectについて②JAXARUKU fit motto について）
①の添付：fit motto project／年間スケジュール
●ALL-JAXAメール（上記①と②あわせて）
●衛生担当者宛に健康経営方針のポスター送付

≪実施時期（予定）≫　※定期健康診断は12月までに受診を！

筑波：7月　東京：7～9月　調布：8月　相模原：6・7月　角田：9～10月　種子島：6月

新型コロナ対策（年間通して）

NEW③

NEW④

NEW②

NEW⑤

NEW⑥

NEW⑦

NEW①

●適宜：新型コロナ初動要領／マニュアル改訂・ポータルお知らせ・健康相談

#1　6/22～「JAXAの健診結果をのぞいてみよう」
#2　7/19～「脂質異常症～あなたの血液ドロドロ？サラサラ？」（179人視聴） 
#3　8 /23～「肥満～肥満は万病のもと！」（151人視聴） 
#4　9 /27～「ウォーキングで生活習慣病予防！」（110人視聴） 
#5　10/25～「高血圧～高血圧はサイレントキラー！」（128人視聴） 
#6　11/30～「肝機能異常～肝臓は大事にしないといカンゾウ！」（配信中） 
#7　12/27～「デジタル時代の目のケア」 
#8　1/17～「あなたの下痢や便秘は、過敏性症候群かもしれません！」 
#9　2月下旬　「頭痛～」 
#10　3月下旬　「整形外科疾患～」 

ありがとうキャンペーン

NEW⑧
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 10頁２．人事に関する事項

●

職員

職場（部門・部）

●

● ● ● ●

職員

職場（部門・部）

職員

職場（部門・部）

● ● ● ● ●

職員

職場（部門・部）

人事部安全・健康課

衛生教育 各種研修

▶新人／経験者採用研修「健康管理について」を実施し、セルフケアや相談窓口、ストレスマネジメントを学ぶ機会とし
た。

▶新任主幹級研修は、「メンタルヘルスケアにおける基幹職の役割」をテーマとして、個人と組織のパフォーマンス
最大化を図るため、基幹職の役割と責任について学ぶ機会を設けた。

▶セルフケア研修は、全職員向けに「ストレス・コーピング（ストレス対処）によるセルフケア」のeラーニングを行った。
また、基幹職研修は、『「新しい働き方」の中でのメンタルヘルスマネジメント：理論と事例から学ぶ部下への対応』
を実施した。いずれの研修も、有用性・理解度が高かった。

健康管理

女性の健康支援
キャンペーン

▶女性の健康週間に合わせて、女性の健康情報の発信を行った。

▶全役職員・パートナー（女性職員のみならず男性職員も対象）に、
「女性の健康サポート講座～女性特有の身体リズムを理解し、健康維持・増進へ～」を開催した。
質疑応答も盛況で、ヘルスリテラシーの向上につながった。

その他
キャンペーン

▶禁煙、熱中症、感染症、がん対策については、最新の健康情報を発信し、注意喚起を行いながら、
健康相談窓口の周知をした。

▶新型コロナ対策は、感染流行当初に定めた「Withコロナ JAXAでの新しい健康マナー12のポイント」
を周知・徹底するとともに、「新型コロナウイルス感染防止対策マニュアル」に則り、職場の感染拡大防止に務めた。
また、2021年9月と10月に職域接種を行った。職員・パートナーとその家族のみならず、近隣の研究機関等の
職員・家族も対象とした。

▶「こころの健康キャンペーン」では、年度末の繁忙時期となる3月を「こころの健康強化月間」として、
「ひとりで、みんなでできること」を6事項提案し、各職場・個人において、アレンジしながら取り組みを実施した。

健康相談
（長時間労働面談、

復職支援委員会
含む）

▶健康相談は、昨年度と同程度対応した。新型コロナ感染症の影響で、身体的な相談件数が多かった。

３月９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月
イベント

2021年 2022年
取組結果

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

6/14-7/2 実施

セルフケア研修

プレキャンペーン 6/7-7/4 常設版本開催 10/18-11/14

がん対策キャンペーン①

3/9 女性の健康サポート講座

熱中症 がん対策キャンペーン② 感染症 新型コロナ対策（年間通して）

禁煙週間には、禁煙タイム（10-12時、15-17時）にご協力ください。少しでも禁煙に関心を持ったら、安全・健康課にご相談を！

安全・健康課から配信される、熱中症・感染症・がん対策等に関する情報を有効活用しましょう！

「Withコロナ JAXAでの新しい健康マナー 12のポイント」を守って、引き続き、新型コロナ対策に努めましょう！

新人研修 新任主幹級研修

各種研修を活用して、セルフケアに取り組んでいきましょう！

職員が各種研修を受けやすい環境づくりをしましょう。

セルフケア研修・基幹職研修については、受講率100％を目指しましょう！

随時、ご相談を受けています！

体調に不調を感じたら、早めに、安全・健康課までご相談ください。

職員の不調に気付き、傾聴して、安全・健康課につなぎ、

活気ある職場づくりに取り組んでいきましょう！

基幹職研修

5/31世界禁煙デー、5/31-6/6禁煙週間
随時、禁煙相談実施

女性の健康週間 3/1-3/8

講座を通して、女性自身はもちろんのこと、男性の皆さまも女性の身体について理解を深めていき

ましょう。

日常の心身の変化で気になることがあれば、お気軽に安全・健康課にご相談ください。

「生活習慣病」「自覚症状」をテーマにした、健康コラムを月1回配信していきます！

3/1-31 こころの健康づくりキャンペーン

経験者採用研修

評定理由・根拠（補足3_2）

503


検討

				検討 ケントウ						※　継続してお金が必要なもの、今年度だけお金が必要なもの ケイゾク カネ ヒツヨウ コンネンド カネ ヒツヨウ

						企画 キカク		実施時期 ジッシ ジキ		対応 タイオウ		費用の有無 ヒヨウ ウム

				NEW②		セルフケア研修の提供 ケンシュウ テイキョウ		2021/12予定 ヨテイ		NEW③の健康コラムと被らないように、メンタルヘルスに特化したテーマを提供する ケンコウ カブ テイキョウ		有
アスパクリエイト動画教材
５５,000円程度（見積り取得中） アリ ドウガ キョウザイ エン テイド ミツ シュトク チュウ

				NEW④		女性の健康支援キャンペーンの実施 ジョセイ ケンコウ シエン ジッシ		2021/3予定 ヨテイ		検討中
①角田安藤産業医と保健師による研修（各20分程度）
②リーフレット内作・周知
③外部セミナーの実施（小規模人数制） ケントウチュウ カクダ アンドウ サンギョウ イ ホケンシ ケンシュウ カク フン テイド ナイサク シュウチ ガイブ ジッシ ショウキボ ニンズウ セイ		検討中
①謝金33,372円程度（産業医1回分）
②無料
③30名、90分、200,000円 ケントウチュウ シャキン エン テイド サンギョウイ カイ ブン ムリョウ メイ フン エン

						JAXARUKU fit motto本番 ホンバン		2021/10予定 ヨテイ				有
景品（バッチ）
55,000円（すでに確保済） アリ ケイヒン エン カクホ ズ

				NEW⑦		職場の活気を上げる ショクバ カッキ ア		通年 ツウネン		検討中
①全職場に職場環境改善シートの導入、職場環境改善ヒント集の活用（保健師が解説スライドを作成）
②管理職向け職場環境改善のための研修実施 ケントウチュウ ゼン ショクバ ショクバ カンキョウ カイゼン ドウニュウ ショクバ カンキョウ カイゼン シュウ カツヨウ ホケンシ カイセツ サクセイ カンリ ショク ム ショクバ カンキョウ カイゼン ケンシュウ ジッシ		検討中
①無料
②川上先生or吉川先生謝金75,000円 ケントウチュウ ムリョウ カワカミ ヨシカワ センセイ ヨシカワ センセイ シャキン エン









						4000万円の予算あり⇒うち200～300万円ぐらいは使ってよいと考える？ マンエン ヨサン マンエン ツカ カンガ



						企画 キカク		会社名 カイシャメイ		内容 ナイヨウ		費用 ヒヨウ

						セルフケア研修（メンタルヘルス） ケンシュウ		アスパクリエイト		職場のメンタルヘルス対策シリーズ
「第1巻　セルフケア　全員編（35分）」
事例（ドラマ風）、リモートワーク含む

元気な職場をつくるメンタルヘルス6
第1巻「ストレス・コーピングによるセルフケア～ストレスに上手に対処する方法～」 ショクバ タイサク ダイ カン ゼンイン ヘン フン ジレイ フウ フク ゲンキ ショクバ ダイ カン ジョウズ タイショ ホウホウ		2400名、無期限
385,000円（1巻のみ購入の場合）
352,000円（2巻セットで購入の場合） メイ ムキゲン エン カン コウニュウ バアイ エン カン コウニュウ バアイ		★DVD視聴可能 シチョウ カノウ		【確認】人数によるので、決める カクニン ニンズウ キ		eラーニング

								アドバンテッジ		【オンライン研修】
「双方向型ストレスマネジメント研修（セルフケア）」30名、2時間、20万円
「講演型ストレスマネジメント研修（セルフケア）」100名、1時間、30万円

【eラーニング】
「ストレスのセルフマネジメント　ストレスの理解と対処法（30分）」
「こころとからだのセルフケア　マインドフルネス編（11分）」
「こころとからだのセルフケア　快眠編（80分）」 ケンシュウ ケンシュウ メイ ジカン マンエン コウエン ガタ ケンシュウ メイ ジカン マンエン リカイ タイショホウ フン ヘン フン カイミン ヘン フン		対象人数2400名の場合の概算金額
講演型オンライン研修　1時間30万（1回の参加人数100～150名）
1回の参加150名の場合、16回開催で全職員受講可能→480万円
イーラニング　2か月プラン　→250万円（1人あたり1,000円）		高額
やるならeラーニング コウガク

								保健同人社 ホケン ドウジンシャ		【オンライン研修】　ライブも録画も可能
「メンタルヘルス・セルフケア研修（６０分）」

【eラーニング】
「メンタルヘルスセルフケア（20分）」 ケンシュウ ケンシュウ フン フン		研修は、1500名、750,000円（目安）

eラーニングは、1500名、600,000円（目安） ケンシュウ メイ エン メヤス メイ エン メヤス		録画可能なのが良いが5日間限定、＋5万円 ロクガ カノウ ヨ ニチカン ゲンテイ マンエン

								大島先生 オオシマ センセイ		宇宙医学から学ぶセルフケア？ ウチュウ イガク マナ		1回分の謝金？ カイブン シャキン

						女性の健康支援キャンペーン ジョセイ ケンコウ シエン		保健同人社 ホケン ドウジンシャ		【オンライン研修】　ライブも録画も可能
「知っておきたい！働く女性のためのセルフケア（60 or 90分）」
「管理職が知っておきたい　働く女性の健康セミナー（60 or 90分）」

【eラーニング】
「働く女性のセルフケア（20分）」 ケンシュウ シ ハタラ ジョセイ フン カンリ ショク シ ハタラ ジョセイ ケンコウ ハタラ ジョセイ フン		研修は、60分：40名、15万円／９０分：30名、20万円

eラーニングは、不明 ケンシュウ フン メイ マンエン フン メイ マンエン フメイ		女性の健康を取り扱っている会社は、あまり多くない！
（アドバンはやってる？！） ジョセイ ケンコウ ト アツカ カイシャ オオ

								安藤先生 アンドウ センセイ		働く女性のセルフケア講演 ハタラ ジョセイ コウエン		1回分の謝金？3-4万円 カイブン シャキン マンエン

								オムロン		8/18打合せ済 ウチアワ スミ		https://www.healthcare.omron.co.jp/bijin/
（オムロン式美人）
講師料：10万円／回　500名まで コウシリョウ マンエン カイ メイ

								wiwic.inc

								パソナ		8/4打合せ済 ウチアワ スミ		産婦人科医の動画流す　or　内容オーダー サンフジンカ イ ドウガ ナガ ナイヨウ

								厚生労働省 コウセイ ロウドウショウ		ヘルスケアラボ		w-healｔh.jp		情報として紹介するのにGOOD ジョウホウ ショウカイ

						職場の活気を上げる ショクバ カッキ ア		アスパクリエイト		職場のメンタルヘルス対策シリーズ
「第3巻　管理職のためのラインケア（25分）」
1巻と内容が同じ事例（ドラマ風）、リモートワーク含む ショクバ タイサク カン カンリ ショク フン カン ナイヨウ オナ ジレイ フウ フク		2400名、無期限
385,000円（1巻のみ購入の場合）
352,000円（2巻セットで購入の場合） メイ ムキゲン エン カン コウニュウ バアイ エン カン コウニュウ バアイ		★DVD視聴可能 シチョウ カノウ

								アドバンテッジ		【オンライン研修】
「双方向型メンタルヘルスマネジメント研修（ラインケア基礎）」30名、3時間、30万円
「講演型メンタルヘルスマネジメント研修（ラインケア）」100名、1時間、30万円

【eラーニング】
「職場改善の進め方」 ケンシュウ キソ ケンシュウ ショクバ カイゼン スス カタ		対象人数2400名の場合の概算金額
講演型オンライン研修　1時間30万（1回の参加人数100～150名）
1回の参加150名の場合、16回開催で全職員受講可能→480万円
イーラニング　2か月プラン　→250万円（1人あたり1,000円）		「職場改善の進め方」内容詳細知りたい ショクバ カイゼン スス カタ ナイヨウ ショウサイ シ

								保健同人社 ホケン ドウジンシャ		【オンライン研修】ライブも録画も可能
「管理職のためのラインケア研修」

【eラーニング】
「メンタルヘルスラインケア」 ケンシュウ ロクガ カノウ カンリ ショク ケンシュウ		研修は、100名、400,000円（目安）

eラーニングは、500名まで、350,000円（目安） ケンシュウ メイ エン メヤス メイ エン メヤス

								川上先生or吉川先生 カワカミ センセイ ヨシカワ センセイ		ストレスチェック集団分析結果の見方解説と職場環境改善方法 シュウダン ブンセキ ケッカ ミカタ カイセツ ショクバ カンキョウ カイゼン ホウホウ		1回分の謝金 カイブン シャキン

						JAXARUKU fit motto
本番キャンペーン ホンバン				景品を増やす（オムロン活動量計、ストラップ、賞品（米））		上位入賞者とラッキー賞：バランスボール2,000円×100個　20万円
ある地点に到達した者：バッチ500個（100個で55,000円）　20万円？
特別賞（歩数だけ？健康アクションだけ？）： ジョウイ ニュウショウシャ ショウ エン コ マンエン チテン トウタツ モノ コ マンエン トクベツショウ ホスウ ケンコウ

										その他 タ		オムロン活動量計で、来年度アプリ導入につなげる カツドウリョウケイ ライネンド ドウニュウ

										アプリの導入 ドウニュウ		RenoBody（ウォーキングイベントサービス）　3,000名で40万円
Omron　打合せで聞いてみる メイ マンエン ウチアワ キ



										健康アプリ（ウォーキング、NTTデータお天気予報、女性の健康） ケンコウ ジョセイ ケンコウ

										ケアネット契約（動画視聴） ケイヤク ドウガ シチョウ

										アルバイト（健診フォロー・カルテ・パンフレット整理など） ケンシン セイリ

										面談室の環境整備 メンダン シツ カンキョウ セイビ

										セルフケア研修（メンタルヘルス） ケンシュウ		社内LAN研修×2本　60.5万円 シャナイ ケンシュウ ホン マンエン

										女性の健康支援キャンペーン ジョセイ ケンコウ シエン		研修　30万円 ケンシュウ マンエン

										基幹職研修 キカン ショク ケンシュウ		川上先生謝金　7.5万円

										JAXARUKU fit motto
本番キャンペーン ホンバン		ピンバッチ・バランスボール代（後日） ダイ ゴジツ

										ホームページリニューアル		100万円以下 マンエンイカ



http://invalid.uri

Sheet1

				2021年度　安全・健康課予算確保案件 ネンド アンゼン ケンコウカ ヨサンカクホ アンケン

				項目 コウモク		予算 ヨサン

				セルフケア研修（メンタルヘルス） ケンシュウ		社内LAN研修×2本　60.5万円 シャナイ ケンシュウ ホン マンエン

				基幹職研修 キカン ショク ケンシュウ		川上先生謝金　7.5万円

				女性の健康支援キャンペーン ジョセイ ケンコウ シエン		研修　0万円 ケンシュウ マンエン		➡大塚製薬で無料実施 オオツカセイヤク ムリョウ ジッシ

				JAXARUKU fit motto本番キャンペーン ホンバン		バランスボール・ピンバッチ代（後日） ダイ ゴジツ

				⇒68万円の予算確保をお願いしたい マンエン ヨサン カクホ ネガ





2022年度スケジュール（職員・職場版）



				2021年度　fit motto project みんなの取り組み結果 ト ク ケッカ



				イベント						2021年																																																																								2022年																								取組結果 トリクミケッカ

										４月 ガツ								５月 ガツ								６月								７月								８月								９月								１０月								１１月								１２月								１月								２月								３月

				健康管理 ケンコウ カンリ		定期健康診断 テイキ ケンコウ シンダン																																																																																																				▶コロナ禍であっても、病気の早期発見・治療につなげるため、積極的に二次健診の受診勧奨を行った。 カ ビョウキ ソウキハッケン チリョウ セッキョクテキ ニジ ケンシン ジュシン カンショウ オコナ

								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						ストレスチェック																																																																																																				▶ストレスチェック回答率：88.0%（過去最高）。
▶心身のストレス反応として、「活気」は微増、「抑うつ感」は微減（健康経営評価指標）。
　　全体的に職場状況はやや改善している。
▶職場環境改善を実施し、全所属長に結果説明を行った。
　　ほぼ全部署が改善計画を立案し、各職場で取り組んだ。
　　合わせて、高ストレス者以外の特定階層を抽出し、個別面談も実施した。 オコナ ゼン ブショ カクショクバ ト ク コウ シャ イガイ チュウシュツ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						JAXARUKU
 fit motto
キャンペーン																																																																																																				▶プレキャンペーンでは、「職場でストレッチ（ラジオ体操推奨）」を企画し、各職場で取り組んだ。
　　テレワーク環境下における職場活性につながった。
▶本開催では、592名（過去最多）の参加があった（68チーム555人、個人37人）。
　　チーム参加の平均歩数および個人参加の平均健康アクション得点は、昨年より増加した。
　　ラジオ体操に取り組んだチームは、昨年度の倍になった（43チーム）。 タイソウ スイショウ キカク カクショクバ ト ク カンキョウカ ショクバカッセイ サンカ サンカ ヘイキンホスウ コジンサンカ ヘイキンケンコウ トクテン サクネン ゾウカ サクネンド バイ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						健康コラム ケンコウ								●								●								●								●								●								●								●								●								●								●								●								●				▶全役職員・パートナー向けに、毎月1回健康コラムを配信した（eラーニング形式）。
　　#1　「JAXAの健診結果をのぞいてみよう」
　　#2　「脂質異常症～あなたの血液ドロドロ？サラサラ？」
　　#3　「肥満～肥満は万病のもと！」
　　#4　「ウォーキングで生活習慣病予防！」 
　　#5　「高血圧～高血圧はサイレントキラー！」 
　　#6　「肝機能異常～肝臓は大事にしないといカンゾウ！」 
　　#7　「デジタル時代の目のケア」 
　　#8　「あなたの下痢や便秘は、過敏性症候群かもしれません！」 
　　#9　「頭痛のタネを明かしましょう」 
　　#10　「自粛痛にご注意を！～自粛生活による肩こり、腰痛を予防しましょう！」 ゼンヤクショクイン ム マイツキ カイ ケンコウ ハイシン ケイシキ ジシュクツウ チュウイ ジシュクセイカツ カタ ヨウツウ ヨボウ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

				健康管理		女性の健康支援
キャンペーン ジョセイ ケンコウシエン																																																																																												●								▶女性の健康週間に合わせて、女性の健康情報の発信を行った。
▶全役職員・パートナー（女性職員のみならず男性職員も対象）に、
　　「女性の健康サポート講座～女性特有の身体リズムを理解し、健康維持・増進へ～」を開催した。
　　質疑応答も盛況で、ヘルスリテラシーの向上につながった。 ゼンヤクショクイン ジョセイ ショクイン ダンセイショクイン タイショウ カイサイ シツギオウトウ セイキョウ コウジョウ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						その他
キャンペーン タ																		●		●				●																																●						●																																						▶禁煙、熱中症、感染症、がん対策については、最新の健康情報を発信し、注意喚起を行いながら、
　　健康相談窓口の周知をした。

▶新型コロナ対策は、感染流行当初に定めた「Withコロナ JAXAでの新しい健康マナー12のポイント」
　　を周知・徹底するとともに、「新型コロナウイルス感染防止対策マニュアル」に則り、職場の感染拡大防止に務めた。
　　また、2021年9月と10月に職域接種を行った。職員・パートナーとその家族のみならず、近隣の研究機関等の
　　職員・家族も対象とした。

▶「こころの健康キャンペーン」では、年度末の繁忙時期となる3月を「こころの健康強化月間」として、
　　「ひとりで、みんなでできること」を6事項提案し、各職場・個人において、アレンジしながら取り組みを実施した。 キンエン ネッチュウショウ カンセンショウ タイサク サイシン ケンコウジョウホウ ハッシン チュウイカンキ オコナ ケンコウ ソウダンマドグチ シュウチ シンガタ タイサク カンセンリュウコウ トウショ サダ シュウチ テッテイ ノット ショクバ カンセンカクダイ ツト ネン ガツ ガツ ショクイキセッシュ オコナ ショクイン カゾク キンリン ケンキュウキカントウ ショクイン カゾク タイショウ サクセイ ケンコウ ネンドマツ ハンボウジキ ガツ ゲツ ケンコウ ジコウ コ テイアン カクショクバ ジッシ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						健康相談
（長時間労働面談、
復職支援委員会
含む） ケンコウ ソウダン チョウジカンロウドウメンダン フクショクシエン イインカイ フク																																																																																																				▶健康相談は、昨年度と同程度対応した。新型コロナ感染症の影響で、身体的な相談件数が多かった。 ケンコウ サクネンド ドウテイド タイオウ シンガタ カンセンショウ エイキョウ シンタイテキ ソウダン ケンスウ オオ

								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

				衛生教育 エイセイ キョウイク		各種研修 カクシュケンシュウ				●								●																																																●								●																●																▶新人／経験者採用研修「健康管理について」を実施し、セルフケアや相談窓口、ストレスマネジメントを学ぶ機会とした。

▶新任主幹級研修は、「メンタルヘルスケアにおける基幹職の役割」をテーマとして、個人と組織のパフォーマンス
　　最大化を図るため、基幹職の役割と責任について学ぶ機会を設けた。

▶セルフケア研修は、全職員向けに「ストレス・コーピング（ストレス対処）によるセルフケア」のeラーニングを行った。
　　また、基幹職研修は、『「新しい働き方」の中でのメンタルヘルスマネジメント：理論と事例から学ぶ部下への対応』
　　を実施した。いずれの研修も、有用性・理解度が高かった。 タカ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ																																																																										　

																																																																																																										人事部安全・健康課 ジンジ ブ アンゼン ケンコウ カ



































































健連茨 保健師協議会


6/14-7/2 実施

セルフケア研修

プレキャンペーン　6/7-7/4

常設版

定期健康診断は12月までに受診を！

本開催 10/18-11/14

健康システムで自分の健康
を振り返ってみましょう！

必ず健康診断を受けましょう！

結果で、「要精密検査」「要医療」の診断が出たら、速やかに受診を！

受診後、事業所衛生担当者または安全・健康課に「医療機関受診結果報告書」を提出のこと。（産業医が就業判定します。）

職員が受診しやすい環境づくりをしましょう。
受診を促し、受診率100%を目指しましょう！

ストレスチェックを
受けましょう！

必ず結果を確認して、セルフケアに役立てましょう！
医師による面接指導や健康相談も活用しましょう。

適宜、常設版でセルフチェックしてみましょう。

職員が受検しやすい環境づくりをしましょう。
受検を促し、受検率100%を目指しましょう！

自部署の集団分析結果を確認し、職場の状況に合わせて活気を上げる対策に取り組んでいきましょう！(良好事例や職場環境改善シートの活用）

がん対策キャンペーン①

3/9 女性の健康サポート講座

熱中症

がん対策キャンペーン②

感染症

新型コロナ対策（年間通して）

禁煙週間には、禁煙タイム（10-12時、15-17時）にご協力ください。少しでも禁煙に関心を持ったら、安全・健康課にご相談を！
安全・健康課から配信される、熱中症・感染症・がん対策等に関する情報を有効活用しましょう！
「Withコロナ　JAXAでの新しい健康マナー 12のポイント」を守って、引き続き、新型コロナ対策に努めましょう！

新人研修

新任主幹級研修

各種研修を活用して、セルフケアに取り組んでいきましょう！

職員が各種研修を受けやすい環境づくりをしましょう。
セルフケア研修・基幹職研修については、受講率100％を目指しましょう！

随時、ご相談を受けています！

体調に不調を感じたら、早めに、安全・健康課までご相談ください。

職員の不調に気付き、傾聴して、安全・健康課につなぎ、
活気ある職場づくりに取り組んでいきましょう！

基幹職研修

5/31世界禁煙デー、5/31-6/6禁煙週間

随時、禁煙相談実施

女性の健康週間　3/1-3/8

講座を通して、女性自身はもちろんのこと、男性の皆さまも女性の身体について理解を深めていきましょう。
日常の心身の変化で気になることがあれば、お気軽に安全・健康課にご相談ください。

「生活習慣病」「自覚症状」をテーマにした、健康コラムを月1回配信していきます！

eラーニングMy学びSITEにアクセスして、健康について
学びの時間を持ちましょう！

積極的に受講を促していきましょう！

3/1-31 こころの健康づくりキャンペーン

健康を振り返って、
健康アクションにチャレンジ！

チームで、個人で、みんなで参加して、
健康習慣習得！

職場全体で、15時ごろに5分程度の
ストレッチにチャレンジ！（ラジオ体操推奨）
期間後に、安全・健康課に取り組み結果を報告ください。

チーム参加を促して、職場に活気を！

経験者採用研修
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2022年度スケジュール（安全・健康課版）



				2022年度　fit motto project　年間スケジュール（安全・健康課版） ネンカン アンゼン ケンコウカ バン

																																																																																																										人事部安全・健康課 ジンジ ブ アンゼン ケンコウ カ

				イベント						2022年																																																																								2023年																								備考 ビコウ

										４月 ガツ								５月 ガツ								６月								７月								８月								９月								１０月								１１月								１２月								１月								２月								３月

				健康管理 ケンコウ カンリ		定期健康診断 テイキ ケンコウ シンダン																																																																																																				▶健診システム入口
https://www.healthdatabank.ne.jp/member/

▶医療機関受診結果報告書
https://www.in-jaxa/fw/dfw/iwlx/nlweb/kenkou/youshiki.html ケンシン イリグチ イリョウ キカン ジュシン ケッカ ホウコクショ





						ストレスチェック																																																																																																				▶活気を上げる対策例
：月に1回以上は部内で顔を合わせた（カメラON）コミュニケーション
業務外のことも話す機会を作るなど・・・

留意点：普段から良好な関係を築き、適切な距離感で接する（過干渉にならないように） カッキ ア タイサク レイ





						健康増進キャンペーン
（JAXARUKU fit motto） ケンコウ ゾウシン





						禁煙キャンペーン キンエン																		●																																																																																		▶科学技術健康保険組合の
　　禁煙サポート
http://www.kagakukenpo.or.jp/member/health/nosmoking01_a.html カガク ギジュツ ケンコウ ホケン クミアイ キンエン





						その他キャンペーン タ

																										●				●																																●												●																								●





				労働衛生教育 ロウドウ エイセイ キョウイク		衛生講習会
メンタルヘルス研修 エイセイ コウシュウカイ ケンシュウ				●										●																																														●								●



																																																																																		　







●職場環境改善第2弾企画「職場に結果フィードバック、改善計画立案、取り組み」実施中
●職場環境改善第3弾企画「基幹職研修」2/4実施予定
●特定階層の抽出⇒面談実施中
●職場で活気を上げる取り組み支援

●3月：女性の健康支援キャンペーン企画（3/9）
●月1回：健康コラム発信

健連茨 保健師協議会


6/14-7/2実施

セルフケア研修

Preチャレンジ　6/7-7/2

8月　（大澤さん依頼）
●業連発出「健康診断の事後措置について」
①二次健診の受診勧奨および受診報告書の提出について、職員への周知
②産業医による確実な就業判定の実施就業判定
●ポータルお知らせ「二次健診の受診勧奨」

常設版

キャンペーン 10/18-11/12

5/31世界禁煙デー、5/31-6/6禁煙週間

随時、禁煙相談受けています！

がん対策キャンペーン①

女性の健康支援キャンペーン

熱中症

がん対策キャンペーン②

感染症

新人研修

経験者採用研修

新任主幹級研修

健康コラムの発信（月1回）

☺職員は、自分の健康課題に
「気づき」「学び」「行動」して、より健康に！

☺職場は、職員の不調に気付き、傾聴して、安全・健康課につなぎ、活気ある職場づくりに取り組んでいきましょう！

9月以降　（保健師増員で対応したいところ）
●健診システムを使った産業医就業判定（人間ドックは紙面判定）
●二次健診受診勧奨、健康相談・保健指導

6月
●JAXARUKU fit motto
 プレチャレンジで
健診システム活用周知

7月
●高ストレス者面談実施

9月以降順次
●集団分析結果について、理事会議（10/12）・経営企画会議（10/14）・衛生委員会報告（10月）
●職場環境改善第1弾企画「部門長に結果フィードバック」11/8までに実施済み

6月
●経営企画会議（6/10開始前周知、6/24中間回答率周知）

5月
●衛生委員会周知

12月
●理事会議（12/21）報告
●経営企画会議（12/23）報告
●開催結果報告

8-9月
企画内容要検討

7月
●事例集募集
●所属長取り組みアンケートforms
●集計・報告

5月
●業連
●世界禁煙デー、禁煙週間（ポータル周知　5/31）

12月
●セルフケア研修企画「ストレス・コーピング」実施中
（12/13-2/28）

●熱中症キャンペーン（ポータル周知　6/10）
●がん対策①情報提供（ポータル周知　6/16）
●がん対策②情報提供（ポータル周知　10/14）
●感染症情報提供（ポータル周知　11/17）

5/28
●ポータルお知らせ（①健康経営方針の制定および健康プロジェクトfit motto projectについて②JAXARUKU fit motto について）
①の添付：fit motto project／年間スケジュール
●ALL-JAXAメール（上記①と②あわせて）
●衛生担当者宛に健康経営方針のポスター送付

≪実施時期（予定）≫　※定期健康診断は12月までに受診を！

筑波：7月　東京：7～9月　調布：8月　相模原：6・7月　角田：9～10月　種子島：6月

新型コロナ対策（年間通して）

NEW③

NEW④

NEW②

NEW⑤

NEW⑥

NEW⑦

NEW①

●適宜：新型コロナ初動要領／マニュアル改訂・ポータルお知らせ・健康相談

#1　6/22～「JAXAの健診結果をのぞいてみよう」
#2　7/19～「脂質異常症～あなたの血液ドロドロ？サラサラ？」（179人視聴） 
#3　8 /23～「肥満～肥満は万病のもと！」（151人視聴） 
#4　9 /27～「ウォーキングで生活習慣病予防！」（110人視聴） 
#5　10/25～「高血圧～高血圧はサイレントキラー！」（128人視聴） 
#6　11/30～「肝機能異常～肝臓は大事にしないといカンゾウ！」（配信中） 
#7　12/27～「デジタル時代の目のケア」 
#8　1/17～「あなたの下痢や便秘は、過敏性症候群かもしれません！」 
#9　2月下旬　「頭痛～」 
#10　3月下旬　「整形外科疾患～」 

ありがとうキャンペーン

NEW⑧



2022年度スケジュール（職員・職場版） (2)

				イベント						2021年																																																																								2022年																								取組結果 トリクミケッカ

										４月 ガツ								５月 ガツ								６月								７月								８月								９月								１０月								１１月								１２月								１月								２月								３月

				健康管理		女性の健康支援
キャンペーン ジョセイ ケンコウシエン																																																																																												●								▶女性の健康週間に合わせて、女性の健康情報の発信を行った。
▶全役職員・パートナー（女性職員のみならず男性職員も対象）に、
　　「女性の健康サポート講座～女性特有の身体リズムを理解し、健康維持・増進へ～」を開催した。
　　質疑応答も盛況で、ヘルスリテラシーの向上につながった。 ゼンヤクショクイン ジョセイ ショクイン ダンセイショクイン タイショウ カイサイ シツギオウトウ セイキョウ コウジョウ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						その他
キャンペーン タ																		●		●				●																																●						●																																						▶禁煙、熱中症、感染症、がん対策については、最新の健康情報を発信し、注意喚起を行いながら、
　　健康相談窓口の周知をした。

▶新型コロナ対策は、感染流行当初に定めた「Withコロナ JAXAでの新しい健康マナー12のポイント」
　　を周知・徹底するとともに、「新型コロナウイルス感染防止対策マニュアル」に則り、職場の感染拡大防止に務めた。
　　また、2021年9月と10月に職域接種を行った。職員・パートナーとその家族のみならず、近隣の研究機関等の
　　職員・家族も対象とした。

▶「こころの健康キャンペーン」では、年度末の繁忙時期となる3月を「こころの健康強化月間」として、
　　「ひとりで、みんなでできること」を6事項提案し、各職場・個人において、アレンジしながら取り組みを実施した。 キンエン ネッチュウショウ カンセンショウ タイサク サイシン ケンコウジョウホウ ハッシン チュウイカンキ オコナ ケンコウ ソウダンマドグチ シュウチ シンガタ タイサク カンセンリュウコウ トウショ サダ シュウチ テッテイ ノット ショクバ カンセンカクダイ ツト ネン ガツ ガツ ショクイキセッシュ オコナ ショクイン カゾク キンリン ケンキュウキカントウ ショクイン カゾク タイショウ サクセイ ケンコウ ネンドマツ ハンボウジキ ガツ ゲツ ケンコウ ジコウ コ テイアン カクショクバ ジッシ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

						健康相談
（長時間労働面談、
復職支援委員会
含む） ケンコウ ソウダン チョウジカンロウドウメンダン フクショクシエン イインカイ フク																																																																																																				▶健康相談は、昨年度と同程度対応した。新型コロナ感染症の影響で、身体的な相談件数が多かった。 ケンコウ サクネンド ドウテイド タイオウ シンガタ カンセンショウ エイキョウ シンタイテキ ソウダン ケンスウ オオ

								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ

				衛生教育 エイセイ キョウイク		各種研修 カクシュケンシュウ				●								●																																																●								●																●																▶新人／経験者採用研修「健康管理について」を実施し、セルフケアや相談窓口、ストレスマネジメントを学ぶ機会とした。

▶新任主幹級研修は、「メンタルヘルスケアにおける基幹職の役割」をテーマとして、個人と組織のパフォーマンス
　　最大化を図るため、基幹職の役割と責任について学ぶ機会を設けた。

▶セルフケア研修は、全職員向けに「ストレス・コーピング（ストレス対処）によるセルフケア」のeラーニングを行った。
　　また、基幹職研修は、『「新しい働き方」の中でのメンタルヘルスマネジメント：理論と事例から学ぶ部下への対応』
　　を実施した。いずれの研修も、有用性・理解度が高かった。 タカ



								職員 ショクイン

								職場（部門・部） ショクバ ブモン ブ																																																																										　

																																																																																																										人事部安全・健康課 ジンジ ブ アンゼン ケンコウ カ



































































健連茨 保健師協議会


6/14-7/2 実施

セルフケア研修

プレキャンペーン　6/7-7/4

常設版

本開催 10/18-11/14

がん対策キャンペーン①

3/9 女性の健康サポート講座

熱中症

がん対策キャンペーン②

感染症

新型コロナ対策（年間通して）

禁煙週間には、禁煙タイム（10-12時、15-17時）にご協力ください。少しでも禁煙に関心を持ったら、安全・健康課にご相談を！
安全・健康課から配信される、熱中症・感染症・がん対策等に関する情報を有効活用しましょう！
「Withコロナ　JAXAでの新しい健康マナー 12のポイント」を守って、引き続き、新型コロナ対策に努めましょう！

新人研修

新任主幹級研修

各種研修を活用して、セルフケアに取り組んでいきましょう！

職員が各種研修を受けやすい環境づくりをしましょう。
セルフケア研修・基幹職研修については、受講率100％を目指しましょう！

随時、ご相談を受けています！

体調に不調を感じたら、早めに、安全・健康課までご相談ください。

職員の不調に気付き、傾聴して、安全・健康課につなぎ、
活気ある職場づくりに取り組んでいきましょう！

基幹職研修

5/31世界禁煙デー、5/31-6/6禁煙週間

随時、禁煙相談実施

女性の健康週間　3/1-3/8

講座を通して、女性自身はもちろんのこと、男性の皆さまも女性の身体について理解を深めていきましょう。
日常の心身の変化で気になることがあれば、お気軽に安全・健康課にご相談ください。

「生活習慣病」「自覚症状」をテーマにした、健康コラムを月1回配信していきます！

3/1-31 こころの健康づくりキャンペーン

経験者採用研修
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 11頁２．人事に関する事項

評定理由・根拠（補足4）

補足4：コロナ禍において迅速に対応した各種施策 → 「新しい働き方」への提案に発展
№ 項目 内容

1 人事育成 プロフェッショナル活躍に向けた基幹職制度の見直し

2 人材育成 定年延長に向けた制度見直し及びシニア層職員の活用の検討

3 人材育成 事務系職員の専門分野定義及びモデルキャリアの見直し

4 人材育成 人材育成環境の向上を目指し、宇宙航空プロジェクト研究員規則等の
改正

5 内部管理業務 創造的でチャレンジング業務の再構築について、機能・業務の再定義及
びリソースシフトの方針案のとりまとめ・体制整備

6 人事制度 モチベーションサーベイを実施し、調査を分析、今後の人事施策に反映

7 人材確保 様々なライフスタイルに対応するための働き方の選択肢の一つとして、一
定条件下のもと、勤務地を限定して従事できる制度を整備し開始

8 人員拡大策 受託経費による経験者採用及び人件費増の調整

9 テレワーク
テレワーク勤務の回数・場所の制限を緩和し、業務の性格上テレワーク
が出来ない部署を除き、すべての職員・パートナーが利用できる体制を
整備

10 テレワーク 昼一斉休憩の廃止と休憩時間の分割取得が可能

11 テレワーク 1日の勤務時間を複数に分割し、私用等による勤務の中断も可能

12 テレワーク ほぼオンライン会議へ移行

13 テレワーク 出勤・出張と組み合わせた時間単位で取得できるテレワークを規程化

14 フレックス 従来あったコアタイムと1日の最低労働時間の制限の廃止（スーパーフ
レックスの拡大）

15 ハラスメント対応 網羅的に機構のハラスメント対策に関する事項を定めた「ハラスメント防
止規程」の制定・活動開始

16 休暇 年休5日の取得義務の達成

17 兼業 原則禁止制を廃止して業務時間外での現況を届出で可能とする施策
を施行し、職員がチャレンジしやすい環境を整備

18 新型コロナ対応 職域ワクチン接種の計画・実施（2会場で各2回実施）

19 新型コロナ対応 新型コロナ対応マニュアルの見直し・改訂

20 新型コロナ対応 罹患者の職場復帰支援

№ 項目 内容

21 健康増進 全社的に健康増進を経営基盤とし「健康経営方針」を制定

22 健康増進 健康増進キャンペーン（JAXARUKU hit  motto）の実施

23 健康情報 熱中症対策、がん対策、こころのキャンペーンなどのリーフレット配布

24 健康情報 健康コラムの月1回配信

25 健康研修 セルフケア研修「ストレス・コーピング（ストレス対象）によるセルフケア」を開催

26 健康研修 基幹職研修 「新し働き方」の中でのメンタルヘルスマネジメント：理論と事例から
学ぶ部下への対応」を開催

27 健康研修 女性の健康管理研修 「女性の健康サポート講座」を開催（男性職員も参加可
能）

28 職場改善 職場の環境改善を目的としたストレスチェック調査

29 職場改善 所属長による職場改善の計画・取り組み、ストレスチェックへの反映

30

働き方改革の次年
度の準備

通勤手当の実費化

31 実費化に伴い、月途中の採用・異動・復職等についても、当該月から実費支給

32 テレワーク手当の創設

33
意識改革

（ＷＬ室関係）
経営層をはじめ全役職員を対象とした「アンコンシャスバイアス研修」を実施

34
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 12頁２．人事に関する事項

2021年度自己評価において抽出した抱負・課題 対応方針
業界全体の絶対的な人員不足への対応 民間企業等との協力により人材流動性を高め、他業種からの人員流⼊の促進

や適材適所の配置を実施するとともに、通年での経験者採用による多様な人材
の取組を継続する。
また、JAXAにおける人件費確保のために適切な予算額を強く要求するとともに、
その他の方策について引き続き検討する。
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 ３．中長期目標期間を超える債務負担 1頁

2021年度自己評価Ⅵ．３． 中長期目標期間を超える債務負担 ー
中長期計画 年度計画 実績 アウトカム
Ⅵ．3 ー

中長期目標期間を超える債務負
担については、研究開発に係る当該業
務の期間が中長期目標期間を超える
ことに合理性があり、当該債務負担行
為の必要性及び資金計画への影響を
勘案し、法人の長が妥当と判断するも
のについて行う。

中長期目標期間を超える債務負担に
ついては、研究開発に係る当該業務の
期間が中長期目標期間を超えることに
合理性があり、当該債務負担行為の
必要性及び資金計画への影響を勘案
し、法人の長が妥当と判断するものに
ついて行う。

ロケット・衛星に代表されるようにJAXA
の研究開発に係る業務において、次期
においても主務大臣により中長期目標
として認められる可能性が高い事業に
限定した上で、その目標の達成のため
に、今中長期期間から継続して調達が
必要であると法人の長が判断したもの
に対して、中長期目標期間を超える債
務負担を行っている。

ー

（注記）本項目は、中長期計画に基づき実績を示すものであり、評価対象外。
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Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項 ４．積立金の使途 1頁

2021年度自己評価Ⅵ．４． 積立金の使途 ー
中長期計画 年度計画 実績 アウトカム
Ⅵ．４ ー
前中期目標期間中の最終年度にお

ける積立金残高のうち、主務大臣の承
認を受けた金額については、国立研究
開発法人宇宙航空研究開発機構法
に定める業務の財源に充てる。

前中期目標期間中の最終年度におけ
る積立金残高のうち、主務大臣の承
認を受けた金額については、国立研究
開発法人宇宙航空研究開発機構法
に定める業務の財源に充てる。

第3期中期目標期間中の最終年度に
おける積立金はない。

ー

（注記）本項目は、中長期計画に基づき実績を示すものであり、評価対象外。
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2020年度業務実績評価において指摘された課題と改善内容

評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

（総合評定） ○法⼈の業務実績等報告書は、プロセス・アウトプット・アウトカムの相違が整理して記述されており、昨
年よりも評価のポイントが理解しやすくなった。引き続き評価⽅法の精度向上を図るため業務実績報告
書の記載ぶりの改善を図り、個別単体のトピックの羅列ではなく、項⽬全体の⽬標達成状況が⾒えや
すい資料とすべきである。

ご指摘に伴い、JAXA部会がアウトカム・アウトプット評価基準を改訂されており、それに沿って弊機構も評価資料を
作成した。

（総合評定） ○業務実績に関する正当で適切な評価の仕組みを構築することは、JAXAの業務実績について適切
な国⺠の理解を得ることにより、JAXAのインセンティブを引き出すことに繋がる。アウトカムについては、産
業界の動きや社会情勢によって左右されるものであるが、これをJAXAの業務実績としてどう評価するか
等、評価の仕組みについては検討すべき課題があり、引き続き改善を図っていく必要がある。

ご指摘に伴い、JAXA部会がアウトカム・アウトプット評価基準を改訂されており、それに沿って弊機構も評価資料を
作成した。

（総合評定） ○JAXAは、多くの企業・機関と共同開発等に取り組んでおり、優れた成果を発揮しているが、JAXAと
協⼒先との役割分担の記載が不明な場合が多く、JAXAの貢献度を評価しにくい⾯がある。JAXAが
限られたリソースで最⼤の成果を発揮していることが理解できるよう、業務実績等報告書には、役割分
担とリソース等を明⽰すべきである。

ご指摘に伴い、JAXA部会がアウトカム・アウトプット評価基準を改訂されており、それに沿って弊機構も評価資料を
作成した。

（総合評定） ○JAXA業務実績評価については、現場負担を軽減し、JAXAの各研究者等が研究開発に専念でき
る環境を作る必要があることも念頭に、事務作業の合理化を含め、評価⽅法の更なる改善を図ってい
く必要がある。

JAXA業務実績評価について、効率化のため作成資料のひな型に例⽂を⼊れる等、⼯夫をしています。
他⽅で、評価基準が毎年変わるため、現場の負担はまだ少なくない状況ではあるものの、評価基準が落ち着いた
段階で、引き続き更なる改善を図っていきたい。

（総合評定） ○単年度の個別単体トピックスの列記ではなく、中⻑期を⾒越したロードマップとその中での年度⽬標
/KPIの明確化、それと対⽐する形での当該項⽬全体としての進捗評価を、ポイントを絞って客観的に
⾏うべきである。業務実績等報告書については、端的でかつ的確に全体の達成度が⾒える報告となる
よう、更に務められたい。

令和3年度計画において、可能な範囲で更に指標を詳細化しております。プロジェクトについては、サクセスクライテリ
ア等を⽤いて客観的な進捗評価を⾏います。また、ヒアリングの際に項⽬全体としての計画を説明したうえで、ポイン
トを説明する等の指標と達成度、成果がより⾒えるよう⼯夫する予定。

（総合評定） ○KPI等の明確な評価指標の設定に御尽⼒いただきたい。複数年度での評価指標については、計画
当初において評価の観点を明⽰する等、成果を明確にすることも今後引き続き、課題とされたい。

令和3年度計画において、可能な範囲で更に指標を詳細化しております。プロジェクトについては、サクセスクライテリ
ア等を⽤いて客観的な進捗評価を⾏います。また、ヒアリングの際に項⽬全体としての計画を説明したうえで、ポイン
トを説明する等の指標と達成度、成果がより⾒えるよう⼯夫する予定。

（総合評定） ○⾃⼰評価Sが続いている分野については、評価の仕⽅等を⾒直す必要がある。指標にしやすい項⽬
のみならず、新たな価値創出についても課題に設定されることを検討されたい。

評価基準等に則り、適切な評価を⾏っていく。

（総合評定） ○今般、⾃⼰評価書が従来に⽐べ、評価が容易な様式や記述になったことは⾼く評価。しかし、アウト
カムの記載について、期待されるアウトカム及び得られたアウトカムが評価項⽬毎に記載内容のばらつき
があるため、整理して記載すべきである。このことにより、更に評価が容易になる、かつ、JAXA内でも管
理・評価が容易になると思われる。

ご指摘に伴い、JAXA部会がアウトカム・アウトプット評価基準を改訂されており、それに沿って弊機構も評価資料を
作成した。

（総合評定） ○産業振興の側⾯での成果が求められる衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信、宇宙輸送シ
ステム等の項⽬においては、創出が予定されている事業規模や海外と⽐較したコスト競争⼒など、より
⾦額⾯でのアウトカムKPIを重視した評価が必要である。また、⾦銭換算が困難な社会貢献の側⾯に
おいても、年度計画に対する達成度、前年度（これまで）からの進捗度合い、世界と⽐較した成果レ
ベルなどといった観点での客観的評価に努める必要がある。

⾦額⾯でのKPIも含め、可能な限り客観的な根拠に即した評価に努める。

（総合評定） ○実績報告は個別の実績は⼤変よく理解できるものであるが、法⼈全体を総括する評価としては不⼗
分な⾯がある。学習・成⻑、業務プロセス、顧客（研究法⼈の場合は国⺠）、財務の観点で、総括
的な評価を今後期待したい。

個別の実績にとどまらず、ご指摘の全体運営⾯についても冒頭の総括において網羅した総括的な記述を含める。
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（総合評定） ○JAXAには従来までの科学技術の成果の追求という科学的なミッションに加えて、近年は国益に密接
に結び付く戦略的なミッションの⽐重が増⼤しており、今後もその重要性は増していくと想定される。ミッ
ション拡⼤への対応には、組織に新たなリソースやスキルが求められるとともに、マネジメントやガバナンス
の⼀段の⾼度化、戦略的な事業推進が必要である。

従来までの科学技術の成果の追求という科学的なミッションに加えて、近年は出資業務の追加や国益に密接に結
び付く政府受託業務の増加など国⽴研究開発法⼈としてのJAXAの役割が拡⼤していると認識しております。最⼤
の課題はミッション拡⼤に対応する⼈員の不⾜ですが、DXの推進等による業務効率化や働き⽅改⾰も⾏いつつ、
事業を確実に実施していく必要があると認識している。
戦略的かつ柔軟な事業の実施に際しては、JAXA全体の研究戦略を検討し、将来を⾒据えたリソース配分を実施
しておりますが、⼈員増加の必要性も訴えつつ、環境変化により柔軟に対応できるよう、ご指摘の点を踏まえ改善に
努めて参る。

（総合評定） ○宇宙開発の推進につながる戦略的広報活動、⻑期視点での設備計画、⼈材整備・育成、全体と
しての財務/事業戦略などの⾯では、JAXA全体としての経営戦略を明確化し、それに沿った事業展
開、短・中・⻑期のそれぞれの戦略に基づいて活動するとともに、ベンチマーキングを実施し、活動の継続
的なアップデートを図ること等、を含め、社会がJAXAに求める事柄を早め早めに把握するとともに、それ
に向かって適切な計画⽴案とその遂⾏に努められるよう、JAXAは適切な組織能⼒の更新に更に務め
られたい。

社会がJAXAに求める事柄を早め早めに把握できるようにするとともに、それに向かって適切な計画⽴案とその遂⾏
に務められるよう組織能⼒の向上に努めておりますところ、ご指摘を踏まえ引き続き検討を進めていく。

（総合評定） ○宇宙開発はともすると「夢と希望」で語られがちであるが、宇宙に興味を持たない⽅も含めた国⺠全
体へのベネフィット還元と⾒える化を意識し、宇宙開発が社会や国⺠にとっての真のインフラとなるような
事業推進を図って頂きたい。

宇宙開発が社会や国⺠にとっての真のインフラとなるよう、引き続き努⼒していく。

（総合評定） ○今後は、新型コロナウイルス感染症の影響が社会を⼤きく変容させ、宇宙開発や航空の分野に影響
を与えることは確実。そこで、社会がJAXAに求める事柄を早め早めに把握できるようにするとともに、それ
に向かって適切な計画⽴案とその遂⾏に努めるための⽅策あるいは体制を検討いただきたい。

社会がJAXAに求める事柄を早め早めに把握できるようにするとともに、それに向かって適切な計画⽴案とその遂⾏
に務められるよう組織能⼒の向上に努めておりますところ、ご指摘を踏まえ引き続き検討を進めていく。

（総合評定） ○カーボンニュートラルは21世紀最⼤の課題であるといっても過⾔ではない。JAXAにおける研究開発で
は航空技術部⾨でカーボンニュートラル関連のテーマに取り組んでいるが、JAXA全体としてカーボン
ニュートラルを横断型重要テーマとして取り組み、地球規模の社会課題解決への貢献を果たすべきであ
る。

　JAXA全体の研究戦略を検討し、将来を⾒据えたリソース配分を実施しておりますが、環境変化により柔軟に対
応できるよう、ご指摘の点を踏まえ改善に努めていく。
　2021年度より、航空機・将来宇宙輸送機へ⽔素燃料を適⽤するための技術に関する研究について、研究開発
部⾨、航空技術部⾨、および関連する企業と連携して、取組みを開始したところである。この取組みの中で、地球
規模課題であるカーボンニュートラルにも貢献できるよう研究を推進していきたい。

（総合評定） 〇新型コロナウイルス感染症によりさまざまな業務が滞る中、ほとんどそれを感じさせることなく、予定通り
に活動を実施し、顕著な実績も残した、というのが全体像ではないかと考える。世界的にも賞賛に値す
る業務実績であったと考える。宇宙開発利⽤を⾏う国や⾮政府団体は増加の⼀途をたどり、市場動向
の変化も早い。その変化にうまく対応するプロセスを作り上げ、実施しつつあるというのが現状ではないか
と思う。政府との連携、官⺠連携、宇宙以外の分野との協⼒・連携なども試⾏錯誤を経て進み、MDA
などで良い成果を出していると思う。全体に良い成果が出た年であったと考える。

新興宇宙活動国の台頭や新たな宇宙活動に従事する活⼒ある⺠間団体の増加する中、JAXAも出資業務の追
加や国益に密接に結び付く政府受託業務の増加など国⽴研究開発法⼈としての役割が拡⼤していると認識して
いる。
JAXAの強みをより⼀層発揮すべく、ご指摘を踏まえ検討していく。

（総合評定） ○新興宇宙活動国の台頭や新たな宇宙活動に従事する活⼒ある⺠間団体の増加、宇宙資源の探
査・開発に向けて国際社会が舵を切り、21世紀半ばの⽉・地球経済圏の構築に動き出していることな
ど、宇宙は新しい時代、新しい段階に⼊っている。急激な変化を機会として宇宙開発利⽤を進めるため
に、何を変えなければならないか、JAXAとしての強みを⼀層発揮するための⽅法など、⾒直しが必要な
時期になったように思う。

新興宇宙活動国の台頭や新たな宇宙活動に従事する活⼒ある⺠間団体の増加する中、JAXAも出資業務の追
加や国益に密接に結び付く政府受託業務の増加など国⽴研究開発法⼈としての役割が拡⼤していると認識して
いる。
JAXAの強みをより⼀層発揮すべく、ご指摘を踏まえ検討していく。

（総合評定） ○研究開発を⾏った全ての技術において、その後の活⽤をフォローアップすることで、研究開発がどのよう
に活⽤されるかを捉えることが可能となる。必ずしも短期間で商⽤化に結びつける必要はないが、社会
実装に向けて、適切に計画・継続評価していくことを⽬指してほしい。また、近々の社会実装を⽬指す
ものは、性能を⽬指すだけでなく、コストやスケジュール等を下げることも当初から考慮に⼊れておく必要
がある。

基幹ロケットに関しては、事業者と意⾒交換しつつ、国際競争⼒を有する基幹ロケットとして⺠需ミッションの需要動
向変化に即応し、持続的に⺠需獲得機会を確保することを考えている。また、継続してベンチマークしながら国際競
争⼒を念頭において事業を進めており、引き続きコスト⾯でも競争⼒強化を図っていく。
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（総合評定） ○サービス調達、技術移転の拡⼤、必要部品の開発と提供、産業界への⼈材・知財の供給について
の課題について、解決のための具体策の提⽰が求められる。例えば、⼈材については、衛星や衛星製
造⼿法のデジタル化、衛星量産時代の到来を踏まえた⼈材育成、衛星データの解析・利⽤を担う⼈
材をどのように確保するか、国の政策へのJAXAの貢献が求められる。また、低軌道コンステレーションの
整備に対し、ALOSシリーズの計画をどう⾒直すか、低コスト化、防災ニーズ対応など、課題が⼭積して
いる。

ご指摘の点を踏まえ、各課題の検討及び改善に努める。

（総合評定） ○評価項⽬のほとんど全てに法的な対応が必要な場合が⽣じ得ると予想する。また、そのような通常の
法律問題対応を超え、外国宇宙機関とのルール形成やルール解釈・適⽤における競争と協調のための
法務、さらにより⼤きく国際場裏で⽇本のプレゼンスを向上させるためのルール形成のための法務もあり、
外交・国際関係にも関係し得る。このように様々な法務をうまく連携する仕組みが必要ではないか。その
⼀例がNASA型、ESA型ではないかと思う。

JAXAの事業を取り巻く環境は年々変化しており、それに伴う法的対応も多様化している。ご指摘のとおり、事業を
⽀える法的対応のほか、将来を⾒据えたルール形成や、これを通じた外交への寄与など、法務の貢献のあり⽅も多
様化し、より戦略的な視点を持つ必要性の⾼まりも認識している。JAXAは独法の⽴場からどのような貢献ができる
のか、⻑期的な視野で引き続き検討してまいりたい。

（総合評定） 〇理事⻑のリーダーシップの下、防衛省、装備庁との連携を更に深めていただきたい。 2021年4⽉に新たに安全保障技術協⼒課を設置し、防衛装備庁との航空宇宙分野における研究協⼒に関する
定期的な協議会を通じた連携の取り組みや、Ⅲ.3.4項に記載のとおり安全保障関係機関への技術的⽀援等を
進めているところ。引き続き連携強化に努めていく。

（総合評定） ○研究開発⾃体の⾼い成果だけでなく、よりアウトカムを意識した研究開発活動が広く⾏われるように
なってきたことは⾼く評価する。⼀⽅で、令和３年度からは出資業務も担うなど、今後もJAXAの活動
領域は拡⼤していくと想定される。多数の⺠間企業が宇宙事業に加わり始めるなど、宇宙の産業構造
が⼤きく変化している。⼀般管理費や⼈件費などの制約条件が限界近くまで達し、⼈的なリソースも厳
しい状況を鑑み、持続的な研究開発活動を維持するため、競争的研究資⾦の獲得や増収施策を考
えると共に、JAXAと⺠間等との役割を整理し、将来に向けた業務の模索が必要ではないか。改めて
JAXAの活動の戦略についてグランドデザインしていただきたい。

新興宇宙活動国の台頭や新たな宇宙活動に従事する活⼒ある⺠間団体の増加する中、JAXAも出資業務の追
加や国益に密接に結び付く政府受託業務の増加など国⽴研究開発法⼈としての役割が拡⼤していると認識。
また、2021年度は、経営課題の解決等に向けたリソースシフトなどを⽬的として、調達・財務の定型業務についてビ
ジネス・プロセス・アウトソーシング（BPO）を運⽤開始している。
今後JAXAの強みをより⼀層発揮すべく、ご指摘を踏まえ検討していく。

（総合評定） ○「宇宙科学技術ロードマップ」に従い、JAXAは⼀般的に失敗確率が⾼い萌芽的な⼯学技術の研究
を⾏うこととなっている。これまでと異なり多数の⺠間企業が宇宙事業に加わり始めている今、JAXAは
新領域の萌芽的な研究を推進すべき。従来の衛星の打ち上げとは異なる、萌芽的な研究のための新
たな評価指標をJAXA側から提⽰しても良いのではないか。

萌芽的な研究をJAXAが実施することは重要と考えており、公募型研究制度の活⽤等により、引き続き推進してい
く。

（総合評定） ○宇宙分野は、国際的に商業化とDXの進展が⽬覚ましく、重点領域が短期間で⼤きく変化するた
め、対応策として① 重点領域が変化した場合に、それに柔軟に対応して⼈員の配置や予算配分を変
更するための仕組みの構築、② 技術的に、ある程度の成熟が達成された場合に、速やかに⺠間主体
（商業的主体）に対して技術や知⾒を移転するとともに、それにより解放されるリソースを新たな領域
に振り向けるための仕組みの構築について組織全体として検討する必要があるのではないか。

2018年頃から技術成熟度や市場動向も踏まえて可能な事業から⺠間主体へと移管を進めているところです
（例︓ISS利⽤、試験センター業務）。また、2021年度は、経営課題の解決等に向けたリソースシフトなどを⽬
的として、調達・財務の定型業務についてビジネス・プロセス・アウトソーシング（BPO）を運⽤開始している。引き
続き重点領域に柔軟に対応すべく所管官庁とも緊密に連携しながら、適切なリソース配分に努めていく。

（総合評定） ○今後、他国との研究開発競争が激しくなることが想定されるため、情報セキュリティに関するマネジメン
トを更に強化する必要がある。⼀⽅で、これまでの他機関との連携にかかる情報セキュリティの取組につ
いて、監査において他法⼈にも推奨されるような取組みがあったことを踏まえ、他法⼈にも展開していた
だきたい。

情報セキュリティに関するマネジメントはPDCAを回しながら強化を継続して実施していく。
国⽴研究開発法⼈の情報セキュリティタスクフォースや、担当者間勉強会を開催するなどにより、推奨事項等の取
組みやシステム的な対策にかかる情報交換も継続して実施していく。

（総合評定） ○今回、ETS-9開発途中に⼤きな計画変更が速やかに実⾏されたことは特筆すべきことであり、他のプ
ロジェクトでも有効な⾒直しがタイムリーにできるよう柔軟なプロジェクトマネジメントの仕組みを整えていた
だきたい。

急激な市場変化に伴い、プロジェクトのスコープ拡⼤やミッション要求の⾒直し等が必要と判断される場合には、開
発途中であっても経営レベルでの審査を経て、計画変更を⾏っていく。現⾏のプロジェクトマネジメント規程において
も、市場変化への柔軟な対応に基づく計画の⾒直しを⾏っているが、今後デジタル化の促進により、より審査の効
率化・充実化を図っていきたい。
また、開発プロセスへのデジタル技術の適⽤により仕様変更への即応性の向上や、検証期間短縮などの効果が期
待されるとともに、機能のソフトウェア化は軌道上での機能変更も可能とするなど、変化に対する対応⼒向上の観点
で⼤きな可能性を持つ点を踏まえ、検討を進めていきたい。
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（総合評定） ○職員の兼業について「許可制」から「届出制」に変更されたり、令和３年度には出資業務が追加され
たりしているが、JAXAは安全保障にもかかわる組織であり、先端技術情報も保有していることから、内
部統制の在り⽅や内部規律について検討する必要があるのではないか。

職員の兼業や出資業務の追加に伴い、情報管理や利益相反上の問題が⽣じるリスクを考慮に⼊れた仕組みや
ルールを整備している。
また、2022年度の内部統制においても、これらを組織のリスクとして識別しており、リスク管理の対応を⾏う。

（総合評定） ○関係府省との連携と共に、外部⼈材を⼊れるなど⼯夫をし、産業振興にかかるマネジメントは多様
性を重視し、失敗してもやり直せる⼟壌や、仕組みの導⼊を推進される事に期待する。

ご指摘を踏まえ改善に努めていく。

（総合評定） ○産業⽀援は調達だけでない。新たな市場を作るための枠組み作りからJAXAが参加し、調達の先に
ある運⽤まで⾒据えた取組が求められる。

ご指摘を踏まえ改善に努めていく。

Ⅲ.3 宇宙政策の⽬標達
成に向けた宇宙プロジェクト
の実施

○H3の初打ち上げを成功させるとともに、開発理由に掲げた「コストダウン」を実現させるため更なる取
組が必要。

H3ロケット試験機1号機の打上げを確実に果たすべく、LE-9エンジンはしっかりと必要な対策を講じ、品質・信頼性
の⾼いものに仕上げたい。H3ロケットのコストダウンに関しては、コスト⽬標を達成すべく引き続き取り組んでいく。

Ⅲ.3 宇宙政策の⽬標達
成に向けた宇宙プロジェクト
の実施

○2024年以降のISSの利⽤計画について、NASA、ESAなどとの現場での協⼒体験や、技術的知
⾒、国際状況などを踏まえた提⾔を期待する。

「きぼう」の利⽤については、⽇⽶協⼒（JP-US-OP3）を含め「きぼう」の強みを活かし国際連携の下材料開発や
⽣命科学の分野で知⾒を獲得してきており、2024年以降についても政府のISS延⻑議論に基づき中⻑期的視
点も踏まえ対応していく。

Ⅲ.3 宇宙政策の⽬標達
成に向けた宇宙プロジェクト
の実施

○低軌道衛星通信ネットワークについて戦略的な検討を⾏うとともに、衛星通信分野への⼈的、物的
なリソースの再配分が望まれる。

衛星通信については、5G／Beyond 5Gなど地上通信との連携含め、政府、⺠間事業者、研究開発機関等と協
⼒しながら、対応していくことが重要である。国内外の動向なども踏まえつつ、適切なリソース配分に努める。

Ⅲ.3 宇宙政策の⽬標達
成に向けた宇宙プロジェクト
の実施

○産業振興の側⾯での成果が求められる準天頂衛星システム等、衛星リモートセンシング、宇宙輸送
システム、衛星通信等の技術実証等では、創出事業/獲得市場規模（予定含む）やコスト競争⼒
など、より⾦額⾯でのアウトカムKPIを重視した評価が必要である。

基幹ロケットに関しては、事業者と意⾒交換しつつ、国際競争⼒を有する基幹ロケットとして⺠需ミッションの需要動
向変化に即応し、持続的に⺠需獲得機会を確保することを考えている。また、継続してベンチマークしながら国際競
争⼒を念頭において事業を進めており、引き続きコスト⾯でも競争⼒強化を図っていく。

Ⅲ.3 宇宙政策の⽬標達
成に向けた宇宙プロジェクト
の実施

○社会貢献の⾯に関しても、⾦銭換算ができなくとも年度⽬標に対する達成度、前年度（これまで）
からの進捗度合い、世界と⽐較した成果レベル評価、社会システムへの実装/具体貢献レベル評価な
ど、外部視点での客観的評価に努める必要がある。

経済的なKPIを設定できない場合についても、可能な限り客観的な根拠に即した評価に努める

Ⅲ.3 宇宙政策の⽬標達
成に向けた宇宙プロジェクト
の実施

○宇宙科学・探査、国際宇宙探査、ISS を含む地球低軌道活動では、科学的成果の啓発普及以
外の⾯で、我が国の社会・国⺠（納税者の視点）に対してどのようなベネフィット/アウトカムを創出でき
ているのかをKPIとした評価、ISSと並⾏して⽉ゲートウェイ構想が進展する中、資⾦計画も含めた中⻑
期ロードマップと年度⽬標（KPI）の明確化、それに基づく客観的進捗評価が必要。

⾦額⾯でのKPIも含め、可能な限り客観的な根拠に即した評価に努める。

Ⅲ.3.1  準天頂衛星シス
テム等

○測位衛星は、国の安全保障、防災・減災、産業振興に不可⽋な社会インフラである。⾃動運転等
に必要な画期的な性能向上や新機能の追加による新たなサービスの創出など、シーズ提供をJAXAが
⾏い、⽇本の測位衛星が国際社会、特にアジア地域において不可⽋な社会インフラとなることを⽬指す
取組を期待する。

測位衛星は社会に不可⽋なインフラであるため、ご指摘も踏まえた取り組みを進める。

Ⅲ.3.1  準天頂衛星シス
テム等

○TAKUMIの成功などが着実に⺠間の宇宙ビジネスの⼀層の振興につながるように、これまでの努⼒を
継続するだけではなく、新しいビジネス振興の仕組みの検討が必要。

JAXAの研究開発成果が幅広く⺠間企業等に移管されるなどで、産業振興に貢献していくことが重要である。⺠間
企業も含めた関係者との緊密な意⾒交換・調整・検討などを⾏いながら、研究開発や実証を進めており、引き続き
重視する。

Ⅲ.3.1  準天頂衛星シス
テム等

○今後、技術的な競争激化が⾒込まれることから、圧倒的な国際優位性を確保できるよう研究開発
を期待する。

国際的優位性の観点が重要であり、確保できるよう研究開発を進める。

Ⅲ.3.1  準天頂衛星シス
テム等

○静⽌軌道におけるGPS航法の成功により向上した軌道時刻推定精度を、今後衛星運⽤やサービス
に⽣かしていくことを積極的に検討していく必要がある。また、技術的成果だけでなく、本成果の実利
⽤、これに伴う静⽌衛星のオペレーションコストの低減効果の評価も必要。

ご指摘も踏まえ、成果の今後の静⽌衛星への適⽤に資する取り組みを進める。

Ⅲ.3.1  準天頂衛星シス
テム等

○中⻑期計画に記載されている「測位信号欺瞞（スプーフィング）・妨害に対する抗たん性強化」につ
いて、法的、制度的な観点も含めた着実な対応が求められる。

内閣府を含む関係府省庁とよく連携して対応したい。
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Ⅲ.3.1  準天頂衛星シス
テム等

○DX化の加速、SDG・ESGといったグローバルな取組に対応していく状況において、衛星測位データを
利⽤した事業サービスはより⼀層の市場拡⼤が⾒込まれている。従来以上に、産業振興の側⾯での成
果が求められる事業であるため、産業振興の領域ごとに市場規模や競争⼒などを考慮したKPIを設定
し、その指標に基づいた評価が翌年度以降は重要になる。

数字でわかりやすく評価できるよう、計画には数的記載を含めることも重要と認識している。また、衛星測位データの
ユーザーの意向に柔軟に対応すること、宇宙基本計画等の政府⽅針に則って研究開発を進めること等も必要であ
る。数値⽬標の設定が困難な側⾯もあるが、引き続き適切な年度計画策定に努める。

Ⅲ.3.1  準天頂衛星シス
テム等

○国際的な優位性確保のためにも海外の測位システムとの相互利⽤の進展が望まれる。 国際的優位性の観点が重要であり、確保できるよう研究開発を進める。

Ⅲ.3.1  準天頂衛星シス
テム等

○関係府省と連携して、レジリエンスの強化に向けたインフラプランの検討を⾏うことなどが必要。 レジリエンスの強化にJAXAも貢献していくことが必要であり、関係府省とよく連携して対応したい。

Ⅲ.3.2  海洋状況把握・
早期警戒機能等

○海洋状況把握・早期警戒機能は、事故などの個別課題毎への対応も重要だが、将来システム、将
来構想を関係府省庁と協議し、提案するような活動も期待する。また、関係機関との連携を進め、結
果を検証しながら、より良い技術へと発展させていくことが望まれる。

ご指摘のような、JAXAからのシステムの提案、採⽤された技術・データ等の有効性検証などは、これまでも実施して
きており、今後も関係府省庁との連携をより深めながら、より良い技術への発展等を⽬指していく。

Ⅲ.3.2  海洋状況把握・
早期警戒機能等

○本分野において、JAXAは率先して衛星データ利⽤の実利⽤を進めており、評価できる。ただし、「海
しる」へのデータ提供や機能提供はすでに計画されているものであり、次年度で計画を超えた成果を出
すためには、次の段階として⺠間企業主導の衛星データ利⽤推進につなげるというアウトカムが望まれ
る。

JAXAが開発した先端的技術は安全保障機関が運⽤するシステムで活⽤されてきたが、そのシステム開発や改良
には⺠間企業が携っており、それらを通じて⺠間企業の技術⼒向上が図られてきた⾯があると考えられる。本分野で
の衛星データ利⽤がさらに拡⼤するよう、今後もJAXAは先端的技術の開発を⾏い、安全保障機関が運⽤するシ
ステムの能⼒向上だけでなく、⺠間企業と連携しながら、⺠間企業による衛星データ利⽤促進にも寄与していく。

Ⅲ.3.2  海洋状況把握・
早期警戒機能等

○⽶国では、安全保障・軍事分野においても、商業サービスを⼤幅に利⽤する⽅向性が⽰されている
ので、この領域においても、JAXAと商業サービス事業者との協⼒関係および役割分担について検討し、
適切な体制を構築することが望ましい。

JAXAは安全保障機関に対し、JAXA以外の衛星データの利⽤についても提案、助⾔を⾏っている。また、2021年
度には、ALOS-2と商⽤サービスとを活⽤した事業化検討※を実施しており、この検討で得られた知⾒も活かしなが
ら、安全保障機関や商⽤サービス事業者等との対話を進めていく。
※ALOS-2アーカイブデータを⽤いた事業化実証に向けたアーキテクチャ検討

Ⅲ.3.3  宇宙状況把握 ○今後の宇宙開発利⽤にとっても重要な項⽬であるため、引き続き確実な推進が望まれる。 今後の宇宙開発利⽤にとって重要な項⽬であることを認識し進めております。今後も、重要項⽬であることを認識し
確実に推進していく。

Ⅲ.3.3  宇宙状況把握 ○新設されるレーダー及び更新される光学望遠鏡による観測の連携により、スペース・デブリ状況把握
に⼀層の効果が⾒込まれる。令和２年度に成果を挙げたような天⽂学等の⼿法を取り⼊れることなど
も視野に⼊れつつ、インテグレーション、試験運⽤を着実に進めることを期待する。

レーダ及び光学望遠鏡による観測の連携に加え、2022年度の試⾏運⽤では、スペースデブリ状況把握に⼀層の
効果が⾒込まれる⼿法の検討・運⽤への活⽤を視野も⼊れ、着実に進めてまります。

Ⅲ.3.3  宇宙状況把握 ○デブリ観測能⼒の更なる向上、並びに成果の利⽤に向けた研究開発を期待するとともに、使い⼿側
の感想、意⾒などをフィードバックしながら、より使い勝⼿の良いものを⽬指すことが求められる。こうした
検証を踏まえた上で海外へも提供し、世界の宇宙開発に貢献することも検討する必要がある。

デブリ観測について海外宇宙機関と連携しグローバルな活動に取りんでおりますが、ご指摘を踏まえ、世界の宇宙開
発への貢献を更に意識し今後も取り組んでまいります。

Ⅲ.3.3  宇宙状況把握 ○多くの取組が進められており、成果につながりつつあることは理解できた。⼀⽅で、防衛省とのSSA事
業は着⼿段階、RABBITの利⽤もこれからという段階であり、アウトカム成果が出て来るのはこれからと
思われる。世界との対⽐での成果レベル評価、国際連携の場でどのような成果があったのか等に留意し
て、次年度の報告を⾏って頂くことを期待する。

2022年度の実績報告では、世界レベルでの評価や国際連携での成果にも留意した報告に努める。

Ⅲ.3.3  宇宙状況把握 ○「RABBIT」は、国外など、場合によっては無償提供でなくてもいいのではないかと考える。うまくマネタ
イズ（収益化）する⽅法を検討してはどうか。

海外機関（CNES）では、有料サービスで⾏っていますが、JAXAは、利益よりも「宇宙SDGs」の取り組みとして無
償提供とした。

Ⅲ.3.3  宇宙状況把握 ○防衛省との協⼒については着実に前進していると判断するが、防衛省からのフィードバックや要望など
を可能な範囲で開⽰いただきたい。RABBITの公開等の研究開発については、成果は出ていると考え
られるものの、これをどう普及させていくかの取組が不⾜していると感じる。ウェブに成果を掲載しておけば
あとは⺠間が勝⼿に使ってくれるといったことは考えにくい。

ご指摘を踏まえ、防衛省からのフィードバックや要望などを可能な範囲で開⽰できるよう努めていく。
RABBITの利⽤者拡⼤活動については、Webでの掲載に加え、JAXA駐在事務所から全宇宙機関・政府関係
者へダイレクトメール、デブリ以外の会合でのプレゼン、過去に⼩型衛星関連学会に参加した⼤学へのダイレクトメー
ル、国際学会発表を複数回、国連宇宙部[Promoting Space Sastanability]で講演など、⼩型衛星の⼤学
のコンソーシアムからの周知など、様々な⼿段で普及に取り組んでいる。
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Ⅲ.3.3  宇宙状況把握 ○より良い接近情報取得能⼒は、安全保障、産業化の双⽅とその良循環に必須のものである。衛星
寿命を延ばすことはもちろん、接近情報が安全保障を害さない形で⽇本の新しい宇宙産業を⽣みだす
可能性が⾼い。新たな宇宙産業、という観点からの政府内連携や官⺠連携に努めていただきたい。

ご指摘を踏まえ、政府内連携や官⺠連携に努めていく。

Ⅲ.3.3  宇宙状況把握 ○評価のタイミングについては、①研究開発が終了した時点、②研究開発成果が世の中に広まり、
ユーザーに利⽤される時点での2段階がある。スペース・デブリ接近回避計画作成ツールの開発につい
て、今年度は技術開発の⾯を評価したが、今後普及活動等により広く利⽤されるようになった場合は、
また改めて評価したい。なお、今後の評価のためにも、どのようなユーザーがどの程度活⽤しているのか、
また、回避⾏動への利⽤回数なども、継続的に調査していただきたい。

RABBITのユーザ名、衛星数のリストは、ヴァージョンアップ連絡⽤に⽤途を限定して収集したものであり公表を前提
としていないため、今後も公開は困難。また、RABBITを⽤いた回避⾏動・回数などユーザ運⽤情報は、他機関に
は公開しないことが通常であり、JAXAが具体的な内容を収集する事は困難。しかしながら、どれだけのユーザが利
⽤しているかという情報は継続的に調査をしていく。

Ⅲ.3.4  宇宙システム全体
の機能保障強化

○ミッションアシュアランスとは、セキュリティだけを指すわけではないため、今度は宇宙システムのミッションそ
のものについて、ミッションアシュアランスの観点からアーキテクチャ評価・脆弱性評価を⾏うことが望まれ
る。セキュリティだけではなく、ミッションアシュアランスの観点からの検討が必要。

政府から⽰された、宇宙システムの脆弱性評価⼿法（点検リスト）に基づき、セキュリティ以外の観点を含め、宇
宙機の脆弱性評価を実施済みであり、且つ政府にて内容をご確認頂いている状況。引き続き、政府からの求めに
応じて、評価検討⽀援を⾏っていく。
また、現在、政府において、多様なリスク・脅威の下でも宇宙システム全体の機能が維持されることを保証するため、
その兆候把握、情報収集及び対処の検討等を⾏うための机上演習等の取組みが進められており、JAXAは、同机
上演習に参加し、技術的知⾒の協⼒・⽀援を⾏っている。このような取組みを通じて、政府における機能保証の在
り⽅検討等にも引き続き貢献していく。

Ⅲ.3.4  宇宙システム全体
の機能保障強化

○⺠間企業が宇宙活動を活発化させていく中、より積極的な情報提供と知⾒共有が求められる。 2020年度よりセキュリティ標準制定により得られた知⾒を経産省の産業サイバーセキュリティ研究会内の宇宙サブ
ワーキンググループに共有することで⺠⽣/産業分野への共有も実施している。また、2021年度は、国内外の宇宙
機関連システム特有の脅威情報の収集のため、宇宙分野におけるセキュリティ脅威情報共有組織であるSpace
ISACに加⼊している。
今後の政府における議論やセキュリティ対策に関する動向等を踏まえつつ、引き続き宇宙システム全体のセキュリティ
向上に努めていく。

Ⅲ.3.4  宇宙システム全体
の機能保障強化

○業務実績等報告書では、⺠⽣/産業分野の側⾯に⾔及していただきたい。宇宙システムセキュリティ
管理標準・セキュリティ対策標準の制定と普及に⺠間企業が関与したとの記述があるが、製造側だけで
なく衛星オペレータや利活⽤サービスも関与しているかという点など、企業との連携についてより詳しい報
告を望む。第三国からのサイバー攻撃が激化する中、こうしたカテゴリーへの関与も重要と考える。

ご指摘の点を踏まえ、2021年度業務実績等報告書において記載した（Ⅲ.3.4項6⾴参照）

Ⅲ.3.4  宇宙システム全体
の機能保障強化

○サイバーセキュリティーの向上が課題となると考える。宇宙だけの問題ではないので、政府内、産官学
の協⼒を進めるとともに、宇宙分野においては、セキュリティ向上・強化をリードしていただきたい。

2020年度よりセキュリティ標準制定により得られた知⾒を経産省の産業サイバーセキュリティ研究会内の宇宙サブ
ワーキンググループに共有することで⺠⽣/産業分野への共有も実施している。また、2021年度は、国内外の宇宙
機関連システム特有の脅威情報の収集のため、宇宙分野におけるセキュリティ脅威情報共有組織であるSpace
ISACに加⼊している。
今後の政府における議論やセキュリティ対策に関する動向等を踏まえつつ、引き続き宇宙システム全体のセキュリティ
向上に努めていく。

Ⅲ.3.4  宇宙システム全体
の機能保障強化

○中⻑期⽬標に掲げているJAXAが保有する宇宙システムの脆弱性の評価は、今後の計画を進める
上で重要であることから、早期に⼿掛けていただきたい。

宇宙システムの脆弱性評価をはじめとするセキュリティ強化施策は鋭意実施しております。また、宇宙分野における
セキュリティ脅威情報共有組織であるSpace ISACへの加⼊や外部の専⾨家をアドバイザーとして招聘し外部の最
新の知⾒を取り⼊れるなど、より⼀層のセキュリティ強化に努めている。

Ⅲ.3.4  宇宙システム全体
の機能保障強化

○機能保証強化における宇宙機関連システムのセキュリティ対策への取組は、宇宙関連に留まらず、
他分野の機関にも参考になると思う

2020年度よりセキュリティ標準制定により得られた知⾒を経産省の産業サイバーセキュリティ研究会内の宇宙サブ
ワーキンググループに共有することで⺠⽣/産業分野への共有も実施している。また、2021年度は、国内外の宇宙
機関連システム特有の脅威情報の収集のため、宇宙分野におけるセキュリティ脅威情報共有組織であるSpace
ISACに加⼊している。
今後の政府における議論やセキュリティ対策に関する動向等を踏まえつつ、引き続き宇宙システム全体のセキュリティ
向上に努めていく。
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Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○社会インフラが不⼗分な発展途上国や島嶼国等が抱える課題に対し、JAXAの観測衛星による⽀
援活動を拡⼤し、国際社会におけるJAXAの役割を確⽴し、国際的な影響⼒を⾼めることが重要。

JAXA中⻑期計画上も、地球観測衛星による社会の諸課題への対応貢献を掲げており、引き続き重視していく。

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○引き続きJAXAは率先して衛星データ利⽤の実利⽤を進め、それを⺠間企業が引き継ぎ、ビジネスと
して衛星データ利⽤が社会実装されることが望まれる。

⺠間ビジネスとなり得るものは、JAXAの研究開発成果を幅広く⺠間企業等に移管していくことが重要である。これ
まで⺠間企業も含めた関係者との緊密な意⾒交換・調整・検討などを⾏いながら、研究開発や実証を進めてきた
が、引き続き重視する。
（JAXA宇宙イノベーションパートナーシップ（J-SPARC）（Ⅲ.4.1　⺠間事業者との協業等の宇宙利⽤の拡⼤
及び産業振興に資する取組で記載）で、衛星リモートセンシングについても⺠間企業と連携した新たな事業価値
創造などにも取り組んでいる。）

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○この分野でのJAXAの役割はますます⾼まっていくことから、JAXAの他部⾨でも⾏われている防災関
連の活動と協⼒しながら、今後の業務を進めていく必要がある。

ご指摘のとおり、JAXA内外との協⼒・連携を重視して、業務を進める。

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○JAXAが担うべきリモートセンシング衛星の技術の中で、⺠間が世界市場で戦うために活かせるものを
うまく移管する仕組みが必要。防災や環境観測など公共性の⾼いものであっても、⺠間ビジネスとなり
得るものもあり、⽇本の宇宙産業振興のためにJAXAが協⼒、移管、啓蒙その他貢献できる分野は少
なくないと考えられる。適切に⾏う仕組みが必要。

⺠間ビジネスとなり得るものは、JAXAの研究開発成果を幅広く⺠間企業等に移管していくことが重要である。これ
まで⺠間企業も含めた関係者との緊密な意⾒交換・調整・検討などを⾏いながら、研究開発や実証を進めてきた
が、引き続き重視する。
（JAXA宇宙イノベーションパートナーシップ（J-SPARC）（Ⅲ.4.1　⺠間事業者との協業等の宇宙利⽤の拡⼤
及び産業振興に資する取組で記載）で、衛星リモートセンシングについても⺠間企業と連携した新たな事業価値
創造などにも取り組んでいる。）

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○実利⽤が多くなってきたリモートセンシング衛星について、衛星の運⽤、データ利⽤、ひいては研究開
発の在り⽅、エコシステム、さらには⺠間にできることは⺠間に任せる観点から、公共分野や⺠間への利
⽤促進をJAXAがどこまで⾏のか、中⻑期的な検討が必要。衛星リモートセンシングの主要な担い⼿を
⺠間・商業主体に引き継がせ、⾮宇宙データと合わせて社会実装していくための道筋を確⽴することが
求められる。

JAXAの研究開発成果を幅広く⺠間企業等に移管していくことが重要である。⺠間企業も含めた関係者との緊密
な意⾒交換・調整・検討などを⾏いながら、中⻑期的に研究開発や実証を進めており、引き続き重視する。

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○ALOS-2後継機の早期の打ち上げと、観測の継続性の確保が求められる。 ご指摘のとおり、地球観測の継続性の確保が重要であり、引き続き重視する。

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○地球規模の課題解決に向けた利⽤においては膨⼤な潜在性があると理解。⽇本が主導する形でグ
ローバルな取り組みがますます重要となる。ESGの意識で社会のしくみが根本から⼤きく変わろうとしてい
る中、宇宙技術や利⽤の中でもとりわけ地球観測やリモートセンシングの環境保全への貢献が求められ
る。

ご指摘のとおり、⽇本が主導する形でのグローバルな取組が重要であり、環境保全への貢献なども引き続き重視す
る。

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○脱炭素に社会⾏動が変わろうとしている中、⼀層「いぶき」のデータ利⽤促進を⽬指し、「いぶき」の技
術や温室効果ガスのデータを分析して利⽤する社会実装が進むことを期待する。

更なるいぶきのデータ利⽤促進や温室効果ガス関連の研究開発成果の社会実装化を引き続き、重視してまいりま
す。

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○業務実績等報告書において、Ｓ評価を提⽰する場合には、世界最⾼⽔準か、宇宙産業の国際競
争⼒も含めた強化や社会⽣活の向上に著しく貢献したか、⽬標（KPI）に対して何が⾶びぬけて達成
できたのか、核となる⼤きな成果/貢献（アウトカム）は何か等の視点から、衛星リモートセンシング全
体としての評価根拠を明確に⽰して頂きたい。社会貢献の⾯に関しても、⾦銭換算ができなくとも設定
⽬標（マイルストーン）に対する達成度、世界と⽐較したレベル評価など、客観的評価に努めて頂きた
い。とくに社会システムとしての実装/貢献評価に際しては、実際の社会システムの中でどのように使わ
れ、どう貢献できたのかについて、評価根拠となる具体的事実をしっかり⽰して頂きたい。その際、JAXA/
国内の⽬線では無く、外部/世界から、あるいはユーザー機関や納税者である国⺠の⽬線から評価を
⼼掛けて頂きたい。

世界との⽐較など、数字でわかりやすく評価できるよう、計画には数的記載を含めることも重要と認識している。ま
た、衛星データのユーザーの意向に柔軟に対応すること、宇宙基本計画等の政府⽅針に則って研究開発を進める
こと等も必要である。数値⽬標の設定が困難な側⾯もあるが、引き続き適切な計画策定・⾃⼰評価に努める。
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Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○国内外への衛星データの提供数や論⽂数は、衛星毎の数でまとめられているが、提供先や筆頭著
者の所属機関地域別（国内・アジア・欧⽶等）でも年度毎にまとめることとすれば、国際的な影響⼒
の変遷を測る指標の⼀つとできると考える。

⾮宇宙系含め幅広く、多くの⽅に衛星データが利活⽤されることを重視しており、活動指標として、衛星データの提
供数や論⽂数をこれまで、⽰してきた。しかし、⽰してきたこれら数（内訳、⽐率等）は、国際的な影響⼒の変遷
の⾒える化には寄与しにくいと認識している。
例えば、衛星データの提供数の内訳・⽐率等は、各衛星の特徴等によるところが⼤きく、運⽤当初等を除き、年度
毎の⽐率は⼤きくは変化しにくい状況である※1。
※1  例えば、GCOM-Cデータの提供先は、概ねサイエンス系（⼤学、研究機関等）が約3割、⺠間系（漁業
関係、農業関係、気象関係等）が約2割、残る５割は多種多様な⺠間系や個⼈（漁業関係、農業関係、気
象関係等以外）となっている。
また、適切な⽐較対象選定等（適切な前提条件の設定含む）が困難な状況もある※2。
※2  例えば、NASA,ESAは予算規模の違いだけでなく、類似機能等を持った複数衛星でデータを取得することも
多い（対して、JAXAは単機衛星での対応も多い）など、⽐較が困難。
⼀⽅で、ご指摘のとおり、国際的な影響⼒の観点含め、数字でわかりやすく成果・傾向を⽰していくことが重要とも
認識しており、ご指摘を踏まえ、より適切な指標の提⽰、⾃⼰評価に努める。

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○災害時に必要とされる様々な情報は、JAXAのリモートセンシングのみが提供しているわけではない。
標準点を管理し、必要な場合にはドローンによる実測情報を提供する国⼟地理院や、災害情報を直
接、⾃治体や住⺠に伝える気象庁なども、情報という場において、協調関係にもあり競合関係にもあ
る。今後は、他の主体との協調と競合の関係を明⽰しながら、適切な分業のあり⽅、協調の進め⽅、さ
らには、JAXAが強化すべきニッチなどを⽰しつつ、リモートセンシング機能の評価を進めていただきたい。

ご指摘のとおり、災害対応では、衛星だけでなく、ヘリコプター、ドローンなど様々な技術が活⽤される。衛星搭載
レーダーは、天候によらずより広域な観測が実現できるなどの利点を⽣かした活⽤がされてきた（業務実績等報告
書の記載総量等から記載・説明を割愛した。）。JAXA実績の明確化だけでなく、JAXA以外の実績がJAXA実績
と誤認されないよう記載してきたが、ご指摘の観点にも留意する。JAXA外からも分かりやすく、適切な⾃⼰評価とな
るよう努める。

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○AIS情報の重要な機能（船舶位置の把握や他船等との衝突回避）に基づく成果は令和２年度
においては⾒られない点が残念。

ご指摘のAIS情報関連に係る成果は、令和2年度においても、Ⅲ.3.2 海洋状況把握・早期警戒機能等で報告
している。

Ⅲ.3.5  衛星リモートセンシ
ング

○衛星データの利活⽤に関しては、Tellusの利⽤促進策や業界側のアイデアによるところも⼤きく、
JAXA独⾃の取組みがあれば特記するべき（業界への働きかけなど）。

2020年度の業務実績等報告書で記載した、2021年2⽉の「センチネルアジアへの緊急観測要請に係る標準⼿
順書」に係るオンラインワークショップは、JAXAが独⾃に開催したものである。ミャンマー、タイ、ベトナム等多数の防災
関係者が参加し、本ワークショップを通じてアジア諸国における災害時の衛星データ利活⽤に係る能⼒向上に貢献
できただけでなく、JAXAの国際的プレゼンスの維持向上が図られた。より多くの⽅に、読みやすいものとなるよう引き
続き業務実績等報告書の作成に努める。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○はやぶさ、はやぶさ２とサンプルリターンに続き、次の⽕星衛星探査計画（MMX）でもサンプルリター
ンを成功させることによって、サンプルリターンを我が国の探査の特⾊のひとつとして科学⾯・技術⾯ともに
⼀層先鋭化されていくことを期待する。

「はやぶさ」「はやぶさ2」で世界をリードするサンプルリターン探査技術・経験を⽣かし、MMXを開発中。宇宙科学・
探査分野のプログラム化を進めており、更にその先の技術展開について検討中である。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○この成功をモデルにして、研究成果のみならず、⼈材育成、流動性、多様な⼈材の登⽤について、
若⼿研究者の育成の制度の再構築を検討し、進めていただきたい。

若⼿研究者育成の制度については、テニュアトラック制度などをはじめとして不断の⾒直しを実施している。2021年
度も⾒直しの⼀環として、テニュアトラック制度の⼀部変更を実施した。今後も、若⼿研究者の育成については⼒を
⼊れていきたい。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○技術⼒の継承、維持・向上には、研究開発の継続が必要。宇宙科学・探査ロードマップの中で、ポ
ストはやぶさ２の計画、戦略策定について検討する必要がある。プロジェクトの実現までは⻑い時間を
要するので、将来計画を明確にすることで組織の求⼼⼒を⾼め、取り組んでいく必要がある。

サンプルリターン計画として⽕星衛星探査計画（MMX）を開発中。2021年度には、新たなミッション⽴ち上げ⽅
策を決定した、2022年度以降、当該⽅策に基づき将来計画をより明確化していく予定。また、技術のフロントロー
ディングを活⽤し、次世代サンプルリターンミッション等へ向けた先⾏的な技術開発を今後検討していく予定。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○⼈材育成では、若⼿研究者の育成の⼯夫が⾒られるが、コロナ禍で海外との交流などに困難が⽣じ
たと思う。若⼿に国際的な経験を積ませることを継続的に実施してもらいたい。

海外との共同開発ミッションである「戦略的海外共同計画」に若⼿研究者を担当として参画させる、また、SLS相乗
り超⼩型探査機ミッション開発の⼀環として超⼩型探査機のNASAへの引き渡しを若⼿研究者に担当させる等に
より、国際的な実地経験を積ませている。
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Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○「はやぶさ2」の評価報告で、プロジェクト全体の成果説明をされていたため、過年度の成果を含めて
⾼評価してしまう危険性があった。今後は、当該単年度の成果に絞って説明する必要があると思われ
る。

2021年度についてはより単年度の成果（はやぶさ２の初期記載分析等）にフォーカスして説明資料を作成させて
いただいた。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○「あかつき」「ひので」「あらせ」が顕著な科学的成果を上げている。次年度以降も、「はやぶさ２」頼み
では無い、「宇宙科学・探査」全体としてのバランスのとれた成果創出を⽬指していただきたい。

2021年度も「あかつき」成果がScience誌に掲載されているところ、ご指摘いただいた内容も踏まえ、引続きバラン
スの取れた成果創出を⽬指していく。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○「夢と希望」への関⼼増進のみならず、国際的な場での「我が国の」プレゼンス向上や、宇宙の社会
システム化と経済的ベネフィット創出などに、「宇宙科学・探査」の⽴場からも取り組んでいただきたい。

宇宙科学・探査ミッションの重要な役割の1つとして、我が国のプレゼンス向上があり、引き続き世界第１級の科学
成果の創出に取り組んでいきたい。また、宇宙ベンチャーとの連携や技術⽀援も近年多く実施しており、産業振興
等の経済的ベネフィット創出にも取り組んでいる。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○SPICAのＭ５ミッション選定候補からの取り下げに関して、「今回の取り下げを教訓として、今後の戦
略的中型計画の戦略的な選定につなげる」とあるが、取り下げに⾄った経緯についての解析と教訓の整
理、SPICA開発に伴う技術的科学的成果等の将来ミッションへの有効活⽤状況など、フォローアップを
希望する。

SPICAの取り下げについては、2020年度末から2021年9⽉まで第三者委員会を開催し、取り下げに⾄った経緯
についての教訓を整理のうえ、検討初期段階の組織的なフロントローディングの充実等、改善策をまとめた。これらを
踏まえつつ、今後の戦略的中型計画等の選定や確実な開発につなげていく。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○「はやぶさ2」に関しては、⾮の打ちどころのない成果を出していただいたと評価している。この経験から
得られた知⾒は余すところなく若⼿の研究者に引き継ぎ、将来ミッションにしっかりと⽣かせるような努⼒
を期待する。現在計画されているミッションは息の⻑いものが多く⾒受けられる。短い（2〜3年）程度
のサイクルで、簡単なサイエンスや技術実証等、どんどん試せる仕組みを作れないか。失敗してもOKの
計画とすることで、より⾼度な技術の獲得につながるのではないか。

観測ロケットや⼤気球実験は、衛星開発よりも短期間で実施できるため、短いサイクルでの技術実証等の機会とし
て活⽤できることから、JAXA全体の⼈材育成プログラムとしての提供を現在検討している。多様な機会を通じ、⼈
材育成に努めて参りたい。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○MMXは世界初のサンプルリターンとして、その科学的成果と社会的インパクトが⼤きいこともあり、予
算の獲得も含め、具体的な実施の道筋を⽴ててほしい。

MMXは、2024年の打上げに向けて現在開発中である。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○サンプルを利⽤した研究⽣活に対しては、JAXAの他にも⼤学等の多くの研究機関が関わるため、
JAXAの貢献が中核にあったサンプルリターンまでの⼀連の過程とは若⼲評価の軸が異なるのではない
か。来年度以降に期待される研究成果については、研究内容の評価軸が明確になるような評価が必
要になると思える。

2021年度のリュウグウサンプルに関する成果については、JAXA所属の研究者が中⼼となった成果を記載している。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○MMXの予算は今度3年程度で３００億円を超えて投⼊すべきであり、JAXAの予算獲得が極めて
重要である。

政府の委員会からの意⾒として⼤変感謝する。政府と協調しつつ予算獲得に向けて努⼒していきたい。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○技術のフロントローディングの事例では、取組を開始してから数年が経過したと思われるので、その成
果を客観的に評価する指標についても検討いただきたい。

技術のフロントローディングは出⼝として、宇宙マイクロ波背景放射偏光観測衛星（LiteBIRD）や⾚外線位置
天⽂観測衛星（JASMINE）といった難しい衛星計画の⽴案につながっており、引き続き⾮常に重要である。今後
ともわかりやすい成果の説明に務めていきたい。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○技術的成果が社会に還元されるスピンオフへの期待が⾼まっている。政府と連携し、技術のスピンオフ
や社会実装を加速することを期待する。

宇宙科学・探査分野においても技術のスピンオフ/社会実装等を意識して研究開発を⾏っている。2021年度は、
宇宙科学研究所で培ってきた固体ロケット燃焼試験技術を⺠間活⽤し、JAXA能代実験場にてスペースワン社の
⼩型ロケット⽤エンジン燃焼試験等に協⼒し、成果の社会還元を進めた。

Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○⼤型で複雑な科学探査衛星による⼤型ミッションが注⽬される⼀⽅、⺠間の宇宙事業の台頭により
⼩型衛星によるさまざまな科学ミッションが進⾏しているが、⺠間の活⼒や資⾦を取り⼊れて協⼒して進
める⼩型で機動⼒があるミッションが出てくることにも期待。

⼩型衛星ベンチャー企業等の活⼒を積極的に活⽤すべく、検討を進めている。
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Ⅲ.3.6  宇宙科学・探査 ○⽇本が得意なサンプルリターンミッションは他国でも実現するところが出てきているが、次のMMXでも新
たな⾦字塔となり多くの成果が⽣まれることに期待。

政府の委員会からのご意⾒として⼤変感謝いたします。2024年度に確実に打上げられるよう開発を進めていく。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ＜今後の課題＞
○アルテミス計画は、今後の⽇本の宇宙開発における⼤きな柱になるため、確実にアルテミス計画を推
進するだけでなく、⽇本の⽉開発の根幹を担うため、産業界・科学コミュニティとの連携を強めて実施し
ていくことが重要。

持続的な⽉探査の実現には、産業界や科学コミュニティとの連携が必要と認識しており、ゲートウェイ、⽉周回軌
道、⽉⾯における利⽤機会の提供や、⺠間輸送サービスの活⽤、⽉周回・⽉⾯での科学テーマ実施検討などの形
で連携を進めている。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○ゲートウェイへの物資・燃料補給を、ISS補給技術の転⽤にとどまらず、将来の物資専⽤の⺠間輸送
サービスの創出も視野に、打ち上げからゲートウェイまで総合的・戦略的に取り組むことが望ましい。

低軌道やゲートウェイへの物資補給については、技術的に確⽴したところから物資輸送サービス事業として⺠間移管
するよう検討を進めたい。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○今後本格的に研究開発が進むようになると、リソースの⾯で、他の研究開発に対する影響が想定さ
れるため、ISSも含めて研究開発項⽬の取捨選択に加えて、⺠間活⼒、⼤学の研究⼒の活⽤など、
広範な協⼒が得られる体制づくりを期待する。

アルテミス計画への参画においては、我が国がISSで培った技術や国際調整の⼿法を活⽤するとともに、宇宙探査
イノベーションハブ等の仕組みにより、科学コミュニティや産業界が持つナレッジを活⽤することで、コスト・リソースの効
率化に取組んでいる。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○アルテミス計画、ゲートウェイは多くの国がかかわるので、計画が遅れたり、利害関係が衝突したりする
など、問題が起こる可能性もある。これまで培ってきた技術、国際協⼒の現場体験を⽣かし、交渉⼒を
⾼めることが求められる。またそうした動きも含めて、国⺠へ説明をしていくことも必要。

アルテミス計画・ゲートウェイにはISS計画の経験者が多く携わっており、開発や安全管理にかかる技術的な知⾒の
みならず、⻑年にわたりISS協⼒で培った各国との信頼関係や調整⽅法などを活かして取組んでいる。また、広く⼀
般層や産業界に対し、持続的な⽉探査への理解と活動参加を促進するため、シンポジウムや講演活動等にも⼒を
⼊れて実施している。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○海外連携というのは海外市場を取り込むという側⾯もあるため、産業界を巻き込む形で戦略をたてて
いく必要がある。

宇宙基本計画において、我が国の強みを活かした国際宇宙探査への参画の必要性が⽰されている。ISSや地球
低軌道活動で培った技術の⾼度化により産業競争⼒の向上を図るとともに、産業の裾野拡⼤を⽬指し、⾮宇宙
産業を含む幅広い分野の企業とも連携して事業に取組んでいる。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○技術開発に留まらず、より⼀層の産業振興を進めるべき。⾮宇宙産業を含む新たなプレイヤーなどの
参⼊を促し、多彩なパートナーとともに宇宙探査エコシステムの拡⼤が求められる。産業振興を促進す
るためには実証機会の確保が必要。

⽉⾯開発については、内閣府主導の「宇宙開発利⽤加速化戦略プログラム」やJAXAの宇宙探査イノベーションハ
ブにおいて、⾮宇宙産業を含む新たなプレイヤーも活躍できる枠組みが構築されている。　これら研究開発成果の
実証機会の確保として、ゲートウェイ、⽉周回軌道、⽉⾯における利⽤・実証機会の提供に向けた取組みの構築を
進めている。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○アルテミス計画及びゲートウェイプロジェクトへの参画は費⽤負担が最⼤課題。現在のJAXA予算から
捻出するのではなく、プラスαの予算獲得を⽬指すべき。⼀⽅、ISSの運⽤を⺠間に委託し、⼿離れをよ
くして、費⽤負担の軽減努⼒もすべきである。

各国の宇宙機関においても、アルテミス計画の推進により国際宇宙探査のリソースを増やし、低軌道活動は中⻑期
的には企業の参画⽐重を⾼めて⺠間主体への移⾏を図る⽅向で進めている。政府とも連携して、適切に推進でき
るように検討してまいりたい。
また、⾮宇宙産業やベンチャーを含む多くの企業の参画により、国際宇宙探査及び低軌道活動全体として活動規
模の拡⼤を⽬指す取り組みも進めている。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○⽴ち上がりつつある⽉ゲートウェイ構想の中で、多くの側⾯から取り組み、着実に⾜場を築き技術的
成果もあげていることは⾼く評価できる。⼀⽅で、超⻑期かつ巨額の資⾦が必要となる有⼈宇宙探査
に対して、⺠間の投資も含めてどのように⾒通しを⽴てて（KPIや⽬標値を設定して）、どのように実践
しモニタリングしていくのかについては、明確な説明がなかった。JAXA全体としてのリソースの配分や超⻑
期の活動を⾒越した、ある程度の数値やマイルストーンも含めた計画/ロードマップの⽴案と報告を期待
したい。

持続的探査の実現には、資⾦・⼈的リソースの観点で幅広く産学の参画が不可⽋だが、
当⾯は政策的な取組みを主体として⽉探査を⽴ち上げる段階であり、政府間合意や⼯程表等に基づく計画を⽴
案し推進している。
これら事業の性格からJAXAだけでの指標設定が難しい側⾯もあるが、⼀⽅で、⼀連のJAXAの取組みが、政策や
市場動向と合致しているか傾向を理解する観点から、⻑期的なリソース動向をみる、また他産業や諸外国と⽐較
するための指標を設定することは有効であると考えており、必要な調査・検討を進める。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○広報以外の⾯で、我が国の社会・国⺠（納税者の視点）に対してどのようなベネフィット/アウトカム
を創出できているのかについて、不断の検討と成果の提⽰をお願いしたい。

探査を通じて獲得した技術は、企業とも連携して地上への還元を進めており、探査ハブでの共同研究に加えて、プ
ロジェクト成果（⾃動ドッキング実証におけるフラッシュ・ライダ等）の⺠⽣転⽤にも取組んでいる。今後も継続して
宇宙と地上のデュアルユースを意識した成果の創出／早期の社会実装に向けて取組みを進める。
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Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○ゲートウェイや⽉探査ローバなど、国際宇宙探査のどの領域にJAXAが関われるかは、これまでの⽇本
の宇宙開発の信頼と実績がものを⾔うのだと考える。積極的な姿勢でシェアを獲得していただきたい。

我が国がISS/きぼうで優位性を持つ技術をさらに発展させ、ゲートウェイでは基幹システムを任される役割を獲得し
てきた。引き続き、⽇本の強みを持つ技術を積極的に活⽤し、国際協働プログラム等の中で信頼と実績を確保して
いきたい。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○国際有⼈宇宙探査は、ロードマップに沿って、引き続き宇宙科学・探査計画と連携をとりながら進め
ていただきたい。

科学コミュニティと連携し、世界第⼀級の科学の実現等に向けて、⽉探査・⽕星探査における我が国が優勢性を
持つミッションの検討を進めている。引き続き連携して進めたい。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○ゲートウェイ及びアルテミス計画の推進に向けて着実に前進していると評価する。⼀⽅でISSも短くとも
2024年までの維持が必要であり、今後⽕星探査に向けた機運も⾼まっていくことが予想される。⽇本と
して、こうした他国との協調を前提とした有⼈探査において、どのように主体性を発揮していくのか、どの
技術を押さえにいくのかをしっかり議論しておくことが重要と考える。⺠間企業との連携を深め、事業化に
向けた課題を共有し、JAXAだからこそ取り組むことのできる領域の明確化を期待する。

我が国が優位性を持つ技術によりアルテミス計画に中核的な役割をもって参画するべく取り組んでいる。例えば
Gatewayでは、⽇本の⾮宇宙セクターの技術を適⽤して有⼈システムの基幹機能である⽣命維持機能を提供す
る計画である。　また、将来の⽉探査ローバの開発においては⾃動⾞産業とも連携を強化している。今後も、JAXA
として取り組むべき領域を明確化しつつ事業を進めたい。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○アルテミス計画は、国際宇宙探査の中でも特に政治的・外交的な観点もあり、JAXAが担う部分と
政府が担う部分は異なることは理解する。その上で、アルテミス合意が予定する今後のさまざまな宇宙
機関間取決めやそれを実施するための多様な技術⽂書の交渉や⽇常の⽂書実施における法的問題
点への対応のためにも、JAXAにおける法務部⾨のありかたの再考が必要なのではないかと考える。
NASAをはじめとする多くの宇宙機関では法務部⾨があり、そこが窓⼝となり、他国との対応に従事す
る。アルテミス計画メンバー国との⽇々の連絡や意思疎通のために、また、⽇本として対応するために
JAXAが政府に協⼒する⽬的のためにも、JAXAの個々の部に法務に携わる課、その他の区分などがあ
る、という状態では、今後、後⼿に回るおそれがないか懸念される。アルテミス計画を離れても、宇宙活
動のルール形成で世界を主導するという宇宙基本計画の⽬標をかなえるためには、軸となる法務の部
⾨をもつ時期に来ているのではないか、という点について、内部での検討がなされてもよいように思う。

JAXAでは、本社法務部⾨が中⼼となって関係省庁（外務省・⽂科省等）が⾏う国際取り決めの締結交渉を法
務の専⾨家として⽀えている。⼀⽅で、実施主体であるプログラム推進部⾨のもとに配置された法務系⼈材は、具
体的な実施内容・⽅法の取り決めへの反映やその実⾏において発⽣する各問題に対して機動的かつ的確な対応
を⾏っている。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○コロナ禍でのアルテミス計画に関する国際調整等、⼀定の成果を上げたことは評価する。⼀⽅で、多
くのアウトプットは計画通りであり、また、アウトカムの多くについては今後に対する“期待”が”特別な成果
の創出の期待”であることが明⽰されることなく評価しているように⾒受けられる。”特別な成果の創出の
期待”であることの説明とともに評価するか、これらが実現したときに、成果としてあげるのが望ましい。

2021年度の評価においては、年度内に成果が得られたアウトプット／アウトカムに重点をおいて評価を⾏った。ま
た、コロナ禍において困難を伴う国際調整等の進捗については、プロセス評価の観点から報告を⾏った。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○これまで宇宙開発に携わってこなかった「⾮宇宙産業」とも⽉探査で協⼒を進めており、新たなイノ
ベーション創出につながることも期待されるので、⼀層推進してほしい。

引き続き、スタートアップ企業や「⾮宇宙産業」を含む幅広い産業と連携を継続・発展させ、持続的な探査に向け
た取組みを進めたい。

Ⅲ.3.7  国際宇宙探査 ○ここでの⺠間企業との連携の状況を産業界へフィードバックする機会を作り、新しい部品などが⽣まれ
る循環を作ってもらいたい。

宇宙探査イノベーションハブ活動等、常に宇宙と地上のデュアルユースを意識して価値の創出に取組んでいる。常に
意識して活動していきたい。
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Ⅲ.3.8  ISSを含む地球低
軌道活動

○ISSは⻑期にわたり巨額の費⽤を投下しているプロジェクトであるという前提を意識した上で、投資に
⾒合う成果の創出を⼼掛けていく必要がある。

成果は、⼤きく①国際プレゼンスの維持・向上、②有⼈宇宙開発基盤技術の獲得、③実験利⽤成果、④商業利
⽤拡⼤の成果があると考えている。例えば、①、②の観点では、アジア唯⼀ISS計画に参画し、有⼈宇宙技術を獲
得し、ISS全体への貢献によるISS参加各極からの信頼獲得によって国際宇宙探査計画に⽶欧露加と並び主体
的な⽴場で議論に参加することができている。成果にはこのように定量化が困難なものも含まれるが、引き続きその
意義を国⺠に広く情報発信を⾏いなど、成果の創出に努めて参りたい。

Ⅲ.3.8  ISSを含む地球低
軌道活動

○「フィジビリティー検討から約1年半の短期間で（MMX）探査につながる技術実証利⽤を実現」の
成功例を単発で終わらせず、短期間で効果が得られた要因を分析するなどして、「きぼう」環境の利活
⽤を更に促進していく必要がある。

MMX(重⼒依存性研究）については、「きぼう」が有する強み（⽉・⽕星の重⼒を模擬可能な実験環境）を活⽤
したことによる成果であるが、ご指摘を踏まえ、このような成功例を積み重ね、継続的に探査等幅広い分野での利
活⽤を進めて参りたい。

Ⅲ.3.8  ISSを含む地球低
軌道活動

○開発の成果をについて国⺠の⽀持を得るため、わかりやすい内容での広報コミュニケーションを展開し
ていく必要がある。

成果は、⼤きく①国際プレゼンスの維持・向上、②有⼈宇宙開発基盤技術の獲得、③実験利⽤成果、④商業利
⽤拡⼤の成果があると考えている。例えば、①、②の観点では、アジア唯⼀ISS計画に参画し、有⼈宇宙技術を獲
得し、ISS全体への貢献によるISS参加各極からの信頼獲得によって国際宇宙探査計画に⽶欧露加と並び主体
的な⽴場で議論に参加することができている。成果にはこのように定量化が困難なものも含まれるが、引き続きその
意義を国⺠に広く情報発信を⾏いなど、成果の創出に努めて参りたい。

Ⅲ.3.8  ISSを含む地球低
軌道活動

○ISSとアルテミス計画関連の案件を含めた全体のリソースの配分をどうしていくのか戦略的に検討して
いく必要がある。

各国の宇宙機関においても、アルテミス計画の推進により国際宇宙探査のリソースを増やし、低軌道活動は中⻑期
的には企業の参画⽐重を⾼めて⺠間主体への移⾏を図る⽅向で進めている。政府とも連携して、適切に推進でき
るように検討してまいりたい。
また、⾮宇宙産業やベンチャーを含む多くの企業の参画により、国際宇宙探査及び低軌道活動全体として活動規
模の拡⼤を⽬指す取り組みも進めている。

Ⅲ.3.8  ISSを含む地球低
軌道活動

○ISSの2024年末以降の利⽤計画が不透明であり、最終的な出⼝戦略が必要である。この数⼗年
のISSプロジェクトによって、得られた知⾒・技術・ノウハウとそれに対して投⼊した資⾦の費⽤対効果を
冷静に分析し、その経験を⽣かして⽇本政府への助⾔も求められる。

2024年以降については、現在政府においてISS延⻑の議論が⾏われており、JAXAも技術的な観点から⽀援を
⾏っているところ。ご指摘を踏まえ、引き続き政府の検討を⽀援して参りたい。

Ⅲ.3.8  ISSを含む地球低
軌道活動

○利⽤総数／利⽤リソース割合の指標により、成果創出の効率を定量的に評価しようとする試みは評
価できる。しかし、利⽤総数／利⽤リソース割合の⺟数が明⽰されておらず、評価指標としての妥当性
に疑問が残る。また、国際プレゼンスの向上、SDGSへの貢献などは定量的な評価が困難である。しか
し、ISSについては年間400億円の経費がかけられており、特に低軌道の利⽤拡⼤、産業応⽤について
は、直接・間接的な貢献を含め、コストパフォーマンスの評価をしていただきたい。

利⽤総数／利⽤リソース割合については、各極に割り振られた利⽤リソース（ISS全体で利⽤可能な電⼒やク
ルータイムを100とし、⽇本の場合は協定に基づき12.5%が割り振られている）を⺟数として集計したものである。

Ⅲ.3.8  ISSを含む地球低
軌道活動

○多くのプレイヤーの参⼊を促し、産業化を進めるためには軌道上技術実証の頻度を上げることが必
要。

産業化については、J-SPARCや宇宙探査イノベーションハブの枠組みも活⽤し、⺠間等外部の参⼊を積極的に
図っているところ。また⺠間の強みを活かす事業化についても、超⼩型衛星放出事業及び船外実験プラットフォーム
活⽤事業に加え、2021年度からタンパク実験も事業化し既に顧客を獲得している。ご指摘を踏まえ、引続き多様
なプレーヤーによる軌道上技術実証の促進に向け取り組んで参りたい。

Ⅲ.3.8  ISSを含む地球低
軌道活動

○「きぼう」の利⽤を拡⼤するには、JAXAは、⺠間事業者や⼤学研究者の軌道上技術実証の機会を
安全に提供することや、軌道上で成果を出すためのサポートなども重要な任務。その体制の整備が必
要。

利⽤の拡⼤については、FY26以降関連の規程制定を含め体制の整備やメニューの拡⼤に取り組んでおり、例え
ば、タンパク実験においては専⾨家の配置や宇宙特有の結晶化をJAXA側が担うことでユーザの参⼊ハードルを下
げるなど、⼯夫を重ねてきている。このような取り組みの結果利⽤件数の増加につながったと考えているが、ご指摘を
踏まえ引き続きより多くの⽅々に利⽤いただけるよう取り組んで参りたい。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○イプシロンの開発を着実に進めると同時に、更なるコスト⾯での競争⼒強化実現を図っていく必要が
ある。

イプシロンSロケットは、国際競争⼒を向上することを⽬的に、H3ロケットとの部品の共通化等のシナジー効果を発
揮しコスト⾯での強化も図り、着実に開発を進めていく。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○H3及びイプシロンSについては、国際競争⼒の観点から、部品や技術の共通化によるコスト削減を
確実に実現させることが必要。コスト半減などの⽬標を着実に達成していく必要がある。

イプシロンSロケットは、国際競争⼒を向上することを⽬的に、H3ロケットとの部品の共通化等のシナジー効果を発
揮しコスト⾯での強化も図り、着実に開発を進めていく。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○再利⽤システムや⾼頻度打ち上げによる更なるコスト競争⼒や⽼朽化対策を含む射場の整備、⼩
型衛星のライドシェア打ち上げに対応するディスペンサやスペースタグ、即応型打ち上げシステムなど、将
来の宇宙産業の姿を的確にとらえた輸送システムの開発が望まれる。

再利⽤システムや⾼頻度打ち上げによる更なるコスト競争⼒及び将来の宇宙産業への対応については、「⾰新的
将来宇宙輸送システム研究開発プログラム」において検討を進めて⾏く計画である。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○Ｈ３ロケット打上げ延期に伴って、ＡＬ０Ｓ３の打上げが延期になってしまったことは、⼤変残念な
結果。ＡＬＯＳ３はJAXAのホームページでも「国や⾃治体の防災活動、災害対応に無くてはならな
い⼿段のひとつ」として紹介されている。その理由は、８０cmの地上分解能を有する光学カメラを搭載
し、建物の倒壊や道路の⼨断状況などを速やかにクリアな映像として確認できるからである。毎年のよう
に甚⼤な豪⾬災害が発⽣しており、⼀刻も早い運⽤が望まれており、延期による影響は甚⼤である。
ＡＬＯＳ３は、Ｈ３ロケット試験機ではなく、Ｈ２Ａロケットで確実に２０２０年度に打上げるという
経営判断をすべきではなかったかなど、ＡＬＯＳ３の延期について総括し、法⼈の業務実績報告書の
中に、記録として記載すべきであった。また、運⽤の遅延が重⼤な影響のある衛星と試験ロケットの組み
合わせのあり⽅についても、JAXA内で検討いただきたい。

ALOS-3含め我が国の重要なミッションへの影響を最⼩化できるよう、H3ロケット開発を最優先課題として取り組ん
でいく。
その上で、H3ロケットの開発遅れの影響が最⼩限となるよう、H-IIAへの乗換え等、あらゆる可能性を念頭に様々
な選択肢を検討して参りたいと考えいる。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○Ｈ３ロケットの打上げ計画は、元々は令和２年度に打ち上げる計画であったが、令和３年度の打
上げに変更されたもの。業務実績等報告書の「実績」の記述⽅法としては、計画通りに⾏かなかったこ
とが明確になるよう、この部分は⻘のハイライトで表現した⽅が望ましい。計画遅れが発⽣したにもかかわ
らず、計画を変更し、計画通りに進めたということが前例となると、機構の規律が低下する懸念がある。
⼀⽅、技術的な課題解決のため、打ち上げを延期したのは正しい判断。このことによってＣ評価にすべ
きではない。

ご指摘のとおり計画通りに⾏かなかったものについて、評価資料内で適切に表現する。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○新しいロケットの開発は度々あるものではないので、過去のロケット開発で得られた様々な知⾒やノウ
ハウを散逸させることなく、次世代へ確実に伝えていけるような技術伝承は⾮常に重要なので、引き続き
積極的に対応していただきたい。

限られた開発の機会を活かし技術の伝承に取り組んでいく。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○２０２２年度と⾔われていたこともあったが、２０２１年度にH３試験機初号機打上げが予定さ
れていることは努⼒の成果と考える。是⾮、H3ロケット、イプシロンSロケットともに地道に着実に開発を
進めて頂きたい。

H3ロケットの今年度の打上げ⾒送りに関して⾮常に重く受け取っている。我が国の衛星利⽤に貢献できるよう基幹
ロケットの確実な開発を進めていく。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○⺠間事業者への打ち上げサービス移管後の、⺠間事業者の営業⽀援のあり⽅についても検討の余
地があるのではないか。契約の中⾝について詳細を把握していないが、打ち上げ回数に応じて射場利⽤
に関わる費⽤を割り引く等。⺠間事業者の営業努⼒を引き出すインセンティブのあり⽅について検討で
きないか。

⺠間事業者の⽀援として、H3ロケットでは本格的な市場参⼊のために国際競争⼒を維持向上させる成熟度向上
活動を実施している。（具体例:コンステレーション計画を進める衛星オペレータの要望に対応するため衛星搭載部
の開発等)
ご助⾔いただいた、打上げ回数に応じて設備使⽤料の割引については、打上げ回数を増やすことにより設備点検が
削減できるものもあり、その分事業者に対する設備使⽤費⽤の低減が期待できる。また、液ガス（酸素/⽔素）を
⼀括購⼊することで残液を減らし、蒸発による損失を少なくすることで事業者の調達コスト削減が図れる等、保全と
打上げを上⼿に連携させることによる全体コスト削減の可能性も検討しているところ。
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Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○H３基幹ロケットの開発完了後は、継続的な信頼性向上や効率的かつ効果的な基盤技術維持に
努めるだけでなく、今後の海外打ち上げサービスとの競争についていけるよう、エンジンの再使⽤化などの
⾼い⽬標を掲げ、JAXAの他部⾨と協⼒してその⼒を発揮してほしい。

研究開発部⾨が取り組んでいる1段等の再利⽤技術を含む基幹ロケット発展型の研究を推進するにあたり、宇宙
輸送技術部⾨としては、基幹ロケットの維持・強化のみならず、研究開発部⾨の研究開発の成果をH3およびイプ
シロンSによる事前実証や先⾏適⽤などを⾏い、国際協⼒強化を向上していく。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○宇宙利⽤の拡⼤に伴い、衛星打ち上げのロケットは、技術の研究開発からビジネス利⽤の側⾯が強
くなってきている。企業との連携を強化し、ロケットと打ち上げコストのトータルの⾯からの、ロケットの競争
⼒強化を期待する。また、再利⽤技術の開発を着実に進めると共に、有⽤性の分析を継続していただ
きたい。

研究開発部⾨が取り組んでいる1段等の再利⽤技術を含む基幹ロケット発展型の研究を推進するにあたり、宇宙
輸送技術部⾨としては、基幹ロケットの維持・強化のみならず、研究開発部⾨の研究開発の成果をH3およびイプ
シロンSによる事前実証や先⾏適⽤などを⾏い、国際協⼒強化を向上していく。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○前記⼩委員会提⾔において、JAXAは「研究開発の段階的な成果を我が国の宇宙輸送系の国際
競争⼒強化等に適宜反映。その際、⾼度な地上検証、早期・段階的な⾶⾏実験・実証や実験機・
実証機開発により、実証・実績に基づくベストプラクティスを社会に早期に⽰しながら、迅速な社会実装
を図る」としているので、それに対応した評価結果を⽰してもらいたい。

今後、⾰新的将来宇宙輸送システム研究開発プログラム、⼀段再使⽤⾶⾏実験（CALLISTO）等の取組みに
係る評価結果を⽰していく。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○スペースX社の事例などを⾒ると、ロケットも他製品と同様に「良いから売れる」「技術が良いから売れ
る」という時代から変わってきたように感じる。技術スペック思考のジレンマから抜けられないために市場優
位性を失った国内産業は多々あり、宇宙輸送も同じ轍を踏まないよう柔軟な発想が必要。

現在開発中のH3やイプシロンSについては、基準を満たす⺠⽣品（⾞載部品）部品を搭載機器に採⽤する等、
⾮宇宙分野の技術の活⽤⾏っている。
技術以外のサービス⾯についてはユーザー要望に柔軟に応えるとともに、世界最⾼⽔準の打上げ成功率およびオン
タイム率を維持することにより⾼い信頼性を維持し、国際市場でも優位性を保てるように国際競争⼒強化を図って
いく。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○イプシロンロケットについては、これまでのH2ロケットの実績などを踏まえ、技術的なシナジーだけではな
く、マーケティングや営業シナジーも考慮してはどうか。

マーケティングや営業シナジー等の商業受注に向けた取り組みに関しては、イプシロンSとH3ロケットではそれぞれ異
なる⺠間事業者の事業戦略によるため、JAXAからの回答は差し控えますが、イプシロンの打上げ成功率100%
（5機）、H3ロケット（SRB-3）等の開発シナジー成果を最⼤限活かした基幹ロケットとしての⾼信頼性をアピー
ルしていると伺っている。
JAXAとしては、現在も各事業者のマーケティングや営業の礎となるようJAXAが実施している国際市場調査の結果
を共有しており、また、相乗り超⼩型衛星の打上げに不測が⽣じた場合は、ロケットの乗り換え提案に協⼒してい
る。

Ⅲ.3.9  宇宙輸送システム ○基幹ロケット（とくにイプシロンS）の商業受注に向けた取組みを⽰してもらいたい。 マーケティングや営業シナジー等の商業受注に向けた取り組みに関しては、イプシロンSとH3ロケットではそれぞれ異
なる⺠間事業者の事業戦略によるため、JAXAからの回答は差し控えますが、イプシロンの打上げ成功率100%
（5機）、H3ロケット（SRB-3）等の開発シナジー成果を最⼤限活かした基幹ロケットとしての⾼信頼性をアピー
ルしていると伺っている。
JAXAとしては、現在も各事業者のマーケティングや営業の礎となるようJAXAが実施している国際市場調査の結果
を共有しており、また、相乗り超⼩型衛星の打上げに不測が⽣じた場合は、ロケットの乗り換え提案に協⼒してい
る。

Ⅲ.3.10  衛星通信等の
技術実証

○光通信について、着実に⺠間利⽤に向けた取組につなげ、将来的な商⽤サービス（通信サービスで
得た利益で、衛星を開発・打ち上げ・運⽤する）につなげていくことが重要。

JAXAは⺠間事業者（衛星開発事業者、衛星通信サービス提供事業者等）も含めた関係者との緊密な意⾒
交換・調整・検討などを⾏いながら、研究開発や実証を進め、成果が⺠間事業者等により、社会実装化されること
を重視している。引き続き重視する。

Ⅲ.3.10  衛星通信等の
技術実証

○ETS-9のような計画変更は、今後も起きる可能性がある。単に⼿続き上ではなく、今回の経験を踏
まえ、デジタル開発技術の活⽤により、こういったことをやりやすい開発⽅式への昇華を⽬指していく必要
がある。

ご指摘のとおり、今後も起きる可能性があると考えている。今回の得られた経験、知⾒、教訓等は、将来に⽣かした
い。
また、開発プロセスへのデジタル技術の適⽤により仕様変更への即応性の向上や、検証期間短縮などの効果が期
待されるとともに、機能のソフトウェア化は軌道上での機能変更も可能とするなど、変化に対する対応⼒向上の観点
で⼤きな可能性を持つ点を踏まえ、検討を進めていきたい。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅲ.3.10  衛星通信等の
技術実証

○NICT等との⼀層の効果的な連携のあり⽅の検討が必要。 ご指摘のとおり、衛星通信を含めた情報通信全般を取り扱うNICTとの連携は重要であり、⼀層の効率的な連携
強化等も重視した研究開発に努める。
現在の連携の⼀例として、NICTとJAXAが共同で「スペースICT推進フォーラム」を運営しており、通信分野に関連
する⺠間企業、⼤学、国研、省庁の関係者からの技術ニーズの聴取や光通信技術、5G/B5G連携技術に関する
技術的な検討を進めている。今後は、ユーザのニーズを踏まえた、国の政策への提⾔を連携して提案できるよう議
論を進めている。

Ⅲ.3.10  衛星通信等の
技術実証

○衛星コンステレーションなど国際的に低軌道衛星通信ネットワークの利⽤が⾒込まれる中で、JAXAに
おいても低軌道衛星通信ネットワーク通信に適した軌道構成と軌道維持⼿法（寿命衛星の置換⽅
法を含む）、⼩型衛星に適した通信機器設計等、実施可能な研究開発項⽬に関して精査の上、机
上検討を進め、我が国の宇宙開発計画が低軌道衛星通信に舵を切った際には迅速に対応可能とな
るよう期待する。

衛星基盤技術の研究開発は、政策・市場の動向を⾒据えながら⾏っている。これらの研究開発成果の低軌道通
信システムへの適⽤可能性についても考慮していきたい

Ⅲ.3.10  衛星通信等の
技術実証

○通信衛星については、産業的にも重要であり、今後、さらに市場動向を踏まえた技術開発が必要に
なると考えられる。競争⼒のある通信衛星の実現に向けた取り組みを強化し、関連企業と共に継続し
て進めていただきたい。具体的には、ETSの⼩型化により開発・実証期間の短縮、低コスト化を図り、
技術開発スピードを早くする必要があるのではないか。また、ETS-IXについては打ち上げの延期に伴
い、軌道上実証の実験計画も1年短縮されることになるが、ETS-IXの実験計画を⾒直し、利⽤実験
による我が国の衛星ビジネスの競争⼒強化の役⽴てていただきたい。

技術試験衛星10号機については、内閣府、総務省、⽂部科学省、経済産業省を中⼼に、国際競争⼒を意識し
た検討が進められており、JAXAも引き続き検討に寄与したい。また、9号機を⽤いた実証についても、我が国の国
際競争⼒強化に資することが求められており、引き続き関係機関等と連携しながら実施したい。

Ⅲ.3.10  衛星通信等の
技術実証

○光データ中継衛星、衛星通信ペイロードのフル・デジタル化、ソフトウェア化の研究等、産業振興や安
全保障にとって重要であるため、着実に運⽤や開発を進め、欧⽶に勝てるレベルまでもっていってほしい。

引き続き、国際競争⼒も重視した研究開発に取り組む。

Ⅲ.3.10  衛星通信等の
技術実証

○衛星通信分野において、商業的主体が主導するイノベーションにより、急速に環境が変化しつつある
ことをふまえ、JAXA内部において⼈的、物的なリソースを⼿厚く配分することが望まれる。必要に応じ
て、NICTやコントラクターの有するリソースも活⽤して、早急に⼗分かつ具体的な体制を確⽴し衛星通
信を研究する必要がある。

ご指摘のとおり衛星通信分野は競争の激しく、多くのリソースが求められ、NICT、衛星開発メーカー、衛星通信事
業者などとの連携・役割分担も重要である。これまでも、必要に応じてJAXA外リソースも活⽤しながら研究開発を
進めてきたが、引き続きご指摘の観点も重視する。

Ⅲ.3.10  衛星通信等の
技術実証

○世界の通信衛星需要に応えるには仕様の標準化なども重要になってくる。次年度以降は開発のス
コープにより⼀層の国際産業競争⼒の視点を加えると良い。

引き続き、⼀層の国際競争⼒も重視した研究開発に取り組む。

Ⅲ.3.11  ⼈⼯衛星等の
開発・運⽤を⽀える基盤技
術（追跡運⽤技術、環境
試験技術等）

○JAXA共通技術⽂書の改訂に伴う変更点を業界全体に普及していく必要がある。 共通技術⽂書の改訂に伴う変更点の普及については、①JAXA公開HPへの共通技術⽂書最新版の掲載、②
JAXAプロジェクト経由による関連企業等への情報展開、③試験技術ワークショップ＊等のイベント開催等を通じて
普及を図っているところ。
＊︓過去17回開催（FY2020,FY2021はコロナのため中⽌）

Ⅲ.3.11  ⼈⼯衛星等の
開発・運⽤を⽀える基盤技
術（追跡運⽤技術、環境
試験技術等）

○環境試験を⺠間事業者に委託する試みは評価できる。JAXAの業務効率化だけで満⾜するのでは
なく、設備の回転率を上げて、利⽤者の利便性を向上し、事業者が収益化を実現するための助⾔、サ
ポートについても検討していく必要がある。

外部利⽤拡⼤のため⺠間事業者が有する経営ノウハウを活⽤することが、本事業で期待されている効果の⼀つで
あり、事業者からの提案に対するサポートはJAXA事業の範囲で積極的に対応していく。

Ⅲ.3.11  ⼈⼯衛星等の
開発・運⽤を⽀える基盤技
術（追跡運⽤技術、環境
試験技術等）

○プロジェクト開発試験の効率化などは⾼く評価できるが、これが開発の効率化（時間、コストの低
減）にどの程度寄与するのか、定量的な把握に努める必要がある。

試験の効率化の⼀つである熱真空試験効率化については、定量的な試験期間短縮の効果を想定した上で進め
ており、今後の取り組みにおいても、定量的な効果を意識しつつ進めていく。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅲ.3.11  ⼈⼯衛星等の
開発・運⽤を⽀える基盤技
術（追跡運⽤技術、環境
試験技術等）

○⼤型施設で実際に試験することと、デジタル化の導⼊、施設の運⽤に伴う費⽤負担などを踏まえ、
組織として⻑期戦略を作成する必要がある。

宇宙機やロケットの新規開発において、設計や製造⼯程の妥当性確認のための試験検証は今後も必要。JAXA
が保有すべき環境試験設備を限られた予算で維持しつつ、デジタル化の進展等を踏まえ、⻑期的視点に⽴った戦
略や計画を検討していく。

Ⅲ.3.11  ⼈⼯衛星等の
開発・運⽤を⽀える基盤技
術（追跡運⽤技術、環境
試験技術等）

○評価のポイントが明確ではない⾯がある。アウトカムが具体的ではなかったり、あまり記載されていない
項も多い。社会/産業への貢献を測るためのKPI/⽬標設定を⾏い、アウトカムを明確にした上で、それ
に基づく客観的な評価を⼼掛けていただきたい。

アウトカムを意識し取り組んでおり、KPIなどの設定も意識しながら⽬標設定をし、着実に事業を進め、適切な評価
に務めていく。

Ⅲ.3.11  ⼈⼯衛星等の
開発・運⽤を⽀える基盤技
術（追跡運⽤技術、環境
試験技術等）

○追跡運⽤技術、環境試験技術にしても、産業振興の世界では分かりにくい。ものづくりの中⼩企業
が理解できるコンテンツの発信ができないか。

ご指摘を踏まえ、事業内容や研究成果について産業振興の世界で分かり易く理解できるコンテンツ発信に努めてい
く。

Ⅲ.4  宇宙政策の⽬標達
成に向けた分野横断的な
研究開発等の取組

○⺠間の事業⽀援は宇宙利⽤の拡⼤につながると期待されるが、⼀⽅でJAXAが国の唯⼀の宇宙機
関であり国⺠の税⾦が投じられていることを考えると、何をどこまで協⼒していくかを組織として検討する
必要がある。

スタートアップ企業を中⼼に宇宙ビジネスを担う新たなプレイヤーが増えている中、産業振興・宇宙利⽤拡⼤の⾯で
JAXAに求められる役割も変化している。共創活動を開始するにあたっては、双⽅の役割を明確にした上で、事業
化を⾒据えた⺠間のニーズを踏まえつつ、唯⼀の宇宙機関として、JAXA研究開発とシナジーを⽣む⺠間との共創
活動を⾏っていきたいと考えている。

Ⅲ.4.1 ⺠間事業者との協
業等の宇宙利⽤拡⼤及び
産業振興に資する取組

○⽇本の商⽤宇宙活動を今後も伸ばしていくことが必要であり、JAXAには多くの期待がかかる。今後、
出資機能も有し、新たな展開も可能になったことから、多⾯的なアプローチでの活動を期待する。

新事業促進部で従来より⾏っている、⺠間企業との共創活動（J-SPARC）等に加え、今後は出資機能等も適
切に活⽤し、スタートアップ前段階から事業化段階までの成⻑段階に応じた各種⽀援施策及び実証機会の提供
等を⾏うことで、今後も産業競争⼒の維持・強化及び宇宙利⽤拡⼤に資する取組を⾏っていきたい。

Ⅲ.4.1 ⺠間事業者との協
業等の宇宙利⽤拡⼤及び
産業振興に資する取組

○今後、新たな切り⼝のチャレンジや、これまでの協業成果を期待する。 J-SPARCは2022年度に制度開始から５年⽬を迎えることもあり、実証機会を拡充し、共創活動の出⼝である事
業化に向けた事業共同実証活動に注⼒していきたい。また、2021年度に開始した出資機能も適切に活⽤するこ
とで、より多⾯的なアプローチによる成果を⽬指す。

Ⅲ.4.1 ⺠間事業者との協
業等の宇宙利⽤拡⼤及び
産業振興に資する取組

○出資機能の活⽤について、⺠間の資⾦提供者からは、「⽬利き」としての役割を期待されていることを
⾃覚し、経営⾯を含めた出資先の技術経営（ガバナンス）を確保しつつ、適切な運⽤を⾏うことが求
められる。

令和３年度より始まった出資業務においては、出資判断のために必要な社内規定を整備済みであり、政府のガイ
ドラインに従った外部有識者による委員会設置も含め出資判断プロセスを明確化している。また、ご指摘を踏まえ、
外部専⾨家のご意⾒も参考にしながら、適切に出資機能を運⽤していきたい。

Ⅲ.4.1 ⺠間事業者との協
業等の宇宙利⽤拡⼤及び
産業振興に資する取組

○宇宙が「産業化」の時代に⼊ってきたことを踏まえると、より具体的な指標で産業振興にどの程度貢
献できているかを⽰していくことが必要。例えば、案件数のみならず、経済規模や経済価値を含め、可
能な限り経済的観点でのKPIを定めるべき。

評価基準については、企業の数値情報は⾮公表を前提としながらも、可能な限りの経営状況等の提供の依頼や
協業等企業での経営コミット状況のヒアリング等を⾏い、事業化・産業化の観点から評価、判断ができるよう努める
とともに、事業化、社会実装といった出⼝成果を意識した協業件数、市場投⼊された製品・サービス数といった経済
的観点での指標を設定しているところである。

Ⅲ.4.1 ⺠間事業者との協
業等の宇宙利⽤拡⼤及び
産業振興に資する取組

○現状の活動が継続発展するように、適宜運⽤、⼈員配置、外部⼈材の活⽤をしていく必要がある。 ⼈材育成・配置については、⼈的リソース不⾜を課題として認識している中、限られたリソースの中で最適な配置が
できるよう14名のプロデューサーを中⼼に社内関係部⾨等の協⼒を得て社内共創メンバー約100名という体制によ
り、各部署と連携また、JAXA研究開発とシナジーを⽣む⺠間との共創活動を着実に推進しているところである。

Ⅲ.4.1 ⺠間事業者との協
業等の宇宙利⽤拡⼤及び
産業振興に資する取組

○産業界との連携の事例を増やすことに留めず、それをどのように産業や社会に実際に役⽴てていくか、
産業界に末永く宇宙が利⽤されるためにはどのような取組が必要なのか検討していく必要がある。

⺠間事業者との共創活動にあたっては、将来の⺠間事業者における事業化及び社会実証を共創開始当初から
⾒据え、ビジネスのアイディア段階から事業化段階の各段階において必要とされる各種⽀援・協⼒をJAXA保有の
知⾒等を活⽤しながら今後も実施していきたい。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○今後は、開発のDX化を進めていく必要がある。 開発のDX化は、III.4.2(1)②⼩型技術刷新衛星研究開発プログラムの研究課題の⼀つとして研究に取り組んで
おり、またIII.4.2(1)③⾰新的衛星技術実証3号機の⼩型実証衛星3号機の開発においてもModel Based
Systems Engineeringの試⾏等を⾏っており、今後も推進していきたい。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○この項⽬は、アラカルト的・トピックス的な実績評価になりがちな⾯がある。ロードマップに沿って研究開
発テーマを体系化し、それに基づいて業務実績を評価するといったように評価⽅法を改善していく必要が
ある。

本項⽬に含まれる事業の全様と、その中で重点を置いて取り組んでいる研究開発の⽬標を明確にし、これに対し今
年度貢献できた成果・貢献が期待できる成果を評定理由・根拠として挙げて業務実績を評価する。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○宇宙⽤半導体デバイスの少量多品種⽣産⽅式や⾼性能⺠⽣部品の耐放射線・設計技術につい
ては、宇宙実証に加えて、コスト⾯でのインパクト等、アウトカムの定量的評価が必要。

コスト⾯でのインパクト等を評価するには、企業側がどのようなビジネスモデルにするかといった不確定要素があるた
め、このような研究におけるアウトカムの評価は、JAXAに求められる役割（利⽤者への橋渡し、社会実装など）を
明確にした上で今後評価していく。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○⾰新的衛星技術実証プログラムはTRLに応じた効率的な運⽤が求められる⼀⽅、ISSを利⽤した
運⽤などアジャイル実証の機会の増⼤の検討が望まれる。

⾰新的衛星技術実証プログラムでは、実証テーマ選定時にTRLや実証後のビジネス展開等を勘案して評価・選定
している。また、本プログラムでは2年毎の実証機会の提供を⽬標としているが、2021年度より取組みを開始した⼩
型技術刷新衛星研究開発プログラムにおいても官⺠で活⽤可能な⾰新的・基盤的技術を早いサイクルで実証し
ていく計画である。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○持続可能な宇宙開発のためにも宇宙デブリの観測、低減、除去は重要命題でもあり、⺠間の⼒も
結集して⾏うこと、事業化に向けた⽀援の強化が求められる。商業デブリ実証については、実証の成果
だけでなく、⽇本版COTSという調達⽅式から得られた成果についても振り返りを期待。

ご指摘を踏まえ、今後、本調達⽅式から得られた成果について振り返りを⾏っていく。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○業務実績等報告書には、共同研究開発の場合、共同相⼿とJAXAの役割分担を明確にして、それ
ぞれの貢献及び成果を記載していただきたい。ミニマルファブは、令和元年度における業務実績評価で
もＳ評価の根拠にしている。同⼀テーマを複数年度で記述する場合、各年度の差異がわかるよう、明
確にしていただきたい。

ご指摘の通り対応する。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○今後評価に際しては、⾼評価の理由となるポイントを業務実績等報告書の中で明確にしていただき
たい。具体的には、資料のページ数や分量を絞るため特に顕著な主要成果を選別する、「年度⽬標を
極⼒明確/具体化/KPI化し」成果と厳密に対⽐して評価する等が考えられる。その際、⾼評価の個別
単体案件の列記に⽌まらず、できなかった/うまくいかなかったことも含めて「新たな価値を実現する宇宙
産業基盤・科学技術基盤の維持・強化」全体としての達成度が表現されるよう⼯夫いただきたい。例え
ば全体を1ページで総括した⼀覧表を⽤意頂き、どこがエクストラサクセスで顕著な産業貢献（アウトカ
ム）なのか分かりやすく表現いただければと思う。

本項⽬に含まれる事業の全様と、その中で重点を置いて取り組んでいる研究開発の⽬標を明確にし、これに対する
年度の⽬標、成果・実績をご説明できるよう資料の構成を⼯夫する。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○業務実績等報告書において、Ｓ評価を提⽰する場合には、世界最⾼⽔準の成果か、宇宙産業の
国際競争⼒強化に著しく貢献したか、⽬標（KPI）に対して何が⾶びぬけて達成できたのか、核となる
⼤きな成果/貢献（アウトカム）は何か等の視点から、客観的に記述いただきたい。また、詳細な技術
的要素の評価だけでなく、経済/産業（単に「ベンチャーに採⽤された」だけでなく想定市場規模等）・
社会・国⺠（納税者）への便益という視点も加えて評価いただきたい。

ご指摘の観点について客観的に記述できるよう努める。また、研究の性質に応じて、JAXAに求められる役割を明確
にし、アウトカムの評価を⾏っていきたい。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○⼈⼯衛星の⻑寿命化を実現する技術は、今後⾮常に重要になってくると思われる技術。⼀⽅で、期
待されるアウトカムが最終的に得られるまでには、この技術の性格上、⻑期間かかると思われる。よって、
このような技術については、実⾏する側も評価する側も⻑い⽬でその進捗を⾒ていく必要があるものと考
える。

ご意⾒を踏まえ、引き続き⻑期的視点を持って、⻑寿命化のような基盤技術の研究を進めたい。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○多くの技術開発の成果は評価できるが、社会実装初期段階のものが多くアウトカムレベルでのインパ
クトは明確とは⾔えない。

研究の性質に応じて、JAXAに求められる役割を明確にし、アウトカムの評価を⾏っていきたい。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○オープン・イノベーションのマネジメントに関する評価軸は、JAXAを中核的な主体としたイノベーションの
マネジメントとは、質的にかなり異なったものとなっているように思われる。今後の成功例をもとに、オープ
ン・イノベーションを成功に導くための要素の抽出をはかり、イノベーションの成果のみならず、マネジメント
の過程段階における評価もしやすいような評価軸の設定を試みてほしい。

実績に以下のような「オープンイノベーションを成功に導くための要素・⼯夫」の⼀部を記載する等の⼯夫を⾏う。
・共同研究テーマ設定段階で企業の研究開発ニーズを取り込む課題設定
・事業化に関する、採択時・終了時の評価及び研究実施中の進捗確認（事業化計画の相談・⽀援）等の⽀援
・知財の権利取得・利活⽤で融通性のある制度適⽤（現在は全社で適⽤できる規定）
・共同研究制度の改善や募集枠の新設等による共同研究実施及び成果の展開・発展を促進

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○スペース・デブリ対策で出している優れたアウトカムを国際的に効果的に広報し、⽇本のプレゼンスの
向上に向けるとともに、この分野でのルール形成を主導する地位に繋げてほしい。

本項⽬に含まれる事業の全様と、その中で重点を置いて取り組んでいる研究開発に対し、どのように貢献できたかと
いう観点で成果を⽰したい。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○「新たな価値を実現する宇宙産業基盤・科学技術基盤の維持・強化」という括りになっているが、何
がどのような価値を⽣み出したのかわかりにくいので、翌年度以降はその点を考慮した記載をお願いした
い。

本項⽬に含まれる事業の全様と、その中で重点を置いて取り組んでいる研究開発に対し、どのように貢献できたかと
いう観点で成果を⽰したい。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○「宇宙⽤半導体デバイスの新しい少量多品種⽣産⽅式の技術実証」のように、MEMS RF-SWが
できたことにより得られるメリットが実感しにくいものもある。単に技術成果を⽰すだけでなく、ベンチマーク
や、実⽤化した際のインパクトについても、より明確に⽰してもらうと評価しやすくなる。

実証した技術が実⽤化された際のインパクト、ユーザにとっての意義価値について、より明確に⽰すように努める。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○宇宙太陽光発電に関しては近年、中国で宇宙での実証試験計画が始まりつつあり、宇宙空間での
新たなエネルギーインフラ獲得競争が⽣じかねない状況である。危機感を抱き、⽇本としてR&Dを加速
すべきである。

海外の動向を注視しつつ、経済産業省や国内の⼤学・企業とも連携協⼒しながら、⽇本の強みを⽣かした研究と
宇宙実証を進めており、引き続き推進する。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○知的財産の問題については、IoT（⾃動⾞など全ての装置が通信技術で繋がる世界）において、
通信のための半導体チップにライセンス料を課すか、通信装置を組み込んだ⾃動⾞にライセンス料を課
すかのパラダイム転換がある。もちろん⾃動⾞にライセンス料を課すと「⾃動⾞の価格×ライセンス料
●％」となり、数⼗円の部品のライセンス料とは異なり、巨額になる。JAXAにもこの認識を踏まえてライ
センスポリシーを常に検討していただきたい。

2020年6⽉に公表した知的財産ポリシーにおいて、我が国の産業振興を図るために保有する知的財産を適切な
対価で広く活⽤できることを謳っており、現在、企業（ライセンシー）の製品に組み込まれるJAXA知財の貢献度合
いを勘案してライセンス料を徴収している。いただいたご意⾒を踏まえつつ世の中の趨勢を⾒極めながら、我が国産
業の国際競争⼒強化、経済成⻑に貢献できるよう、引き続きライセンスポリシーを検討していく。

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○AI、5G/6G、量⼦、クリーンテック、モビリティや⽔素社会など他産業の技術⾰新も⽬覚ましい中、他
の⾰新的先端技術と結びつくことによる先端技術のシナジーも期待する。JAXA単独の運⽤では巻き込
める事業分野に限界があるため、関係府省との連携が必須ではないか。

ご指摘の通り、さまざまな⺠間の先端技術を活⽤して研究開発を進めることは重要と考えており、スターダストプログ
ラム等での関係省庁との連携、企業・研究機関との共同研究によるオプンイノベーションを更に進める。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅲ.4.2 新たな価値を実現
する宇宙産業基盤・科学
技術基盤の維持・強化
（スぺ―ス・デブリ対策、宇
宙太陽光発電含む）

○軌道上サービスは商業サービスが始まったところであり、今後、衛星の利⽤サイクルを含む衛星運⽤の
ランドスケープを変える可能性もある。機器の取り付け、修理、燃料補給、組み⽴て、移動、除去といっ
たロボットによるサービスを実現する技術開発が望まれる。国際ルール化に向けた議論においては⽇本が
主導することが期待されている。保険業界との更なる連携も必要。宇宙デブリの観測においても⺠間の
事業者との協⼒も検討が望まれる。

現在、有⼈宇宙船内での船内サービスの研究等を進めているが、いただいたご意⾒も踏まえ今後JAXAが取り組む
べき研究について検討していきたい。

Ⅲ.5 航空科学技術 ○今後は航空機産業の環境対策への貢献が強く期待される。 環境負荷性能を⼤幅に向上させるコアエンジン技術の実証をはじめ、航空機の抵抗低減や軽量化によって燃費
/CO2排出削減を⽬指す研究開発を推進する。
また、カーボンニュートラルの実現に向けた抜本的なCO2削減に貢献すべく、航空機の電動化に向けた電動ハイブ
リッド推進技術の研究開発を加速するとともに、2021年度には⺠間企業と共同でグリーンイノベーション基⾦事業
による⽔素航空機向けコア技術の研究開発に開始した。

Ⅲ.5 航空科学技術
○引き続き、⽇本の「空」に関わる技術を⽀える機関として、精⼒的な活動を期待。特に、空⾶ぶ⾞や
⽔素航空機など、新たな航空機については、安全認証などのシステム的な点も踏まえた活動を早めに
実施することを期待する。

既存形態での航空輸送・航空機利⽤の発展に必要な研究開発とともに、次世代モビリティ・システムによる更なる
空の利⽤に必要な研究開発として、空⾶ぶクルマを含む多種多様な航空機の運航技術や⽔素燃料適⽤技術等
に重点的に取り組む⽅針（航空科学技術分野に関する研究開発ビジョン、令和4年2⽉ 航空科学技術員会決
定）。
また、航空局による無⼈航空機や空⾶ぶクルマの安全基準等の検討作業や、国際機関（SAE
International）における電動・⽔素航空機の標準化活動への参画/技術協⼒等、新たな航空機の実現に向け
て研究開発に留まらない活動を実施している。

Ⅲ.6 宇宙航空政策の⽬
標達成を⽀えるための取組

○宇宙政策は政治、国際、経済情勢などによって変化していく。世界の技術動向などに⽬配りし、政
策変化にも対応できるようにしておくことが求められる。

駐在員事務所やコンサル等を通じて、世界の技術動向はもとより、主要国・機関の政策、予算、体制等に関する
情報を常時収集し分析していく。また、機構だけでは限りがあるため、国内外の様々な分野の研究機関や専⾨家
等とのネットワークを拡⼤し、ますます拡⼤・⾼度化する調査分析ニーズへの対応能⼒の向上を図っている。

Ⅲ.6.1 国際協⼒・海外展
開の推進及び調査分析

○宇宙空間における「法の⽀配」、「国際協調」の確⽴を先導していくことは、宇宙政策に関して⽇本が
担うべき役割としてきわめて重要であり、成⽴した宇宙資源探査開発法の国際的な周知を含め、今後
も、政府の活動に協⼒しつつ、積極的に実績を積み上げていくことが重要。

国連宇宙空間平和利⽤委員会等の場において発信していく所存である。

Ⅲ.6.1 国際協⼒・海外展
開の推進及び調査分析

○今後も制度的な枠組み作りにおいてリーダーシップを発揮できるよう、国内における課題の整理や調
査研究等の充実を進めるべき。また、調査研究成果を事業に反映する仕組みを構築することに期待。

2021年度には、内閣府での軌道上サービスに関するガイドライン検討過程において、政府との課題認識共有と政
府が⾏う調査活動への協⼒を実施した。今後も制度作りに貢献していく。なお、調査分析の実施に当たっては、事
業部⾨が調査結果を迅速かつ効果的に活⽤し易いよう、企画段階から関係する事業部⾨と緊密に連携するやり
⽅が定着している。

Ⅲ.6.1 国際協⼒・海外展
開の推進及び調査分析

○宇宙開発・利⽤や宇宙産業の進展が⽬覚ましい現在において、調査分析を強化して政策やミッショ
ンの⽴案に結び付ける重要度は増している。特にますます産業化が加速する中、範囲は広がり複雑化
している。戦略的政策や提⾔につながることに期待。

経営視点での調査分析の重点化の仕組みを定着させ、より⾼度で複雑なテーマへの対応、提⾔・発信⼒の向上
に取り組んでいる。機構内だけでは限界があるため、様々な分野の有識者や専⾨家等とのネットワークを広げ、視
野を拡⼤する活動を強化している。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○今後も、常に国⺠の理解と⽀持の測定を継続し、広報活動のブラッシュアップに取り組んでいくことが
重要。

広報活動を⾏っていくうえで効果測定は必須であると認識しており、今後も国⺠の意識調査を継続していく。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○オンライン化は⽋点もあるが、遠隔地等からの参加などの⾯では⼤きなメリットもあるため、ポスト・コロ
ナの広報、理解増進活動、⼈材育成活動において、オンラインと対⾯を組み合わせた取組を期待す
る。

オンライン化により、遠隔地からの活動への参加や、視聴者が⾃由な時間帯に参加できる等のメリットを感じている。
例えば、教員研修をオンラインで実施したことにより、従来、地理的・時間的制約により参加の難しかった地域から
多くの参加者を得ることができた。今後コロナが収束してもオンラインの良さを考えた取り組みを展開していく。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○⼈材育成と広報はコロナ渦によってDXが⼀挙に進んだ領域である。従来の枠組みを超えてより⼀層
のイノベーティブな⼿法を期待す

広報については、例えばバーチャル筑波宇宙センターを評価してもらったものと考える。今後も、メタバース等といった
取り組みに外部連携を含めて検討していきたい。⼈材育成については、すでに顕著な成果を得て、そのメリットは充
分認識しており、今後もさらに有効な活⽤⽅法を検討・模索し、実施していく。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○「はやぶさ２」のサンプルリターンなどによる成果があがると国⺠の理解は⾼まるので、国⺠全体としての
理解を上げることに注⼒するよりも、次世代の⼈材育成の取組の効果をあげることに重点を置く⽅が重
要ではないかと考える。

JAXAにおいて、理解増進と⼈材育成は⾞の両輪である。宇宙航空分野の研究開発（事業）の意義・価値に係
る理解を増進し、国⺠と社会の⽀持を醸成することは、宇宙を素材とする教育「宇宙教育」の推進に⼤いに寄与し
ており、次世代の⼈材育成に貢献している。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○コロナの中で広報・周知の新しい⽅法を実施した点、評価できる。効果が認められる⽅法を精査し
て、コロナ後の広報に⽣かしてもらいたい。

引き続き、それぞれの利点を活かせるように今後の広報活動に活かしていきたい。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○広報露出に関するKPIが評価の中⼼となっているが、もう⼀歩踏み込んで、社会や国⺠が宇宙開発
に何を望んでいるのか、JAXA他による活動は費⽤対効果も含めてそこに答えられているのか、より良くす
るにはどうすべきか等、課題を把握し対応策につながるようなアンケートやKPIモニタリングに取り組んでは
と考える。「夢と希望」のみならず、宇宙開発が社会や国⺠にとっての真のインフラとなるような、すなわ
ち、社会便益への寄与/産業促進/事業開拓やそれによる育成⼈材の出⼝創出等につながるような、
広報活動に取り組んでいただきたい。

航空宇宙開発に対する意識調査や、費⽤に関する意識調査については継続して実施しているところではあるが、課
題抽出・把握を⾏い、更なる⽀持の向上に向けて今後も改善していきたい。「⽇本の宇宙や航空分野の研究開発
は社会や国⺠⽣活の役に⽴っていると思うか」という問いに対しては全体で80.5％が⽀持をしており、社会便益へ
の寄与も多くの⽅々に認められてきている。また、JAXAの予算については「妥当だと思う」が63.2%と半数を超え
「少ない、もっと増やすべきべきだと思う」は26.4%という回答があり、費⽤対効果についても認められているものと考
える。J-SPARCをはじめとした産業連携の取り組みについて、Webや報道メディアを通じて、広報活動にも⼒を⼊れ
ており、引き続き取り組んでいく。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○多項⽬にわたりKPIをしっかり設定し、また、JAXAの役⽴ち感の把握などアンケート内容も改良する
など、不断の改善に取り組んでいることは⾼く評価できる。

今後も国⺠の意識調査を継続して実施する。調査結果を踏まえ、改善に取り組む。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○業務実績等報告書の中で広報活動に関する説明は、宇宙に関するものがほとんどだったかと思う。
⼀⽅でJAXAの航空分野でも様々な活動をされているので、今回に限らず⼀般向けに周知されるときも
含めて、広報関係についてリストアップされる場合は、航空関係の活動についても、せめて⼀つは紹介す
るようにされたらよいと思う。

ご指摘の通り。また、2022年度は航空技術研究に関して、広報の重点事項として取り組んでいく。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○国⺠的な理解の増進については、コロナ禍の中、リモート対応に切り替え、前年度を上回る情報発
信を実現した。また、次世代を担う⼈材育成の貢献について、オンライン対応をして双⽅向のコミュニ
ケーションにより対応したことを評価する。

2021年度及び今後もコロナが収まってもオンラインの利点を活かしていく。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○「産業」に関する広報努⼒が⼗分かは疑問。⼿法や頻度の⾯での⼯夫余地がありうる。 今後も新事業促進部、宇宙探査イノベーションハブ等、産業振興・産業連携の関連部署と協⼒して取り組んでい
く。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○広報活動は、はやぶさ2の帰還もあって、⼤きな成果があった年度でもあり、JAXA認知度は⾼まった
が、今後は教育業界や産業界等のステークホルダーと新たな関係を構築し、強化していく、次のステージ
の広報活動が求められる。例えば、産業界に対し宇宙を最⼤限に利活⽤してもらうための広報など。

JAXAの認知度が⾼まっていることから、近年、さまざまな業界から連携や協⼒の申し出があり、調整・協⼒を進めて
いるところ。
JAXAの技術を宇宙航空分野のみならず、その他様々な産業分野でも広く活⽤していただく取り組みについての広
報等、新事業促進部等と連携して推進していく。

Ⅲ.6.2 国⺠の理解増進と
次世代を担う⼈材育成へ
の貢献

○MADOCAのような、あまり⼀般には知られていないが重要な技術について、社会的なインパクトがど
れくらいあるか精査した上で、国⺠の理解増進に努めてもらいたい。

⽇本の宇宙航空技術開発について、役⽴ち感については約8割の⽀持があるものの、個別の技術に対する認知
度・理解度は向上すべきものと受け⽌めている。
JAXAの中にある、安⼼・安全な社会に役⽴つ技術について、今後とも情報発信に努めて、意義や価値について国
⺠の理解増進に努めていく。

Ⅲ.6.3 プロジェクトマネジメ
ント及び安全・信頼性の確
保

○ミッション喪失に直結する「電源系と通信系の不具合」を未然防⽌するため、ロバスト性を⾼めるエン
ジニアリングのレベルアップを更に推進していくことが重要。

宇宙機の電源・通信系における⾮同期インタフェースが原因で不具合となる事象の増加に伴い、その発⽣要因を
分析し⾮同期インタフェースを設計、検証する上で重要となる事項、注意する事項をまとめ設計標準として制定す
る活動を実施している。

Ⅲ.6.3 プロジェクトマネジメ
ント及び安全・信頼性の確
保

○引き続きJAXA内部だけでなく、外部の⼈材への情報共有を継続的に実施していく必要がる。 S&MA研修をJAXA内部だけでなく、主要宇宙機関連企業にも参加可能としている。今後は、宇宙機関連企業
全般、ベンチャー企業や⼤学に拡⼤するよう計画している。

Ⅲ.6.3 プロジェクトマネジメ
ント及び安全・信頼性の確
保

○プロジェクトマネジメントについての不断のPDCAを期待する。 JAXAのプロジェクトマネジメントプロセスのPDCAについては、プロジェクト業務改⾰の⽅針に基づき改正したルールを
プロジェクトに適⽤し、その運⽤結果から得られた改善事項を抽出及び反映していく活動を継続的に実施している。

Ⅲ.6.3 プロジェクトマネジメ
ント及び安全・信頼性の確
保

○⺠間事業者との協業（協創）が進展している中で、JAXAによる安全・信頼性確保の実績を伝達
していくことは有意義な活動であり、今後も継続することが望まれる。

2023年度から、技術開発グループをミッション保証技術グループに改称し、ベンチャー企業等からの機構外ミッション
に対するミッション保証⽀援業務を追加する。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅲ.6.3 プロジェクトマネジメ
ント及び安全・信頼性の確
保

○SE/PMのワーキンググループや「失敗塾」の実施など、若⼿の⼈材を育成する新たな試みの実施は
評価できるが、それから得られたアウトカムとしての「リーンガイドライン」やMBSE⼊⾨書が、どのような効
⽤をもたらしたのか具体的な説明をいただく⽅がよいと考える。

リーンガイドラインについては、プロジェクトマネジメント初級研修での紹介やWGの新規参加メンバーへの提供等、
JAXA内でのSE/PMの基礎知識の共有に使⽤している。また、MBSE⼊⾨書の内容は、デジタル開発基盤技術の
実証でのモデル作成に活⽤したほか、WG活動におけるMBSE開発環境の整備や汎⽤モデル作成等、更なる
MBSE技術の検討・実践の基礎として利⽤してる。

Ⅲ.6.3 プロジェクトマネジメ
ント及び安全・信頼性の確
保

○個々の取組については良い成果が出ていると思われるし、結果としてのアウトプット/アウトカムKPIもよ
く提⽰されていると考える。⼀⽅で、⻑期展望が必要な宇宙開発に対して今後どのように進めて⾏くの
か、中⻑期の⽅針やロードマップが⾒えなかった。なお、中⻑期計画と年度計画は全く同じ内容である。
来年度以降の業務実績評価では、中⻑期のロードマップを定め、その中で具体の年度⽬標とKPIを定
めて、それとの対⽐での客観的評価を⾏うように⼼掛けていただきたい。

宇宙活動5-10年先を⾒据えた開発技術に対応したS&MA技術ロードマップを改定し、S&MA技術の⽬標を設定
している。宇宙機メーカとの意⾒交換を実施して、外部との共有を進めているところ。KPIについては、部⾨内にて新
たな項⽬の設定について議論を着⼿している。

Ⅲ.6.3 プロジェクトマネジメ
ント及び安全・信頼性の確
保

○惑星等保護審査活動に関して、「⺠間事業者が⾏う惑星探査は機構の所掌外であるところ、機構
が審査不⾜の可能性を関係者に提起し審査を受託したことで、⽇本の⺠間事業者や規制当局が国
際的なコミュニティからPPPへの適合性確認が不⼗分であることを⾮難されかねない状況を回避した」こ
とは⾮常に重要である。今後の機構の探査計画の中でのニーズだけでなく、⺠間に対する情報提供等
も含めて、惑星等保護審査の体制・活動の整備・拡充の必要がある。

惑星等保護の推進に向けて、「惑星等保護プログラム標準（JMR-014）」を充実化させる活動を実施した。今
年度は、将来の活動領域の拡⼤に対応するため、保護が必要な太陽系天体への着陸ミッション（カテゴリⅣ）を
実施するための追加要求や（制約付き）地球帰還のための要求を検討し、改定案を作成した。

Ⅲ.6.4 情報システムの活
⽤と情報セキュリティの確保

○JAXAのＤＸ推進に対して明確な貢献をすることを期待する。 全社で共通的に利⽤する情報システムの基盤としてクラウドサービス（Microsoft365等）を活⽤しているが、これ
らの新機能やツールでDX推進に寄与できるものについては、試⾏などを経て全社利⽤できるようにするなどDX推進
に寄与する取り組みを進めている。引き続き関連部署とも連携して、DX推進に貢献する活動を推進していく。

Ⅲ.6.4 情報システムの活
⽤と情報セキュリティの確保

○JAXAは我が国の安全保障にかかわる業務も担当しており、今後のサイバー攻撃の激化が予想され
る。セキィリティシステムについて、ソフトウェア・システム運⽤、ハードウェア等の⾯から、不断の⾒直しを図
ることが重要。

横断的なリスク評価を継続的に実施し、多層防御のセキュリティシステムの⾒直しを実施していく。

Ⅲ.6.4 情報システムの活
⽤と情報セキュリティの確保

○安全保障にかかわる技術や先端技術を保有しているJAXAへのサイバー攻撃は多い。リモートワーク
が進む中、セキュリティ対策に⼀層⼒を⼊れる必要がある。

リモートワーク及び外部のクラウドサービスの利⽤が進む状況下において、働く場所によらずセキュリティ脅威検知から
封じ込めを⾏う対策（エンドポイントへのEDR導⼊）や、外部サービスの利⽤状況の可視化を⾏いその脆弱度を
評価し利⽤抑⽌をする対策(CASB導⼊)を進める等、⼀層⼒を⼊れている。

Ⅲ.6.4 情報システムの活
⽤と情報セキュリティの確保

○重⼤インシデントの⼿前の軽微な、あるいは重⼤インシデントにつながる事象の状況をモニタリングし
て、未然に防ぐ取組についても、次年度の業務実績等報告書で報告いただくことを期待する。

攻撃動向や軽微な検知も含めモニタリングし適切な遮断運⽤等の実施、ゼロデイ攻撃や危機的な脆弱性に対し
速やかに対応を⾏う等の状況、及び未然に防ぐ取り組みとして情報システムセキュリティ責任者等への教育の実施
やインシデント対応チーム（CSIRT）の資格取得維持及び緊急連絡網の維持管理について、令和3年度
（2021年度）業務実績等報告書において記載をしている。

Ⅲ.6.4 情報システムの活
⽤と情報セキュリティの確保

○コロナ禍で急激に進んだテレワーク対応のアウトプット状況（何⼈/何台等）はよく分かったが、本来
の⽬的である業務効率化や働き⽅改⾰への貢献の「アウトカム」KPIの状況についても、確認とそれに
基づく対応をいただきたい。

アウトカムKPIとしては、JAXA全体のテレワーク率なども意識しつつ、NWやWeb会議の品質改善に取り組んでいる
ところであり、引き続きKPIに基づく対応を進めていく。

Ⅲ.6.4 情報システムの活
⽤と情報セキュリティの確保

○⼤型計算機システムはJAXAの活動に必須のものであると理解される。引き続きこのシステムの計算
速度増⼤等の能⼒向上を進めていただきたい。

JAXAの詳細な活動毎の⼤型計算機システムの利⽤状況を把握し、また、利⽤者ニーズの聞き取りを継続的に⾏
い、計算速度増⼤等の必要かつ⼗分なシステムの能⼒向上に努めいく。

Ⅲ.6.5 施設及び設備に
関する事項

○災害多発時代を迎える中、ＢＣＰが実効性のあるものであるか、訓練体制も含めて検証する必要
がある。

BCPの中で、施設及び設備の観点では、発電機運転オペレーションについては、平常時にDR（デマンドレスポン
ス）対応を⾏い、BCP発動時の訓練も兼ねるなど、これからも効果的な施設運⽤に取り組んでいく。

Ⅲ.6.5 施設及び設備に
関する事項

○施設が⽇本各地に点在し、⽼朽化も進む。頻発・激甚化する⾃然災害への備えを強化しているが、
引き続き強化することが望まれる。

引き続き，⾃然災害へのハードとソフトの両⾯からの対策を強化していく。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅲ.6.5 施設及び設備に
関する事項

○多数ある施設の状況を良く掌握し管理するとともに、着実な更新と新たな技術による管理の⾼度化
に取り組まれていることは⾼く評価される。

引き続き施設の維持運営と施設管理の⾼度化に取り組んでいく。

Ⅲ.6.5 施設及び設備に
関する事項

○JAXAはアセットが多く宇宙開発分野なので⻑期視点での整備/維持が必要となる。「全体に⽼朽化
が加速度的に進んでいる」との深刻な説明もあり、詳細数値でなくともある程度の⽬安、マイルストーン
を設定しないで単年度対応を続けていると、ある時点で⽴ち⾏かなくなる懸念もある。限られた予算でど
う運営していくのかという難しい命題も含めて、検討いただきたい。⼀⽅、中⻑期のKPI設定が必要と考
える。

中⻑期的な⽼朽化対策計画の⽴案，中⻑期的なKPIの設定等を進めていく。なお、電⼒基盤インフラについては
⾏程表に基づき更新を⾏うとともに、更なる延命化を図りつつ予算の平準化にも努めている。

Ⅲ.7 情報収集衛星に係る
政府からの受託

○情報収集衛星については開⽰可能な情報が限定されており、業務実績の評価が困難な⾯がある。
⾮公開審議資料とすることで審議会委員への開⽰内容を増やすといった⼯夫が必要。

可能な範囲で記載の充実に努⼒する。

Ⅲ.7 情報収集衛星に係る
政府からの受託

○JAXAには、引き続き政府からの求めに対し、技術⾯から適切な助⾔を⾏う役割が期待される。 引き続き政府からの求めに対し、技術⾯から適切な助⾔を⾏う役割を果たすべく最⼤限努⼒する。

Ⅳ 業務運営の改善・効率
化に関する事項

○経費削減、業務の効率的推進に加えて、⺠間に任せる業務は⺠間に任せ、研究開発では⼤学や
⺠間企業との連携を更に強化して、JAXAはJAXAでなければできないことを実施するなど、JAXAが実
施すべき業務の抜本的な⾒直しも必要である。

成熟した業務・技術は可能な限り⺠間等へ移転する⼀⽅、新しい技術・知⾒を外部から導⼊する等の取組によ
り、JAXA全体としてより創造的な業務に注⼒すべく取り組んでおります。特に、2021年度は、経営課題の解決等
に向けたリソースシフトなどを⽬的として、調達・財務の定型業務についてビジネス・プロセス・アウトソーシング
（BPO）を運⽤開始している。
ご指摘も踏まえ引き続き努めていく。

Ⅳ 業務運営の改善・効率
化に関する事項

○令和３年度からJAXAの役割に出資業務が加わるが、出資先、出資額、出資判断を明らかにし、
倫理的な問題や疑念を招かないようにする必要がある。

令和３年度より始まった出資業務においては、出資判断のために必要な社内規定を整備済みであり、政府のガイ
ドラインに従った外部有識者による委員会設置も含め出資判断プロセスを明確化している。
今後具体的な出資実績が形成された場合、出資先、出資額等について適切に公開する⽅針である。
また、利益相反への対応として、倫理的な問題も含め、全社的なリスク管理⽅針の下、出資に係る意思決定に関
わる役職員等に対し利害関係の有無を確認し、有る場合に利益相反マネジメントを実施する⼿順を導⼊済みで
ある。

Ⅳ 業務運営の改善・効率
化に関する事項

○運営交付⾦が不⾜する中では外部資⾦の獲得が必須と思われる。今回の業務実績等報告書の
財務内容の改善の項で、34.1億円という数値が提⽰されていたが、それで⼗分なのか、⾜りないとする
とどうしていくのか、今後の計画/⽅策の⾔及はなかったので、次年度に向けて検討いただきたい。

削減⽬標により年々減っていく⼀般管理費について、⼀般管理業務等を確実に実施するため、2021年度は、受
託業務等の受注に伴い獲得する⼀般管理費や競争的資⾦の間接費等を⼀般管理業務等に充当する制度を整
備したところ。引き続き外部資⾦を増加させると共に更なる改善に努めていく。

Ⅳ 業務運営の改善・効率
化に関する事項

○予算の関係もあり、⼈材確保に⼤変苦労されているようだが、その前に機構全体としてどのくらいの現
業⼈員/直間⽐率が必要なのかの検討が必要。企業の⽬から⾒ると、JAXAの規模で間接⼈員200
⼈はやや多く感じられるので、現業へのリソース振替も含めて検討いただければと思う。

業務上の必要を精査した上で⼈員リソースの配分を⾏っているところだが、業務の⾒直しも含めてより最適なリソース
配分となるよう改善に努めていく。

Ⅳ 業務運営の改善・効率
化に関する事項

○JAXAと国益との結びつきが強まり、戦略的ミッションが増加するのに対して相応な予算措置を関係
省庁と連携して確保していただきたい。

2年連続で補正予算を含めて2000億円以上の予算を措置していただいているところであるが、ご指摘の点を踏まえ
継続的に予算措置を確保できるよう努めていく。

Ⅳ 業務運営の改善・効率
化に関する事項

○JAXAの⾃⼰評価結果に、⼀般管理費について第1期から第3期まで4割削減を達成したペースで、
今後も⼀律的な数値⽬標で削減することは困難であり、無理な経費削減は研究開発の管理業の遂
⾏に⽀障が出る可能性があると記載されている。厳しい国家財政状況の中ではあるが、⼀律に前年か
ら⼀定⽐率で削減とすると管理業務遂⾏に⽀障が出る恐れがあるため、同規模の⺠間企業等を参考
に、JAXAの業務規模に応じた適正な⼀般管理費経費を設定し、それを指標とした⽬標設定とすること
を検討すべきではないか。

引き続き事業費・⼀般管理費の削減が求められるところ、⼀般管理業務等を確実に実施するため、2021年度
は、受託業務等の受注に伴い獲得する⼀般管理費や競争的資⾦の間接費等を⼀般管理業務等に充当する制
度を整備するなどの⼯夫を⾏っている。
⼀定⽐率の削減⽬標の⾒直しについては、今後の中⻑期⽬標・計画変更または制定の機会において、主務府省
とも相談させていただく。
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評価項⽬名 ⼤⾂評価書記載の課題・意⾒等 改善内容

Ⅴ 財務内容の改善に関す
る事項

○財務は業務内容とも密接に関連することから、経費削減、業務の効率的推進に加えて、⺠間ででき
る業務は⺠間に任せ、研究開発では⼤学や⺠間企業との連携を更に強化し、JAXAはJAXAでなけれ
ばできないことを実施するなど、JAXAが実施すべき業務の抜本的な⾒直しも必要。

成熟した業務・技術は可能な限り⺠間等へ移転する⼀⽅、新しい技術・知⾒を外部から導⼊する等の取組によ
り、JAXA全体としてより創造的な業務に注⼒すべく取り組んでいるところ、ご指摘も踏まえ引き続き努めていく。

Ⅴ 財務内容の改善に関す
る事項

○JAXA事業の実態を踏まえた「財務戦略」が⼗分で無いと感じた。財務戦略と事業戦略は組織運営
の根幹となる施策であり、それがあって初めて「受託を伸ばす」等の戦術が出てくると思うので、ぜひ「財
務戦略」を検討の上報告いただきたい。

競争的研究資⾦の獲得やJAXAの保有する宇宙航空技術に関する知⾒の提供等の国内外の⺠間事業者及び
公的研究機関との連携強化等を通じた外部資⾦の獲得に向け、各部⾨ごとの外部資⾦獲得への積極的な取り
組みや環境試験設備等の運営・利⽤拡⼤事業、拡⼤する受託に対応した管理体制の整備、寄附⾦の拡充、業
務上の余裕⾦の運⽤等に総合的に取り組んでいる。

Ⅵ.1 内部統制 ○組織のモラルを⾼めるには、体制だけでなく、職場の⾵通しの良さが重要。特にバッドニュースファース
トが徹底されているかどうかがカギになる。どのような些細な事案でも途中で⽌めず、すぐに理事⻑まであ
がるかどうか、体制整備と共に、バッドニュースファーストが定着することを期待する。

職場の⾵通しの良さは重要であり、報告を上げやすい⾵⼟づくりなど、役員及び管理監督者の意識改⾰を図るとと
もに危機発⽣時または危機につながる可能性のある事象発⽣時に関しては、初動対応に関する研修等を⾏い、
バッドニュースファーストの情報伝達が⾏われるよう努めている。

Ⅵ.1 内部統制 ○JAXAの社会的役割や責任も重さを鑑み、「外部監査」について検討いただければと考える。 JAXAにおける外部監査としては、会計検査院による検査に加え、会計監査⼈や監事による監査を受けている。

Ⅵ.1 内部統制 ○職員の兼業を「許可制」から「届け出制」に変更したが、JAXAは安全保障にもかかわる組織であり、
先端技術情報も保有している。また、2021年度からJAXAの役割に出資業務が加わるなど、⼤きな変
化を迎えている。内部統制の在り⽅がこれまで通りでいいのかどうか、理事⻑のリーダーシップのもと、検
討する必要がある。

職員の兼業や出資業務の追加に伴い、情報管理や利益相反上の問題が⽣じるリスクを考慮に⼊れた仕組みや
ルールを整備している。
また、2022年度の内部統制においても、これらを組織のリスクとして識別しており、リスク管理の対応を⾏う。

Ⅵ.2 ⼈事に関する事項 ○コロナ禍でのテレワークの実施の経験から得た知⾒をポスト・コロナでの働き⽅の改⾰に繋げていく必
要がある。

2020年度に新型コロナウイルス対応をきっかけに、場所と時間の制約を⼤幅に緩和した働き⽅の実現性を⽰すこと
ができ、2021年度には「新しい働き⽅（その1）」として、「テレワーク」及び「フレックス」の制度⾒直し・拡充を図り、
テレワーク勤務の回数制限緩和、スーパーフレックスの拡⼤等を実施した。さらに、2022年度からの適⽤に向け、
「新しい働き⽅（その２）」として、テレワーク勤務拡⼤に合わせて通勤⼿当の⾒直し（実費化）、テレワーク⼿当
の新設等の準備を整えた。今後もこれまでの経験を⽣かして「働き⽅改⾰」で何が出来るか検討し、コロナ禍でも職
員が活き活きと働ける環境整備に努めていく。

Ⅵ.2 ⼈事に関する事項 ○リモートワークや兼業の促進は望ましい取り組みだが、JAXAの情報セキュリティや知財管理には関連
部⾨と連携して⼗分に留意する必要がある。

情報セキュリティ対策基準、知的財産ポリシーの基本的な考え⽅、相談・対応窓⼝等の所内周知やセキュリティ研
修等を通し、職員⼀⼈⼀⼈が意識を持って取り組み、今後も関連部⾨と連携してテレワークや兼業の促進に努め
ていく。

Ⅵ.2 ⼈事に関する事項 ○兼業は「許可制」ではなく「届け出制」により、実施件数が増えている。宇宙機構は安全保障にもか
かわる組織であり、最先端の技術情報を保有する。利益相反や逸脱⾏為を⽣まないように、組織とし
て適切なチェック体制を作ることが必要。

利益相反マネジメント規程及び利益相反マネジメント運⽤基準において兼業に関しても必要な事項を定めていま
す。また、利益相反マネジメントに関する疑義がある場合は、総務担当理事を委員⻑とする「利益相反マネジメント
委員会」で審議されている。職員の兼業条件が緩和されることに伴い、利益相反マネジメントに係る実務の⾒直し
を⾏っており、利益相反マネジメントの基礎となる情報は、電⼦申請を活⽤し役職員が常時申告することを可能と
し、設問を具体化・詳細化して職員が申告すべき情報の範囲を識別しやすくしているなど、今後も組織として適切
なチェック体制で取り組んでいく。

530




